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(57)【要約】
　本発明は、有用な植物における選択された細菌性有害微生物を防除するための宿主防御
誘発物質の使用に関し、ここで、該細菌性有害微生物は、アシドボラキス・アベナエ（Ａ
ｃｉｄｏｖｏｒａｘ　ａｖｅｎａｅ）、ブルクホルデリア属各種（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒ
ｉａ　ｓｐｅｃ．）、ブルクホルデリア・グルマエ（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｇｌｕ
ｍａｅ）、カンジダツス・リベリバクテル属各種（Ｃａｎｄｉｄａｔｕｓ　Ｌｉｂｅｒｉ
ｂａｃｔｅｒ　ｓｐｅｃ．）、コリネバクテリウム属（Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ
）、エルウィニア属各種（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｓｐｅｃ．）、シュードモナス・シリンガエ
（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ）、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．
　アクチニダエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ａｃｔｉｎｉｄ
ａｅ）、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　グリシネア（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　
ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｇｌｙｃｉｎｅａ）、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．
　トマト（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｔｏｍａｔｏ）、シュ
ードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　ラクリマンス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎ
ｇａｅ　ｐｖ．　ｌａｃｈｒｙｍａｎｓ）、ストレプトミセス属種（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙ
ｃｅｓ　ｓｐｐ．）、キサントモナス属種（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｓｐｐ．）、キサ
ントモナス・アキソノポジス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ）、キサ
ントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　シトリ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐ
ｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｃｉｔｒｉ）、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　グリシネ
ス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）、キ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
有用な植物における細菌性有害微生物を防除するための宿主防御誘発物質の使用であって
、該細菌性有害微生物が、アシドボラキス・アベナエ（Ａｃｉｄｏｖｏｒａｘ　ａｖｅｎ
ａｅ）、ブルクホルデリア属各種（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｓｐｅｃ．）、ブルクホ
ルデリア・グルマエ（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｇｌｕｍａｅ）、カンジダツス・リベ
リバクテル属各種（Ｃａｎｄｉｄａｔｕｓ　Ｌｉｂｅｒｉｂａｃｔｅｒ　ｓｐｅｃ．）、
コリネバクテリウム属（Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ）、エルウィニア属各種（Ｅｒ
ｗｉｎｉａ　ｓｐｅｃ．）、シュードモナス・シリンガエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓ
ｙｒｉｎｇａｅ）、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　アクチニダエ（Ｐｓｅｕｄｏ
ｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ａｃｔｉｎｉｄａｅ)、シュードモナス・シリ
ンガエ　ｐｖ．　グリシネア（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｇ
ｌｙｃｉｎｅａ)、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　トマト（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎ
ａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｔｏｍａｔｏ)、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ
．　ラクリマンス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｌａｃｈｒｙ
ｍａｎｓ)、ストレプトミセス属種（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｓｐｐ．）、キサント
モナス属種（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｓｐｐ．）、キサントモナス・アキソノポジス（
Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ）、キサントモナス・アキソノポジス　
ｐｖ．　シトリ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｃｉｔｒｉ
）、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　グリシネス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　
ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）、キサントモナス・カムペストリス
（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ）、キサントモナス・カムペストリス
　ｐｖ．　ムサセアルム（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｍ
ｕｓａｃｅａｒｕｍ）、キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　プルニ（Ｘａｎｔｈ
ｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｐｒｕｎｉ）、キサントモナス・フラガ
リアエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｆｒａｇａｒｉａｅ）及びキサントモナス・トランス
ルセンス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｔｒａｎｓｌｕｓｃｅｎｓ）からなる群から選択さ
れる、前記使用。
【請求項２】
前記宿主防御誘発物質が、アシベンゾラル－Ｓ－メチル、イソチアニル、プロベナゾール
及びチアジニルからなる群又はそれらの組合せから選択される、請求項１に記載の使用。
【請求項３】
前記宿主防御誘発物質がイソチアニルである、請求項１又は２に記載の使用。
【請求項４】
前記細菌性有害微生物が、アシドボラキス・アベナエ（Ａｃｉｄｏｖｏｒａｘ　ａｖｅｎ
ａｅ）、ブルクホルデリア属各種（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｓｐｅｃ．）、ブルクホ
ルデリア・グルマエ（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｇｌｕｍａｅ）、カンジダツス・リベ
リバクテル属各種（Ｃａｎｄｉｄａｔｕｓ　Ｌｉｂｅｒｉｂａｃｔｅｒ　ｓｐｅｃ．）、
コリネバクテリウム属（Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ）、エルウィニア・アミロボラ
（Ｅｒｗｉｎｉａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ）、エルウィニア・カロトボラ（Ｅｒｗｉｎｉａ
　ｃａｒｏｔｏｖｏｒａ）、エルウィニア・カロトボラ　ｓｕｂｓｐ．　アトロセプチカ
（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｃａｒｏｔｏｖｏｒａ　ｓｕｂｓｐ．　ａｔｒｏｓｅｐｔｉｃａ）、
エルウィニア・カロトボラ　ｓｕｂｓｐ．　カロトボラ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｃａｒｏｔｏ
ｖｏｒａ　ｓｕｂｓｐ．　ｃａｒｏｔｏｖｏｒａ）、エルウィニア・クリサンテミ（Ｅｒ
ｗｉｎｉａ　ｃｈｒｙｓａｎｔｈｅｍｉ）、エルウィニア・クリサンテミ　ｐｖ．　ゼア
エ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｃｈｒｙｓａｎｔｈｅｍｉ　ｐｖ．　ｚｅａｅ）、エルウィニア・
ヘルビコラ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｈｅｒｂｉｃｏｌａ）、エルウィニア・ステワルチイ（Ｅ
ｒｗｉｎｉａ　ｓｔｅｗａｒｔｉｉｉ）、エルウィニア・ウレドボラ（Ｅｒｗｉｎｉａ　
ｕｒｅｄｏｖｏｒａ）、シュードモナス・シリンガエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒ
ｉｎｇａｅ）、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　アクチニダエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏ
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ｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ａｃｔｉｎｉｄａｅ）、シュードモナス・シリンガ
エ　ｐｖ．　グリシネア（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｇｌｙ
ｃｉｎｅａ）、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　ラクリマンス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏ
ｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｌａｃｈｒｙｍａｎｓ）、シュードモナス・シリン
ガエ　ｐｖ．　トマト（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｔｏｍａ
ｔｏ）、ストレプトミセス・スカビエス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｓｃａｂｉｅｓ）
、キサントモナス・アキソノポジス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ）
、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　シトリ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏ
ｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｃｉｔｒｉ）、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　グ
リシネス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｇｌｙｃｉｎｅｓ
）、キサントモナス・カムペストリス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ
）、キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　ムサセアルム（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ
　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｍｕｓａｃｅａｒｕｍ）、キサントモナス・カムペス
トリス　ｐｖ．　プルニ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｐ
ｒｕｎｉ）、キサントモナス・フラガリアエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｆｒａｇａｒｉ
ａｅ）及びキサントモナス・トランスルセンス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｔｒａｎｓｌ
ｕｃｅｎｓ）からなる群から選択される、請求項１～３のいずれか１項に記載の使用。
【請求項５】
前記細菌性有害微生物が、ブルクホルデリア・グルマエ（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｇ
ｌｕｍａｅ）、カンジダツス・リベリバクテル属各種（Ｃａｎｄｉｄａｔｕｓ　Ｌｉｂｅ
ｒｉｂａｃｔｅｒ　ｓｐｅｃ．）、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　シトリ（
Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｃｉｔｒｉ）、シュードモナ
ス・シリンガエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ）、シュードモナス・シリ
ンガエ　ｐｖ．　アクチニダエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　
ａｃｔｉｎｉｄａｅ）、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　グリシネア（Ｐｓｅｕｄ
ｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｇｌｙｃｉｎｅａ）、シュードモナス・シリ
ンガエ　ｐｖ．　ラクリマンス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　
ｌａｃｈｒｙｍａｎｓ）、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　トマト（Ｐｓｅｕｄｏ
ｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｔｏｍａｔｏ）、ストレプトミセス・スカビエ
ス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｓｃａｂｉｅｓ）、キサントモナス・アキソノポジス　
ｐｖ．　グリシネス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｇｌｙ
ｃｉｎｅｓ）、キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　プルニ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎ
ａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｐｒｕｎｉ）及びキサントモナス・カムペストリ
ス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ）からなる群から選択される、請求
項１～４のいずれか１項に記載の使用。
【請求項６】
前記有用な植物が、果実作物、野菜、ジャガイモ、禾穀類、トウモロコシ、イネ及びダイ
ズからなる群から選択される、請求項１～５のいずれか１項に記載の使用。
【請求項７】
前記有用な植物が、リンゴ、バナナ、柑橘類、キーウィ、メロン、モモ、ナシ、パイナッ
プル、仁果、ザクロ、キャベツ、カリフラワー、キュウリ、ウリ科植物、トマト、ジャガ
イモ、コムギ、イネ及びダイズからなる群から選択される、請求項１～６のいずれか１項
に記載の使用。
【請求項８】
前記有用な植物が、柑橘類、キーウィ、モモ、キュウリ、トマト、ジャガイモ及びコムギ
からなる群から選択される、請求項１～７のいずれか１項に記載の使用。
【請求項９】
以下のものを防除するための、請求項１～８のいずれか１項に記載の使用：イネにおける
、アシドボラキス・アベナエ（Ａｃｉｄｏｖｏｒａｘ　ａｖｅｎａｅ）及び／又はブルク
ホルデリア・グルマエ（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｇｌｕｍａｅ）；柑橘類における、
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カンジダツス・リベリバクテル属各種（Ｃａｎｄｉｄａｔｕｓ　Ｌｉｂｅｒｉｂａｃｔｅ
ｒ　ｓｐｅｃ．）及び／又はキサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　シトリ（Ｘａｎ
ｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｃｉｔｒｉ）；キーウィにおける、
シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　アクチニダエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒ
ｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ａｃｔｉｎｉｄａｅ）；モモにおける、キサントモナス・カムペス
トリス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ）及び／又はキサントモナス・
カムペストリス　ｐｖ．　プルニ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐ
ｖ．　ｐｒｕｎｉ）；ダイズにおける、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　グリシネ
ア（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｇｌｙｃｉｎｅａ）及び／又
はキサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　グリシネス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａ
ｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）；禾穀類における、ブルクホルデリア
属各種（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｓｐｅｃ．）及び／又はキサントモナス・トランス
ルセンス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｔｒａｎｓｌｕｓｃｅｎｓ）；トマトにおける、シ
ュードモナス・シリンガエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ）、シュードモ
ナス・シリンガエ　ｐｖ．　トマト（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ
．　ｔｏｍａｔｏ）及び／又はキサントモナス・カムペストリス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａ
ｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ）；キュウリにおける、シュードモナス・シリンガエ（Ｐｓｅ
ｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ）及び／又はシュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．
　ラクリマンス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｌａｃｈｒｙｍ
ａｎｓ）；ジャガイモにおける、エルウィニア・アトロセプチカ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ａｔ
ｒｏｓｅｐｔｉｃａ）、エルウィニア・カロトボラ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｃａｒｏｔｏｖｏ
ｒａ）及び／又はストレプトミセス・スカビエス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｓｃａｂ
ｉｅｓ）。
【請求項１０】
以下のものを防除するための、請求項１～９のいずれか１項に記載の使用：イネにおける
、ブルクホルデリア・グルマエ（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｇｌｕｍａｅ）；柑橘類に
おける、カンジダツス・リベリバクテル属各種（Ｃａｎｄｉｄａｔｕｓ　Ｌｉｂｅｒｉｂ
ａｃｔｅｒ　ｓｐｅｃ．）及び／又はキサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　シトリ
（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｃｉｔｒｉ）；キーウィに
おける、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　アクチニジアエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａ
ｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ａｃｔｉｎｉｄｉａｅ）；モモにおける、キサントモナ
ス・カムペストリス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ）及び／又はキサ
ントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　プルニ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓ
ｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｐｒｕｎｉ）；ダイズにおける、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ
．　グリシネア（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｇｌｙｃｉｎｅ
ａ）及び／又はキサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　グリシネス（Ｘａｎｔｈｏｍ
ｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）；トマトにおける、シュ
ードモナス・シリンガエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ）及び／又はシュ
ードモナス・シリンガエ　ｐｖ．
　トマト（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｔｏｍａｔｏ）；キュ
ウリにおける、シュードモナス・シリンガエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａ
ｅ）、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　ラクリマンス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　
ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｌａｃｈｒｙｍａｎｓ）；及び／又は、ジャガイモにおける
、ストレプトミセス・スカビエス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｓｃａｂｉｅｓ）。
【請求項１１】
前記宿主防御誘発物質又はその組合せが、殺細菌剤、抗生物質、殺菌剤、殺虫剤、除草剤
、微量栄養素及び微量栄養素含有化合物並びにリポキト－オリゴ糖化合物（ＬＣＯ）から
なる群から選択される少なくとも１種類のさらなる化合物を含んでいる組成物の中に存在
している、請求項１～１０のいずれか１項に記載の使用。
【請求項１２】
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前記少なくとも１種類のさらなる化合物が、ホセチル－Ａｌ、ペンフルフェン、ストロビ
ルリン系、銅含有化合物、プロピネブ及びマンゼブ、リポキト－オリゴ糖化合物（ＬＣＯ
）、カスガマイシン、ストレプトマイシン及びオキシテトラサイクリンからなる群から選
択される、請求項１１に記載の使用。
【請求項１３】
前記宿主防御誘発物質がイソチアニルであり、且つ、前記少なくとも１種類のさらなる化
合物が、ホセチル－Ａｌ、ペンフルフェン、アゾキシストロビン、トリフロキシストロビ
ン、水酸化銅、硫酸銅、銅、プロピネブ、マンゼブ、リポキト－オリゴ糖化合物（ＬＣＯ
）、カスガマイシン、ストレプトマイシン及びオキシテトラサイクリンからなる群から選
択される、請求項１１又は１２に記載の使用。
【請求項１４】
請求項１～１３のいずれか１項において特徴付けられる有用な植物における細菌性有害微
生物を防除する方法であって、該植物を宿主防御誘発物質で処理することを含む、前記方
法。
【請求項１５】
処理される前記植物がトランスジェニック植物である、請求項１４に記載の方法。 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、有用な植物における選択された細菌性有害微生物を防除するための宿主防御誘
発物質の使用に関し、ここで、該細菌性有害微生物は、アシドボラキス・アベナエ（Ａｃ
ｉｄｏｖｏｒａｘ　ａｖｅｎａｅ）、ブルクホルデリア属各種（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉ
ａ　ｓｐｅｃ．）、ブルクホルデリア・グルマエ（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｇｌｕｍ
ａｅ）、カンジダツス・リベリバクテル属各種（Ｃａｎｄｉｄａｔｕｓ　Ｌｉｂｅｒｉｂ
ａｃｔｅｒ　ｓｐｅｃ．）、コリネバクテリウム属（Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ）
、エルウィニア属各種（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｓｐｅｃ．）、シュードモナス・シリンガエ（
Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ）、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　
アクチニダエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ａｃｔｉｎｉｄａ
ｅ）、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　グリシネア（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓ
ｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｇｌｙｃｉｎｅａ）、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　
トマト（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｔｏｍａｔｏ）、シュー
ドモナス・シリンガエ　ｐｖ．　ラクリマンス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇ
ａｅ　ｐｖ．　ｌａｃｈｒｙｍａｎｓ）、ストレプトミセス属種（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃ
ｅｓ　ｓｐｐ．）、キサントモナス属種（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｓｐｐ．）、キサン
トモナス・アキソノポジス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ）、キサン
トモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　シトリ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏ
ｄｉｓ　ｐｖ．　ｃｉｔｒｉ）、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　グリシネス
（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）、キサ
ントモナス・カムペストリス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ）、キサ
ントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　ムサセアルム（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍ
ｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｍｕｓａｃｅａｒｕｍ）、キサントモナス・カムペストリス　
ｐｖ．　プルニ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｐｒｕｎｉ
）、キサントモナス・フラガリアエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｆｒａｇａｒｉａｅ）及
びキサントモナス・トランスルセンス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｔｒａｎｓｌｕｓｃｅ
ｎｓ）からなる群から選択される。本発明の好ましい態様においては、該宿主防御誘発物
質は、イソチアニルである。本発明は、宿主防御誘発物質で処理することによる、有用な
植物における選択された細菌性有害微生物を防除する方法にも関する。
【背景技術】
【０００２】
国際特許出願第ＷＯ　２０１０／０８９０５５Ａ２号及び対応する欧州特許出願第ＥＰ　
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２３９３３６３Ａ２号には、概して、有用な植物における細菌性有害微生物を防除するた
めの一般式（Ｉ）で表される硫黄含有ヘテロ芳香族酸類似体の使用が開示されている。一
般式（Ｉ）には、２０種類の異なった好ましい特定の化合物のリストの中から、とりわけ
、宿主防御誘発物質チアジニル（化合物Ｉ－１）及びイソチアニル（化合物Ｉ－１５）が
包含されている。宿主防御誘発物質アシベンゾラル－Ｓ－メチル及びプロベナゾールは、
式（Ｉ）には包含されない。さらに、上記特許出願は、種々の細菌株及び処理対象のさま
ざまな植物について、大まかに言及している。該特許出願は、特定的には、１つの具体的
な実施例についてのみ言及しており、そこでは、キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ
．　オリザエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｏｒｙｚａｅ
）に対するイネの処理において、化合物Ｉ－１５（イソチアニル）を使用することが記載
されている。そのことを考慮して、本発明は、ＷＯ　２０１０／０８９０５５Ａ２に対す
る選択発明であると見なすことができ、ここで、化合物の一般的な第１のリストから、宿
主防御誘発物質イソチアニル及びチアジニルが選択され、並びに、種々の細菌性有害微生
物の一般的な第２のリストから、特定の細菌株が選択されている。有用な植物において細
菌性有害微生物を防除するために宿主防御誘発物質アシベンゾラル－Ｓ－メチル及びプロ
ベナゾールを使用すること（これも、本発明では、同様に好ましい）は、ＷＯ　２０１０
／０８９０５５Ａ２には包含されていない。さらに一層特定的な選択は、特定の植物にお
いて特定の細菌性有害微生物を防除するための該宿主防御誘発物質の使用を対象とする。
本発明の発明者らは、驚くべきことに、特定の選択された細菌性有害微生物（特に、特定
の植物における特定の選択された細菌性有害微生物）との闘いにおける該選択された化合
物の有益な効果を見いだした。　
【０００３】
選択された宿主防御誘発物質の有益な効果及び新規使用は、本発明の発明者らによって最
初に示されたものであり、上記従来技術によって明白に示唆されたものではない。　
【０００４】
有用な植物における病原体としての細菌は、とりわけ、温和又は温暖で湿潤な気候におい
て遭遇し、その際、それらは、多くの種類の有用な植物において細菌病を引き起こし、場
合によっては、著しい経済的損失を伴う。　
【０００５】
例えば、イネは、それぞれ褐条病又はもみ枯細菌病の原因となる、アシドボラキス・アベ
ナエ（Ａｃｉｄｏｖｏｒａｘ　ａｖｅｎａｅ）又はブルクホルデリア・グルマエ（Ｂｕｒ
ｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｇｌｕｍａｅ）によって感染され得る。　
【０００６】
カンジダツス・リベリバクテル属種（Ｃａｎｄｉｄａｔｕｓ　Ｌｉｂｅｒｉｂａｃｔｅｒ
　ｓｐｐ．）によって引き起こされるカンキツグリーニング病（黄龍病（Ｈｕａｎｇｌｏ
ｎｇｂｉｎｇ）、ＨＬＢ、「ｃｉｔｒｕｓ　ｖｅｉｎ　ｐｈｌｏｅｍ　ｄｅｇｅｎｅｒａ
ｔｉｏｎ」（ＣＶＰＤ）、「ｙｅｌｌｏｗ　ｓｈｏｏｔ　ｄｉｓｅａｓｅ」、「ｌｅａｆ
　ｍｏｔｔｌｅ　ｙｅｌｌｏｗ」（フィリピン）、「ｌｉｂｕｋｉｎ」（台湾）、及び、
「ｃｉｔｒｕｓ　ｄｉｅｂａｃｋ」（インド））は、恐らく、柑橘類の最も有害な病害で
あって、生産量を著しく低減させ、果実の経済的な価値を消滅させ、そして、最終的には
、その植物全体を枯死させ得る。カンジダツス・リベリバクテル属種（Ｃａｎｄｉｄａｔ
ｕｓ　Ｌｉｂｅｒｉｂａｃｔｅｒ　ｓｐｐ．）は、リゾビウム科のグラム陰性菌の１つの
属である。該属のメンバーは、植物病原体であり、その植物病原体は、主として、キジラ
ミによって伝染する。この病害は、以下のものからなる一般的な病徴によって特徴付けら
れる：葉脈及び隣接する組織の黄化；その後、葉全体の黄化又は斑紋；その後、成熟前の
落葉、小枝の枯れ込み、供給源である細根及び側根の腐朽、及び、活力の衰退；及び、そ
の後、最終的に、植物全体の枯死。病害に冒された樹木は、成育を停止し、季節はずれの
多くの花を付け（その大部分は、落花する）、そして、底部が緑色のままである厚くて淡
い色の皮を有する不規則な形状の小さな果実を産する。これらの樹木の果実は、苦味があ
る。感染した樹木は回復せず、そして、治療方法は存在していない。ＨＬＢの防除は、浸
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透移行性殺虫剤又は接触性殺虫剤を使用して媒介動物を予防的に防除することに基づいて
いる。しかしながら、これら化合物の効力及び活性スペクトルは、必ずしも完全に満足の
いくものとは限らない。新たに感染された樹木は、６～１２ヶ月の潜伏期間が経過した後
で、最初の病徴を示す。さらに、キジラミによるさらなる摂取及び該病害の拡散を防止す
るためには、感染した樹木を根絶することが必要である。「Ｈｕａｎｇｌｏｎｇｂｉｎｇ
」の治療方法は存在していない。また、感染した柑橘類植物は、維持、再生及び研究が困
難であるという理由により、該病害を防除する取り組みは、緩慢なものであった。「Ａｇ
ｒｉｃｕｌｔｕｒａｌ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ｓｅｒｖｉｃｅ」の研究者は、その病害につ
いて研究する取り組みにおいて、「Ｈｕａｎｇｌｏｎｇｂｉｎｇ」に感染したレモンの木
を用いて、ツルニチニチソウ植物に感染させた。ツルニチニチソウ植物は、該病害に容易
に感染し、そして、実験的に抗生物質で治療したときに、よく反応する。研究者は、感染
したツルニチニチソウに投与したときに観察された肯定的な結果に基づいて、感染したカ
ンキツ類植物に対する可能性のある処置として、ペニシリンＧナトリウム及び殺生物剤「
２，２－ジブロモ－３－ニトリロプロピオンアミド」の効果について試験している。ＨＬ
Ｂ細菌は、専ら、カンキツ類樹木の師部の中で生息し、増殖する。しかしながら、これま
で、ＨＬＢを治療的に防除するための殺細菌剤は、ほんのわずかな種類しか存在していな
い。例えば、国際特許出願第ＷＯ　２０１１／０２９５３６Ａ２号においては、カンジダ
ツス・リベリバクテル属種（Ｃａｎｄｉｄａｔｕｓ　ｌｉｂｅｒｉｂａｃｔｅｒ　ｓｐｐ
．）に対する環状ケトエノール類の使用について言及している。　
【０００７】
柑橘類の癌腫病は、細菌キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　シトリ（Ｘａｎｔｈ
ｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｃｉｔｒｉ）（＝キサントモナス・カム
ペストリス　ｐｖ．　シトリ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．
　ｃｉｔｒｉ））によって引き起こされる、柑橘種を冒す病害である。感染すると、柑橘
類（例えば、ライム、オレンジ及びグレープフルーツ）樹木の葉、茎及び果実に病斑が生
じる。癌腫病は、ヒトに対しては有害ではないが、果実類樹木の活力に対して著しい影響
を及ぼし、時期尚早に落葉及び落果させる；癌腫病に感染した果実は、食べても無害であ
るが、体裁が悪過ぎて、販売することができない。ある区域内に柑橘類の癌腫病が存在し
ていると、直ぐに検疫による制限が設けられ、新鮮な果実の移動が断たれるので、その影
響は一層悪化する。柑橘類の癌腫病は、東南アジア－インドの地域に起源があると考えら
れている。それは、現在では、日本、南アフリカ、中央アフリカ、中東、バングラデシュ
、太平洋の島々、南アメリカの一部の国及びフロリダにも存在している。世界の一部の地
域では、柑橘類癌腫病は根絶され、別の地域では、根絶プログラムが進行中である（該病
害を根絶しようとする試みにおいて、柑橘類果樹園は破壊された）が、該病害は、それが
出現した殆どの地域においては、依然として風土病として存在している。柑橘類癌腫病は
、急速に拡散し、輸出販売及び国内取引に対するダメージ及び影響に関する潜在的な高い
可能性を有しているので、柑橘類を栽培している全ての地域にとって重大な脅威である。
　
【０００８】
キーウィフルーツ産業は、シュードモナス属種（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｓｐ．）の
感染によって広く影響を受ける。例えば、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　アクチ
ニダエ（Ｐｓａ）（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ａｃｔｉｎｉ
ｄａｅ（Ｐｓａ））による感染は、最初にニュージーランドで確認され、日本及びイタリ
アでも確認された。日本及びイタリアでは、それは、ゴールドキーウィフルーツに対して
甚大な被害をもたらしている。現在、キーウィフルーツにおけるＰｓａ被害に対する可能
性のある解決策について、集中的に研究及び試験が成されている。　
【０００９】
ジャガイモ塊茎の細菌性瘡痂病（Ｃｏｍｍｏｎ　ｓｃａｂ）は
、中心的なジャガイモ栽培地域における新たな問題であり、それは、塊茎の品質に悪影響
を及ぼす。感染したジャガイモ塊茎は、低品質として類別され、そして、市場においては
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低価格となる。高度に汚染された場合、そのジャガイモは、販売するのが困難である。該
病害は毎年増加しているというのが、農業従事者の一般的な認識である。　
【００１０】
エルウィニア属各種（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）による感染は、例えば、リンゴ
又は西洋ナシなどの果実のプランテーション全体を枯死させ得る。ジャガイモにおける細
菌性軟腐病も知られており、アグロバクテリアが感染することによって引き起こされる植
物における腫瘍形成も知られており、及び、さらに、禾穀類（例えば、コムギ又はイネ）
、野菜類又は柑橘類果実がキサントモナス属各種（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｓｐｅｃｉ
ｅｓ）に感染した場合における多くの種類の壊死性病害も知られている。　
【００１１】
細菌性有害微生物に対する標準的な処置は、抗生物質、例えば、ストレプトマイシン、ブ
ラストサイジンＳ又はカスガマイシンなどを使用することを含み、これは、原則として、
有用な植物における細菌を防除するための有効な唯一の方法である。しかしながら、この
アプローチは、希なケースにおいてのみ採用される。それは、これらの抗生物質が、ヒト
及び動物の医療において使用される抗生物質と同じ作用機序に頼っており、従って、植物
保護において抗生物質を使用することに対して大きな制限がある。以下の懸案事項が存在
する：　抵抗性の形成が促進される；さらに、殆どの抗生物質は高価であり、そして、と
りわけ、多くの場合に生物工学的方法を用いることによってのみ得ることができる。植物
における細菌を防除するための別のアプローチでは、塩基性塩化銅の使用を意図している
が、これは、標準的な処理において高薬量を施用する必要があるという理由で、不利であ
る。塩基性塩化銅は、例えば、トマトの保護において、例えば、シュードモナス・シリン
ガエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ）の防除において、使用される。さら
に、塩基性塩化銅は、植物毒性を有していると論じられており、そして、土壌中に蓄積す
ることが知られているので、その使用はますます制限されている。加えて、塩基性塩化銅
製剤は、通常、葉及び果実の表面上に目に見える残留物を残す。このことは、消費者にと
って、ありがたいものではなく、受け入れられない。　
【００１２】
従って、有用な植物における細菌性病害を防除するための有効な特定の方法（ここで、そ
のような方法は、さらに、施用する物質の量が極めて少ないことが必要であり、加えて、
植物に損傷を与えず、又は、ヒト若しくは動物の健康を害することはない）が非常に求め
られている。　
【００１３】
宿主防御誘発物質（例えば、好ましくは、アシベンゾラル－Ｓ－メチル、イソチアニル、
プロベナゾール及びチアジニル、又は、それらの組合せ）が、有用な植物において、アシ
ドボラキス・アベナエ（Ａｃｉｄｏｖｏｒａｘ　ａｖｅｎａｅ）、ブルクホルデリア属各
種（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｓｐｅｃ．）、ブルクホルデリア・グルマエ（Ｂｕｒｋ
ｈｏｌｄｅｒｉａ　ｇｌｕｍａｅ）、カンジダツス・リベリバクテル属各種（Ｃａｎｄｉ
ｄａｔｕｓ　Ｌｉｂｅｒｉｂａｃｔｅｒ　ｓｐｅｃ．）、コリネバクテリウム属、エルウ
ィニア属各種（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｓｐｅｃ．）、シュードモナス・シリンガエ（Ｐｓｅｕ
ｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ）、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　アクチニ
ダエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ａｃｔｉｎｉｄａｅ）、シ
ュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　グリシネア（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎ
ｇａｅ　ｐｖ．　ｇｌｙｃｉｎｅａ）、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　トマト（
Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｔｏｍａｔｏ）、シュードモナス
・シリンガエ　ｐｖ．　ラクリマンス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐ
ｖ．　ｌａｃｈｒｙｍａｎｓ）、ストレプトミセス属種（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｓ
ｐｐ．）、キサントモナス属種（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｓｐｐ．）、キサントモナス
・アキソノポジス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ）、キサントモナス
・アキソノポジス　ｐｖ．　シトリ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　
ｐｖ．　ｃｉｔｒｉ）、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　グリシネス（Ｘａｎ
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ｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）、キサントモナ
ス・カムペストリス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ）、キサントモナ
ス・カムペストリス　ｐｖ．　ムサセアルム（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔ
ｒｉｓ　ｐｖ．　ｍｕｓａｃｅａｒｕｍ）、キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　
プルニ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｐｒｕｎｉ）、キサ
ントモナス・フラガリアエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｆｒａｇａｒｉａｅ）及びキサン
トモナス・トランスルセンス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｔｒａｎｓｌｕｓｃｅｎｓ）か
らなる群から選択される細菌性有害微生物を防除するのに特に適しているということが分
かった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１４】
【特許文献１】国際特許出願公開第２０１０／０８９０５５Ａ２号
【特許文献２】欧州特許出願公開第２３９３３６３Ａ２号
【特許文献３】国際特許出願公開第２０１１／０２９５３６Ａ２号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
本発明の目的は、有用な植物において選択された細菌性有害微生物を防除するための新規
活性化合物を提供することであった。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
本発明の基礎にある問題は、有用な植物の選択された細菌性有害微生物に対する処置にお
ける、宿主防御誘発物質（例えば、好ましくは、アシベンゾラル－Ｓ－メチル、イソチア
ニル、プロベナゾール及びチアジニル）の有益な効果を確認することによって、解決され
た。　
【００１７】
本発明に関連して、宿主防御誘発物質は、植物自体の防御機構を刺激してその植物が感染
に対して保護されるようにする能力を特徴とする化合物を示している。従って、宿主防御
誘発物質は、植物防御誘発物質として知られている遺伝子を早期に強く誘発するために使
用される。それらは、病原体による攻撃の後で防御遺伝子をより強く及び／又はより速く
誘発するために、植物をプライミングする。本発明によれば、宿主防御誘発物質としては
、例えば、以下のものが挙げられる：アシベンゾラル－Ｓ－メチル：　　
【化１】

【００１８】
イソチアニル：　　

【化２】
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【００１９】
プロベナゾール：　　
【化３】

【００２０】
チアジニル：　　
【化４】

【００２１】
及び、ラミナリン：　　
【化５】

【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】図１は、カンジダツス・リベリバクテル・アシアチクスの防除に対するイソチア
ニル ２００ＳＣ又はイソチアニル ２００ＳＣ + ホセチル-ＡＬ ８０％ＷＧ の効果に関
するネステッドＰＣＲ の結果を示す。
【図２】図２は、イソチアニル　ＳＣ２００（ＩＳＴ）又はホセチル－アルミニウム（Ｆ
ＥＡ）で処理され、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　アクチニジアエ（Ｐｓｅｕｄ
ｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ａｃｔｉｎｉｄｉａｅ）で接種されたキーウ
ィフルーツ実生における病害発生を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
それらの中で、アシベンゾラル－Ｓ－メチル、イソチアニル、プロベナゾール及びチアジ
ニル又はそれらの組合せが好ましい；最も好ましい宿主防御誘発物質は、イソチアニルで
ある。　
【００２４】
本発明の宿主防御誘発物質は、適切な場合には、可能なさまざまな異性体形態（特に、立
体異性体、例えば、光学異性体）の混合物の形態で存在し得る。　
【００２５】
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本発明による宿主防御誘発物質は、細菌性有害微生物を防除するための使用に適している
。本発明によれば、細菌性有害微生物には、とりわけ、植物又は植物の部分に損傷を引き
起こす細菌類が包含される。　
【００２６】
細菌類は、とりわけ、放線細菌（Ａｃｔｉｎｏｂａｃｔｅｒｉａ）及びプロテオバクテリ
ア（Ｐｒｏｔｅｏｂａｃｔｅｒｉａ）を包含し、そして、キサントモナス科（Ｘａｎｔｈ
ｏｍｏｎａｄａｃｅａｅ）、シュードモナス科（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｄａｃｅａｅ）、
腸内細菌科（Ｅｎｔｅｒｏｂａｃｔｅｒｉａｃｅａｅ）、ミクロバクテリウム科（Ｍｉｃ
ｒｏｂａｃｔｅｒｉａｃｅａｅ）及びリゾビウム科（Ｒｈｉｚｏｂｉａｃｅａｅ）からな
る科から選択される。　
【００２７】
本発明によれば、該細菌性有害微生物は、以下のものからなる群から選択される：アシド
ボラキス・アベナエ（Ａｃｉｄｏｖｏｒａｘ　ａｖｅｎａｅ)（＝シュードモナス・アベ
ナエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｖｅｎａｅ）、シュードモナス・アベナエ　ｓｕｂｓ
ｐ．　アベナエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｖｅｎａｅ　ｓｕｂｓｐ．　ａｖｅｎａｅ
)、シュードモナス・ルブリリネアンス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｒｕｂｒｉｌｉｎｅ
ａｎｓ）)、これは、以下のものを包含する：例えば、アシドボラキス・アベナエ　ｓｕ
ｂｓｐ．　アベナエ（Ａｃｉｄｏｖｏｒａｘ　ａｖｅｎａｅ　ｓｕｂｓｐ．　ａｖｅｎａ
ｅ）（＝シュードモナス・アベナエ　ｓｕｂｓｐ．　アベナエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ
　ａｖｅｎａｅ　ｓｕｂｓｐ．　ａｖｅｎａｅ）、アシドボラキス・アベナエ　ｓｕｂｓ
ｐ．　カトレイアエ（Ａｃｉｄｏｖｏｒａｘ　ａｖｅｎａｅ　ｓｕｂｓｐ．　ｃａｔｔｌ
ｅｙａｅ）（＝シュードモナス・カトレイアエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｃａｔｔｌｅ
ｙａｅ））、アシドボラキス・アベナエ　ｓｕｂｓｐ．　シトルリ（Ａｃｉｄｏｖｏｒａ
ｘ　ａｖｅｎａｅ　ｓｕｂｓｐ．　ｃｉｔｒｕｌｌｉ）（＝シュードモナス・シュードア
ルカリゲネス　ｓｕｂｓｐ．　シトルリ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｐｓｅｕｄｏａｌｃ
ａｌｉｇｅｎｅｓ　ｓｕｂｓｐ．　ｃｉｔｒｕｌｌｉ）、シュードモナス・アベナエ　ｓ
ｕｂｓｐ．　シトルリ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｖｅｎａｅ　ｓｕｂｓｐ．　ｃｉｔ
ｒｕｌｌｉ））；ブルクホルデリア属各種（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｓｐｅｃ．）、
これは以下のものを包含する：例えば、ブルクホルデリア・アンドロポゴニス（Ｂｕｒｋ
ｈｏｌｄｅｒｉａ　ａｎｄｒｏｐｏｇｏｎｉｓ）（＝シュードモナス・アンドロポゴニス
（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｎｄｒｏｐｏｇｏｎｉｓ）、シュードモナス・ウッドシイ
（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｗｏｏｄｓｉｉ））、ブルクホルデリア・カリオフィリ（Ｂ
ｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｃａｒｙｏｐｈｙｌｌｉ）（＝シュードモナス・カリオフィリ
（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｃａｒｙｏｐｈｙｌｌｉ））、ブルクホルデリア・セパシア
（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｃｅｐａｃｉａ）（＝シュードモナス・セパシア（Ｐｓｅ
ｕｄｏｍｏｎａｓ　ｃｅｐａｃｉａ））、ブルクホルデリア・グラジオリ（Ｂｕｒｋｈｏ
ｌｄｅｒｉａ　ｇｌａｄｉｏｌｉ）（＝シュードモナス・グラジオリ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏ
ｎａｓ　ｇｌａｄｉｏｌｉ））、ブルクホルデリア・グラジオリ　ｐｖ．　アガリシコラ
（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｇｌａｄｉｏｌｉ　ｐｖ．　ａｇａｒｉｃｉｃｏｌａ）（
＝シュードモナス・グラジオリ　ｐｖ．　アガリシコラ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｇｌ
ａｄｉｏｌｉ　ｐｖ．　ａｇａｒｉｃｉｃｏｌａ））、ブルクホルデリア・グラジオリ　
ｐｖ．　アリイコラ　（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｇｌａｄｉｏｌｉ　ｐｖ．　ａｌｌ
ｉｉｃｏｌａ）（＝シュードモナス・グラジオリ　ｐｖ．　アリイコラ（Ｐｓｅｕｄｏｍ
ｏｎａｓ　ｇｌａｄｉｏｌｉ　ｐｖ．　ａｌｌｉｉｃｏｌａ）、ブルクホルデリア・グラ
ジオリ　ｐｖ．　グラジオリ（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｇｌａｄｉｏｌｉ　ｐｖ．　
ｇｌａｄｉｏｌｉ）（＝シュードモナス・グラジオリ（Ｐｓ
ｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｇｌａｄｉｏｌｉ）、シュードモナス・グラジオリ　ｐｖ．　グラ
ジオリ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｇｌａｄｉｏｌｉ　ｐｖ．　ｇｌａｄｉｏｌｉ））、
ブルクホルデリア・グルマエ（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｇｌｕｍａｅ）（＝シュード
モナス・グルマエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｇｌｕｍａｅ））、ブルクホルデリア・プ
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ランタリイ（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｐｌａｎｔａｒｉｉ）（＝シュードモナス・プ
ランタリイ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｐｌａｎｔａｒｉｉ））、ブルクホルデリア・ソ
ラナセアルム（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｓｏｌａｎａｃｅａｒｕｍ）（＝ラルストニ
ア・ソラナセアルム（Ｒａｌｓｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎａｃｅａｒｕｍ）；カンジダツス
・リベリバクテル属各種（Ｃａｎｄｉｄａｔｕｓ　Ｌｉｂｅｒｉｂａｃｔｅｒ　ｓｐｅｃ
．）、これは以下のものを包含する：例えば、リベリバクテル・アフリカヌス（Ｌａｆ）
（Ｌｉｂｅｒｉｂａｃｔｅｒ　ａｆｒｉｃａｎｕｓ（Ｌａｆ））、リベリバクテル・アメ
リカヌス（Ｌａｍ）（Ｌｉｂｅｒｉｂａｃｔｅｒ　ａｍｅｒｉｃａｎｕｓ（Ｌａｍ））、
リベリバクテル・アシアチクス（Ｌａｓ）（Ｌｉｂｅｒｉｂａｃｔｅｒ　ａｓｉａｔｉｃ
ｕｓ（Ｌａｓ））、リベリバクテル・エウロパエウス（Ｌｅｕ）（Ｌｉｂｅｒｉｂａｃｔ
ｅｒ　ｅｕｒｏｐａｅｕｓ（Ｌｅｕ））、リベリバクテル・プシラウロウス（Ｌｉｂｅｒ
ｉｂａｃｔｅｒ　ｐｓｙｌｌａｕｒｏｕｓ）、リベリバクテル・ソラナセアルム（Ｌｓｏ
）（Ｌｉｂｅｒｉｂａｃｔｅｒ　ｓｏｌａｎａｃｅａｒｕｍ（Ｌｓｏ））；コリネバクテ
リウム属（Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ）、これは以下のものを包含する：例えば、
コリネバクテリウム・ファシアンス（Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｆａｓｃｉａｎ
ｓ）、コリネバクテリウム・フラクムファシエンス　ｐｖ．　フラクムファシエンス（Ｃ
ｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｆｌａｃｃｕｍｆａｃｉｅｎｓ　ｐｖ．　ｆｌａｃｃｕ
ｍｆａｃｉｅｎｓ）、コリネバクテリウム・ミチガネンシス（Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒ
ｉｕｍ　ｍｉｃｈｉｇａｎｅｎｓｉｓ）、コリネバクテリウム・ミチガネンシス　ｐｖ．
　トリシチ（Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｉｃｈｉｇａｎｅｎｓｅ　ｐｖ．　ｔ
ｒｉｔｉｃｉ）、コリネバクテリウム・ミチガネンシス　ｐｖ．　ネブラスケンセ（Ｃｏ
ｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｉｃｈｉｇａｎｅｎｓｅ　ｐｖ．　ｎｅｂｒａｓｋｅｎ
ｓｅ）、コリネバクテリウム・セペドニクム（Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｓｅｐ
ｅｄｏｎｉｃｕｍ）；エルウィニア属各種（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｓｐｅｃ．）、これは以下
のものを包含する：例えば、エルウィニア・アミロボラ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ａｍｙｌｏｖ
ｏｒａ）、エルウィニア・アナナス（Ｅｒｗｉｎｉａ　ａｎａｎａｓ）、エルウィニア・
カロトボラ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｃａｒｏｔｏｖｏｒａ）（＝ペクトバクテリウム・カロト
ボルム（Ｐｅｃｔｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｃａｒｏｔｏｖｏｒｕｍ））、エルウィニア・
カロトボラ　ｓｕｂｓｐ．　アトロセプチカ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｃａｒｏｔｏｖｏｒａ　
ｓｕｂｓｐ．　ａｔｒｏｓｅｐｔｉｃａ）、エルウィニア・カロトボラ　ｓｕｂｓｐ．　
カロトボラ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｃａｒｏｔｏｖｏｒａ　ｓｕｂｓｐ．　ｃａｒｏｔｏｖｏ
ｒａ）、エルウィニア・クリサンテミ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｃｈｒｙｓａｎｔｈｅｍｉ）、
エルウィニア・クリサンテミ　ｐｖ．　ゼアエ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｃｈｒｙｓａｎｔｈｅ
ｍｉ　ｐｖ．　ｚｅａｅ）、エルウィニア・ジソルベンス（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｄｉｓｓｏ
ｌｖｅｎｓ）、エルウィニア・ヘルビコラ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｈｅｒｂｉｃｏｌａ）、エ
ルウィニア・ラポンチク（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｒｈａｐｏｎｔｉｃ）、エルウィニア・ステ
ワルチイイ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｓｔｅｗａｒｔｉｉｉ）、エルウィニア・トラケイフィラ
（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｔｒａｃｈｅｉｐｈｉｌａ）、エルウィニア・ウレドボラ（Ｅｒｗｉ
ｎｉａ　ｕｒｅｄｏｖｏｒａ）；シュードモナス・シリンガエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ
　ｓｙｒｉｎｇａｅ）、これは以下のものを包含する：例えば、シュードモナス・シリン
ガエ　ｐｖ．　アクチニジアエ（Ｐｓａ）（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ
　ｐｖ．　ａｃｔｉｎｉｄｉａｅ（Ｐｓａ））、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　
アトロファシエンス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ａｔｒｏｆ
ａｃｉｅｎｓ）、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　コロナファシエンス（Ｐｓｅｕ
ｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｃｏｒｏｎａｆａｃｉｅｎｓ）、シュード
モナス・シリンガエ　ｐｖ．　グリシネア（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ
　ｐｖ．　ｇｌｙｃｉｎｅａ）、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　ラクリマンス（
Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｌａｃｈｒｙｍａｎｓ）、シュー
ドモナス・シリンガエ　ｐｖ．　マクリコラ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａ
ｅ　ｐｖ．　ｍａｃｕｌｉｃｏｌａ）、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　パプラン
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ス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｐａｐｕｌａｎｓ）、シュー
ドモナス・シリンガエ　ｐｖ．　ストリアファシエンス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙ
ｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｓｔｒｉａｆａｃｉｅｎｓ）、シュードモナス・シリンガエ　ｐ
ｖ．　シリンガエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｓｙｒｉｎｇ
ａｅ）、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　トマト（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙ
ｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｔｏｍａｔｏ）、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　タバシ
（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｔａｂａｃｉ）；ストレプトミ
セス属種（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｓｓｐ．）、これは以下のものを包含する：例え
ば、ストレプトミセス・アシジスカビエス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ａｃｉｄｉｓｃ
ａｂｉｅｓ）、ストレプトミセス・アルビドフラブス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ａｌ
ｂｉｄｏｆｌａｖｕｓ）、ストレプトミセス・カンジズス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　
ｃａｎｄｉｄｕｓ）（＝アクチノミセス・カンジズス（Ａｃｔｉｎｏｍｙｃｅｓ　ｃａｎ
ｄｉｄｕｓ））、ストレプトミセス・カビスカビエス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｃａ
ｖｉｓｃａｂｉｅｓ）、ストレプトミセス・コリヌス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｃｏ
ｌｌｉｎｕｓ）、ストレプトミセス・エウロパエイスカビエイ（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅ
ｓ　ｅｕｒｏｐａｅｉｓｃａｂｉｅｉ）、ストレプトミセス・インテルメジウス（Ｓｔｒ
ｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｉｎｔｅｒｍｅｄｉｕｓ）、ストレプトミセス・イポモエアエ（Ｓ
ｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｉｐｏｍｏｅａｅ）、ストレプトミセス・ルリジスカビエイ（
Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｌｕｒｉｄｉｓｃａｂｉｅｉ）、ストレプトミセス・ニベイ
スカビエイ（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｎｉｖｅｉｓｃａｂｉｅｉ）、ストレプトミセ
ス・プニシスカビエイ（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｐｕｎｉｃｉｓｃａｂｉｅｉ）、ス
トレプトミセス・レツクリスカビエイ（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｒｅｔｕｃｕｌｉｓ
ｃａｂｉｅｉ）、ストレプトミセス・スカビエイ（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｓｃａｂ
ｉｅｉ）、ストレプトミセス・スカビエス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｓｃａｂｉｅｓ
）、ストレプトミセス・セトニイ（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｓｅｔｏｎｉｉ）、スト
レプトミセス・ステリイスカビエイ（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｓｔｅｌｉｉｓｃａｂ
ｉｅｉ）、ストレプトミセス・ツルギジスカビエス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｔｕｒ
ｇｉｄｉｓｃａｂｉｅｓ）、ストレプトミセス・ウェドモレンシス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙ
ｃｅｓ　ｗｅｄｍｏｒｅｎｓｉｓ）；キサントモナス・アキソノポジス（Ｘａｎｔｈｏｍ
ｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ）、これは以下のものを包含する：例えば、キサントモ
ナス・アキソノポジス　ｐｖ．　アルファルファエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎ
ｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ａｌｆａｌｆａｅ）（＝キサントモナス・アルファルファエ（Ｘ
ａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｌｆａｌｆａｅ））、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ
．　アウランチホリイ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ａｕ
ｒａｎｔｉｆｏｌｉｉ）（＝キサントモナス・フスカンス　ｓｕｂｓｐ．　アウランチホ
リイ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｆｕｓｃａｎｓ　ｓｕｂｓｐ．　ａｕｒａｎｔｉｆｏｌ
ｉｉ））、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　アリイ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ
　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ａｌｌｉｉ）（＝キサントモナス・カムペストリス　
ｐｖ．　アリイ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ａｌｌｉｉ
））、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　アキソノポジス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎ
ａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ）、キサントモナス・アキ
ソノポジス　ｐｖ．　バウヒニアエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　
ｐｖ．　ｂａｕｈｉｎｉａｅ）（＝キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　バウヒニ
アエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｂａｕｈｉｎｉａｅ）
）、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　ベゴニアエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　
ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｂｅｇｏｎｉａｅ）（＝キサントモナス・カムペストリ
ス　ｐｖ．　ベゴニアエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｂ
ｅｇｏｎｉａｅ）、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　ベトリコラ（Ｘａｎｔｈ
ｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｂｅｔｌｉｃｏｌａ）（＝キサントモナ
ス・カムペストリス　ｐｖ．　ベトリコラ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒ
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ｉｓ　ｐｖ．　ｂｅｔｌｉｃｏｌａ））、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　ビ
オフィチ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｂｉｏｐｈｙｔｉ
）（＝キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　ビオフィチ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ
　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｂｉｏｐｈｙｔｉ））、キサントモナス・アキソノポ
ジス　ｐｖ．　カジャニ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｃ
ａｊａｎｉ）（＝キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　カジャニ（Ｘａｎｔｈｏｍ
ｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｃａｊａｎｉ））、キサントモナス・アキソ
ノポジス　ｐｖ．　カサバエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．
　ｃａｓｓａｖａｅ）（＝キサントモナス・カサバエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｓ
ｓａｖａｅ）、キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　カサバエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏ
ｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｃａｓｓａｖａｅ））、キサントモナス・アキ
ソノポジス　ｐｖ．　カシアエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ
．　ｃａｓｓｉａｅ）（＝キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　カシアエ（Ｘａｎ
ｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｃａｓｓｉａｅ））、キサントモナ
ス・アキソノポジス　ｐｖ．　シトリ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ
　ｐｖ．　ｃｉｔｒｉ）（＝キサントモナス・（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃｉｔｒｉ）
）、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　シトルメロ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　
ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｃｉｔｒｕｍｅｌｏ）（＝キサントモナス・アルファル
ファエ　ｓｕｂｓｐ．　シトルメロニス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｌｆａｌｆａｅ　
ｓｕｂｓｐ．　ｃｉｔｒｕｍｅｌｏｎｉｓ））、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ
．　クリトリアエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｃｌｉｔ
ｏｒｉａｅ）（＝キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　クリトリアエ（Ｘａｎｔｈ
ｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｃｌｉｔｏｒｉａｅ））、キサントモナ
ス・アキソノポジス　ｐｖ．　コラカナエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄ
ｉ
ｓ　ｐｖ．　ｃｏｒａｃａｎａｅ）（＝キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　コラ
カナエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｃｏｒａｃａｎａｅ
））、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　シアモプシジス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎ
ａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｃｙａｍｏｐｓｉｄｉｓ）（＝キサントモナス・
カムペストリス　ｐｖ．　（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　
シアモプシジス））、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　デスモジイ（Ｘａｎｔ
ｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｄｅｓｍｏｄｉｉ）（＝キサントモナ
ス・カムペストリス　ｐｖ．　デスモジイ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒ
ｉｓ　ｐｖ．　ｄｅｓｍｏｄｉｉ））、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　デス
モジイガンゲチシ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｄｅｓｍ
ｏｄｉｉｇａｎｇｅｔｉｃｉ）（＝キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　デスモジ
イガンゲチシ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｄｅｓｍｏｄ
ｉｉｇａｎｇｅｔｉｃｉ）、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　デスモジイラキ
シフロリ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｄｅｓｍｏｄｉｉ
ｌａｘｉｆｌｏｒｉ）（＝キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　デスモジイラキシ
フロリ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｄｅｓｍｏｄｉｉｌ
ａｘｉｆｌｏｒｉ））、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　デスモジイロツンジ
ホリイ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｄｅｓｍｏｄｉｉｒ
ｏｔｕｎｄｉｆｏｌｉｉ）（＝キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　デスモジイロ
ツンジホリイ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｄｅｓｍｏｄ
ｉｉｒｏｔｕｎｄｉｆｏｌｉｉ））、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　ジエフ
ェンバキアエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｄｉｅｆｆｅ
ｎｂａｃｈｉａｅ）（＝キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　ジエフェンバキアエ
（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｄｉｅｆｆｅｎｂａｃｈｉ
ａｅ））、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　エリトリナエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏ
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ｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｅｒｙｔｈｒｉｎａｅ）（＝キサントモナス・
カムペストリス　ｐｖ．　エリトリナエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉ
ｓ　ｐｖ．　ｅｒｙｔｈｒｉｎａｅ））、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　フ
ァシクラリス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｆａｓｃｉｃ
ｕｌａｒｉｓ）（＝キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　ファシクラリス（Ｘａｎ
ｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｆａｓｃｉｃｕｌａｒｉ））、キサ
ントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　グリシネス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎ
ｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）（＝キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ
．　グリシネス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｇｌｙｃｉ
ｎｅｓ））、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　クハヤエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎ
ａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｋｈａｙａｅ）（＝キサントモナス・カムペスト
リス　ｐｖ．　クハヤエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｋ
ｈａｙａｅ））、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　レスペデザエ（Ｘａｎｔｈ
ｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｌｅｓｐｅｄｅｚａｅ）（＝キサントモ
ナス・カムペストリス　ｐｖ．　レスペデザエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓ
ｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｌｅｓｐｅｄｅｚａｅ））、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ
．　マクリホリイガルデニアエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ
．　ｍａｃｕｌｉｆｏｌｉｉｇａｒｄｅｎｉａｅ）（＝キサントモナス・カムペストリス
　ｐｖ．　マクリホリイガルデニアエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ
　ｐｖ．　ｍａｃｕｌｉｆｏｌｉｉｇａｒｄｅｎｉａｅ））、キサントモナス・アキソノ
ポジス　ｐｖ．　マルバセアルム（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐ
ｖ．　ｍａｌｖａｃｅａｒｕｍ）（＝キサントモナス・シトリ　ｓｕｂｓｐ．　マルバセ
アルム（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃｉｔｒｉ　ｓｕｂｓｐ．　ｍａｌｖａｃｅａｒｕｍ
））、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　マニホチス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ
　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｍａｎｉｈｏｔｉｓ）（＝キサントモナス・カムペス
トリス　ｐｖ．　マニホチス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．
　ｍａｎｉｈｏｔｉｓ））、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　マルチニイコラ
（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｍａｒｔｙｎｉｉｃｏｌａ
）（＝キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　マルチニイコラ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎ
ａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｍａｒｔｙｎｉｉｃｏｌａ））、キサントモナス
・アキソノポジス　ｐｖ．　メルフシイ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉ
ｓ　ｐｖ．　ｍｅｌｈｕｓｉｉ）（＝キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　メルフ
シイ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｍｅｌｈｕｓｉｉ））
、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　ナカタエコルコリ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａ
ｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｎａｋａｔａｅｃｏｒｃｈｏｒｉ）（＝キサントモ
ナス・カムペストリス　ｐｖ．　ナカタエコルコリ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐ
ｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｎａｋａｔａｅｃｏｒｃｈｏｒｉ））、キサントモナス・アキソ
ノポジス　ｐｖ．　パシフロラエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐ
ｖ．　ｐａｓｓｉｆｌｏｒａｅ）（＝キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　パシフ
ロラエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｐａｓｓｉｆｌｏｒ
ａｅ））、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　パテリイ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａ
ｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｐａｔｅｌｉｉ）（＝キサントモナス・カムペスト
リス　ｐｖ．　パテリイ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｐ
ａｔｅｌｉｉ））、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　ペダリイ（Ｘａｎｔｈｏ
ｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｐｅｄａｌｉｉ）（＝キサントモナス・カ
ムペストリス　ｐｖ．　ペダリイ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐ
ｖ．　ｐｅｄａｌｉｉ））、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　ファセオリ（Ｘ
ａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｐｈａｓｅｏｌｉ）（＝キサン
トモナス・カムペストリス　ｐｖ．　ファセオリ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅ
ｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｐｈａｓｅｏｌｉ）、キサントモナス・ファセオリ（Ｘａｎｔｈｏ
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ｍｏｎａｓ　ｐｈａｓｅｏｌｉ））、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　ファセ
オリ　ｖａｒ．　フスカンス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．
　ｐｈａｓｅｏｌｉ　ｖａｒ．　ｆｕｓｃａｎｓ）（＝キサントモナス・フスカンス（Ｘ
ａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｆｕｓｃａｎｓ））、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．
　フィランチ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｐｈｙｌｌａ
ｎｔｈｉ）（＝キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　フィランチ（Ｘａｎｔｈｏｍ
ｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｐｈｙｌｌａｎｔｈｉ））、キサントモナス
・アキソノポジス　ｐｖ．　フィサリジコラ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏ
ｄｉｓ　ｐｖ．　ｐｈｙｓａｌｉｄｉｃｏｌａ）（＝キサントモナス・カムペストリス　
ｐｖ．　フィサリジコラ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｐ
ｈｙｓａｌｉｄｉｃｏｌａ））、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　ポインセチ
イコラ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｐｏｉｎｓｅｔｔｉ
ｉｃｏｌａ）（＝キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　ポインセチイコラ（Ｘａｎ
ｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｐｏｉｎｓｅｔｔｉｉｃｏｌａ））
、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　プニカエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘ
ｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｐｕｎｉｃａｅ）（＝キサントモナス・カムペストリス　ｐ
ｖ．　プニカエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｐｕｎｉｃ
ａｅ））、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　リンコシアエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏ
ｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｒｈｙｎｃｈｏｓｉａｅ）（＝キサントモナス
・カムペストリス　ｐｖ．　リンコシアエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒ
ｉｓ　ｐｖ．　ｒｈｙｎｃｈｏｓｉａｅ））、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．
　リシニ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｒｉｃｉｎｉ）（
＝キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　リシニ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍ
ｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｒｉｃｉｎｉ））、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．
　セスバニアエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｓｅｓｂａ
ｎｉａｅ）（＝キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　セスバニアエ（Ｘａｎｔｈｏ
ｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｓｅｓｂａｎｉａｅ））、キサントモナス
・アキソノポジス　ｐｖ．　タマリンジ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉ
ｓ　ｐｖ．　ｔａｍａｒｉｎｄｉ）（＝キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　タマ
リンジ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｔａｍａｒｉｎｄｉ
））、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　バスクロルム（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａ
ｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｖａｓｃｕｌｏｒｕｍ）（＝キサントモナス・カム
ペストリス　ｐｖ．　バスクロルム（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　
ｐｖ．　ｖａｓｃｕｌｏｒｕｍ））、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　ベシカ
トリア（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｖｅｓｉｃａｔｏｒ
ｉａ）（＝キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　ベシカトリア（Ｘａｎｔｈｏｍｏ
ｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｖｅｓｉｃａｔｏｒｉａ）、キサントモナス・
ベシカトリア（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｖｅｓｉｃａｔｏｒｉａ））、キサントモナス
・アキソノポジス　ｐｖ．　ビグナエラジアタエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏ
ｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｖｉｇｎａｅｒａｄｉａｔａｅ）（＝キサントモナス・カムペスト
リス　ｐｖ．　ビグナエラジアタエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　
ｐｖ．　ｖｉｇｎａｅｒａｄｉａｔａｅ））、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．
　ビグニコラ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｖｉｇｎｉｃ
ｏｌａ）（＝キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　ビグニコラ（Ｘａｎｔｈｏｍｏ
ｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｖｉｇｎｉｃｏｌａ））、キサントモナス・ア
キソノポジス　ｐｖ．　ビチアンス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　
ｐｖ．　ｖｉｔｉａｎｓ）（＝キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　ビチアンス（
Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｖｉｔｉａｎｓ））；キサン
トモナス・カムペストリス　ｐｖ．　ムサセアルム（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐ
ｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｍｕｓａｃｅａｒｕｍ）、キサントモナス・カムペストリス　ｐ
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ｖ．　プルニ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｐｒｕｎｉ）
（＝キサントモナス・アルボリコラ　ｐｖ．　プルニ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｒｂ
ｏｒｉｃｏｌａ　ｐｖ．　ｐｒｕｎｉ））、キサントモナス・フラガリアエ（Ｘａｎｔｈ
ｏ
ｍｏｎａｓ　ｆｒａｇａｒｉａｅ）；キサントモナス・トランスルセンス（Ｘａｎｔｈｏ
ｍｏｎａｓ　ｔｒａｎｓｌｕｃｅｎｓ）（＝キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　
ホルデイ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｈｏｒｄｅｉ））
、これは以下のものを包含する：例えば、キサントモナス・トランスルセンス　ｐｖ．　
アレナテリ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｔｒａｎｓｌｕｃｅｎｓ　ｐｖ．　ａｒｒｈｅｎ
ａｔｈｅｒｉ）（＝キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　アレナテリ（Ｘａｎｔｈ
ｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ａｒｒｈｅｎａｔｈｅｒｉ）、キサント
モナス・トランスルセンス　ｐｖ．　セレアリス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｔｒａｎｓ
ｌｕｃｅｎｓ　ｐｖ．　ｃｅｒｅａｌｉｓ）（＝キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ
．　セレアリス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｃｅｒｅａ
ｌｉｓ））、キサントモナス・トランスルセンス　ｐｖ．　グラミニス（Ｘａｎｔｈｏｍ
ｏｎａｓ　ｔｒａｎｓｌｕｃｅｎｓ　ｐｖ．　ｇｒａｍｉｎｉｓ）（＝キサントモナス・
カムペストリス　ｐｖ．　グラミニス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ
　ｐｖ．　ｇｒａｍｉｎｉｓ））、キサントモナス・トランスルセンス　ｐｖ．　フレイ
（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｔｒａｎｓｌｕｃｅｎｓ　ｐｖ．　ｐｈｌｅｉ）（＝キサン
トモナス・カムペストリス　ｐｖ．　フレイ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔ
ｒｉｓ　ｐｖ．　ｐｈｌｅｉ））、キサントモナス・トランスルセンス　ｐｖ．　フレイ
プラテンシス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｔｒａｎｓｌｕｃｅｎｓ　ｐｖ．　ｐｈｌｅｉ
ｐｒａｔｅｎｓｉｓ）（＝キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　フレイプラテンシ
ス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｐｈｌｅｉｐｒａｔｅｎ
ｓｉｓ））、キサントモナス・トランスルセンス　ｐｖ．　ポアエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎ
ａｓ　ｔｒａｎｓｌｕｃｅｎｓ　ｐｖ．　ｐｏａｅ）（＝キサントモナス・カムペストリ
ス　ｐｖ．　ポアエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｐｏａ
ｅ））、キサントモナス・トランスルセンス　ｐｖ．　セカリス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａ
ｓ　ｔｒａｎｓｌｕｃｅｎｓ　ｐｖ．　ｓｅｃａｌｉｓ）（＝キサントモナス・カムペス
トリス　ｐｖ．　セカリス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　
ｓｅｃａｌｉｓ））、キサントモナス・トランスルセンス　ｐｖ．　トランスルセンス（
Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｔｒａｎｓｌｕｃｅｎｓ　ｐｖ．　ｔｒａｎｓｌｕｃｅｎｓ（
＝キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　トランスルセンス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａ
ｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｔｒａｎｓｌｕｃｅｎｓ））、キサントモナス・ト
ランスルセンス　ｐｖ．　ウンズロサ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｔｒａｎｓｌｕｃｅｎ
ｓ　ｐｖ．　ｕｎｄｕｌｏｓａ）（＝キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　ウンズ
ロサ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｕｎｄｕｌｏｓａ））
。　
【００２８】
好ましくは、該細菌性有害微生物は、以下のものからなる群から選択される：アシドボラ
キス・アベナエ　ｓｕｂｓｐ．　アベナエ（Ａｃｉｄｏｖｏｒａｘ　ａｖｅｎａｅ　ｓｕ
ｂｓｐ．　ａｖｅｎａｅ）（＝シュードモナス・アベナエ　ｓｕｂｓｐ．　アベナエ（Ｐ
ｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｖｅｎａｅ　ｓｕｂｓｐ．　ａｖｅｎａｅ））、アシドボラキ
ス・アベナエ　ｓｕｂｓｐ．　シトルリ（Ａｃｉｄｏｖｏｒａｘ　ａｖｅｎａｅ　ｓｕｂ
ｓｐ．　ｃｉｔｒｕｌｌｉ）（＝シュードモナス・シュードアルカリゲネス　ｓｕｂｓｐ
．　シトルリ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｐｓｅｕｄｏａｌｃａｌｉｇｅｎｅｓ　ｓｕｂ
ｓｐ．　ｃｉｔｒｕｌｌｉ）、シュードモナス・アベナエ　ｓｕｂｓｐ．　シトルリ（Ｐ
ｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｖｅｎａｅ　ｓｕｂｓｐ．　ｃｉｔｒｕｌｌｉ））、ブルクホ
ルデリア・グルマエ（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｇｌｕｍａｅ）（＝シュードモナス・
グルマエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｇｌｕｍａｅ））、ブルクホルデリア・ソラナセア
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ルム（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｓｏｌａｎａｃｅａｒｕｍ）（＝ラルストニア・ソラ
ナセアルム（Ｒａｌｓｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎａｃｅａｒｕｍ）、上記で定義されている
カンジダツス・リベリバクテル属各種（Ｃａｎｄｉｄａｔｕｓ　Ｌｉｂｅｒｉｂａｃｔｅ
ｒ　ｓｐｅｃ．）、コリネバクテリウム・ミチガネンセ　ｐｖ．　ネブラスケンセ（Ｃｏ
ｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｉｃｈｉｇａｎｅｎｓｅ　ｐｖ．　ｎｅｂｒａｓｋｅｎ
ｓｅ）、エルウィニア・アミロボラ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ）、エルウィ
ニア・カロトボラ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｃａｒｏｔｏｖｏｒａ）（＝ペクトバクテリウム・
カロトボルム（Ｐｅｃｔｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｃａｒｏｔｏｖｏｒｕｍ））、エルウィ
ニア・カロトボラ　ｓｕｂｓｐ．　アトロセプチカ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｃａｒｏｔｏｖｏ
ｒａ　ｓｕｂｓｐ．　ａｔｒｏｓｅｐｔｉｃａ）、エルウィニア・カロトボラ　ｓｕｂｓ
ｐ．　カロトボラ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｃａｒｏｔｏｖｏｒａ　ｓｕｂｓｐ．　ｃａｒｏｔ
ｏｖｏｒａ）、エルウィニア・クリサンテミ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｃｈｒｙｓａｎｔｈｅｍ
ｉ）、エルウィニア・クリサンテミ　ｐｖ．　ゼアエ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｃｈｒｙｓａｎ
ｔｈｅｍｉ　ｐｖ．　ｚｅａｅ）、エルウィニア・ヘルビコラ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｈｅｒ
ｂｉｃｏｌａ）、エルウィニア・ステワルチイイ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｓｔｅｗａｒｔｉｉ
ｉ）、エルウィニア・ウレドボラ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｕｒｅｄｏｖｏｒａ）、シュードモ
ナス・シリンガエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ）、シュードモナス・シ
リンガエ　ｐｖ．　アクチニジアエ（Ｐｓａ）（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇ
ａｅ　ｐｖ．　ａｃｔｉｎｉｄｉａｅ（Ｐｓａ））、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ
．　グリシネア（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｇｌｙｃｉｎｅ
ａ）、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　ラクリマンス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　
ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｌａｃｈｒｙｍａｎｓ）、シュードモナス・シリンガエ　ｐ
ｖ．　パプランス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｐａｐｕｌａ
ｎｓ）、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　シリンガエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　
ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｓｙｒｉｎｇａｅ）、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．
　トマト（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｔｏｍａｔｏ）、シュ
ードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　タバシ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ
　ｐｖ．　ｔａｂａｃｉ）、ストレプトミセス・スカビエス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ
　ｓｃａｂｉｅｓ）、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　シトリ（Ｘａｎｔｈｏ
ｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｃｉｔｒｉ）、キサントモナス・アキソノ
ポジス　ｐｖ．　グリシネス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．
　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）（＝キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　グリシネス（Ｘａ
ｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｇｌｙｃｉｎｅｓ））、キサント
モナス・アキソノポジス　ｐｖ．　プニカエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏ
ｄｉｓ　ｐｖ．　ｐｕｎｉｃａｅ）（＝キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　プニ
カエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｐｕｎｉｃａｅ）、キ
サントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　ベシカトリア（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘ
ｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｖｅｓｉｃａｔｏｒｉａ）（＝キサントモナス・カムペスト
リス　ｐｖ．　ベシカトリア（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．
　ｖｅｓｉｃａｔｏｒｉａ）、キサントモナス・ベシカトリア（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ
　ｖｅｓｉｃａｔｏｒｉａ））、キサントモナス・カムペストリス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎ
ａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ）、キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　ムサセアル
ム（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｍｕｓａｃｅａｒｕｍ）
、キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　プルニ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍ
ｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｐｒｕｎｉ）（＝キサントモナス・アルボリコラ　ｐｖ．　プ
ルニ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｒｂｏｒｉｃｏｌａ　ｐｖ．　ｐｒｕｎｉ））、キサ
ントモナス・フラガリアエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｆｒａｇａｒｉａｅ）、キサント
モナス・トランスルセンス　ｐｖ．　トランスルセンス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｔｒ
ａｎｓｌｕｃｅｎｓ　ｐｖ．　ｔｒａｎｓｌｕｃｅｎｓ）（＝キサントモナス・カムペス
トリス　ｐｖ．　トランスルセンス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　
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ｐｖ．　ｔｒａｎｓｌｕｃｅｎｓ））。　
【００２９】
本発明のさらに好ましい態様においては、該細菌性有害微生物は、以下のものからなる群
から選択される：上記で定義されているアシドボラキス・アベナエ（Ａｃｉｄｏｖｏｒａ
ｘ　ａｖｅｎａｅ）（＝シュードモナス・アベナエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｖｅｎ
ａｅ）、シュードモナス・アベナエ　ｓｕｂｓｐ．　アベナエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ
　ａｖｅｎａｅ　ｓｕｂｓｐ．　ａｖｅｎａｅ）、シュードモナス・ルブリリネアンス（
Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｒｕｂｒｉｌｉｎｅａｎｓ））、上記で定義されているブルク
ホルデリア属各種（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｓｐｅｃ．）、ブルクホルデリア・グル
マエ（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｇｌｕｍａｅ）、上記で定義されているカンジダツス
・リベリバクテル属各種（Ｃａｎｄｉｄａｔｕｓ　Ｌｉｂｅｒｉｂａｃｔｅｒ　ｓｐｅｃ
．）、上記で定義されているコリネバクテリウム属（Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ）
、上記で定義されているエルウィニア属各種（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｓｐｅｃ．）、エルウィ
ニア・アミロボラ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ）、エルウィニア・カロトボラ
（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｃａｒｏｔｏｖｏｒａ）（＝ペクトバクテリウム・カロトボルム（Ｐ
ｅｃｔｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｃａｒｏｔｏｖｏｒｕｍ））、エルウィニア・カロトボラ
　ｓｕｂｓｐ．　アトロセプチカ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｃａｒｏｔｏｖｏｒａ　ｓｕｂｓｐ
．　ａｔｒｏｓｅｐｔｉｃａ）、エルウィニア・カロトボラ　ｓｕｂｓｐ．　カロトボラ
（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｃａｒｏｔｏｖｏｒａ　ｓｕｂｓｐ．　ｃａｒｏｔｏｖｏｒａ）、エ
ルウィニア・クリサンテミ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｃｈｒｙｓａｎｔｈｅｍｉ）、エルウィニ
ア・クリサンテミ　ｐｖ．　ゼアエ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｃｈｒｙｓａｎｔｈｅｍｉ　ｐｖ
．　ｚｅａｅ）、エルウィニア・ヘルビコラ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｈｅｒｂｉｃｏｌａ）、
エルウィニア・ステワルチイイ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｓｔｅｗａｒｔｉｉｉ）、エルウィニ
ア・ウレドボラ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｕｒｅｄｏｖｏｒａ）、上記で定義されているシュー
ドモナス・シリンガエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ）、シュードモナス
・シリンガエ　ｐｖ．　アクチニダエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐ
ｖ．　ａｃｔｉｎｉｄａｅ）、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　グリシネア（Ｐｓ
ｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｇｌｙｃｉｎｅａ）、シュードモナス
・シリンガエ　ｐｖ．　トマト（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　
ｔｏｍａｔｏ）、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　ラクリマンス（Ｐｓｅｕｄｏｍ
ｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｌａｃｈｒｙｍａｎｓ）、ストレプトミセス属種
（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｓｐｐ．）、ストレプトミセス・スカビエス（Ｓｔｒｅｐ
ｔｏｍｙｃｅｓ　ｓｃａｂｉｅｓ）、上記で定義されているキサントモナス属種（Ｘａｎ
ｔｈｏｍｏｎａｓ　ｓｐｐ．）、上記で定義されているキサントモナス・アキソノポジス
（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ）、キサントモナス・アキソノポジス
　ｐｖ．　シ
トリ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｃｉｔｒｉ）、キサン
トモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　グリシネス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏ
ｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）、キサントモナス・カムペストリス（Ｘａｎｔ
ｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ）、キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　
ムサセアルム（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｍｕｓａｃｅ
ａｒｕｍ）、キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　プルニ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａ
ｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｐｒｕｎｉ）（＝キサントモナス・アルボリコラ　
ｐｖ．　プルニ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｒｂｏｒｉｃｏｌａ　ｐｖ．　ｐｒｕｎｉ
））、キサントモナス・フラガリアエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｆｒａｇａｒｉａｅ）
、及び、上記で定義されているキサントモナス・トランスルセンス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎ
ａｓ　ｔｒａｎｓｌｕｃｅｎｓ（＝キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　ホルデイ
（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｈｏｒｄｅｉ）。　
【００３０】
一層さらに好ましいのは、以下のものからなる選択されたものである：アシドボラキス・
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アベナエ（Ａｃｉｄｏｖｏｒａｘ　ａｖｅｎａｅ）、ブルクホルデリア属各種（Ｂｕｒｋ
ｈｏｌｄｅｒｉａ　ｓｐｅｃ．）、ブルクホルデリア・グルマエ（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒ
ｉａ　ｇｌｕｍａｅ）、カンジダツス・リベリバクテル属各種（Ｃａｎｄｉｄａｔｕｓ　
Ｌｉｂｅｒｉｂａｃｔｅｒ　ｓｐｅｃ．）、コリネバクテリウム属（Ｃｏｒｙｎｅｂａｃ
ｔｅｒｉｕｍ）、エルウィニア属各種（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｓｐｅｃ．）、シュードモナス
・シリンガエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ）、シュードモナス・シリン
ガエ　ｐｖ．　アクチニダエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ａ
ｃｔｉｎｉｄａｅ)、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　グリシネア（Ｐｓｅｕｄｏ
ｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｇｌｙｃｉｎｅａ)、シュードモナス・シリン
ガエ　ｐｖ．　トマト（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｔｏｍａ
ｔｏ)、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　ラクリマンス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ
　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｌａｃｈｒｙｍａｎｓ)、ストレプトミセス属種（Ｓｔｒ
ｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｓｐｐ．）、キサントモナス属種（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｓｐ
ｐ．）、キサントモナス・アキソノポジス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄ
ｉｓ）、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　シトリ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　
ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｃｉｔｒｉ）、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ
．　グリシネス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｇｌｙｃｉ
ｎｅｓ）、キサントモナス・カムペストリス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔ
ｒｉｓ）、キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　ムサセアルム（Ｘａｎｔｈｏｍｏ
ｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｍｕｓａｃｅａｒｕｍ）、キサントモナス・カ
ムペストリス　ｐｖ．　プルニ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ
．　ｐｒｕｎｉ）、キサントモナス・フラガリアエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｆｒａｇ
ａｒｉａｅ）、及び、キサントモナス・トランスルセンス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｔ
ｒａｎｓｌｕｓｃｅｎｓ）。　
【００３１】
本発明のさらに一層好ましい態様においては、該細菌性有害微生物は、以下のものからな
る群から選択される：アシドボラキス・アベナエ（Ａｃｉｄｏｖｏｒａｘ　ａｖｅｎａｅ
）、ブルクホルデリア属各種（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｓｐｅｃ．）、ブルクホルデ
リア・グルマエ（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｇｌｕｍａｅ）、カンジダツス・リベリバ
クテル属各種（Ｃａｎｄｉｄａｔｕｓ　Ｌｉｂｅｒｉｂａｃｔｅｒ　ｓｐｅｃ．）、コリ
ネバクテリウム属（Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ）、エルウィニア・アミロボラ（Ｅ
ｒｗｉｎｉａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ）、エルウィニア・カロトボラ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｃ
ａｒｏｔｏｖｏｒａ）、エルウィニア・カロトボラ　ｓｕｂｓｐ．　アトロセプチカ（Ｅ
ｒｗｉｎｉａ　ｃａｒｏｔｏｖｏｒａ　ｓｕｂｓｐ．　ａｔｒｏｓｅｐｔｉｃａ）、エル
ウィニア・カロトボラ　ｓｕｂｓｐ．　カロトボラ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｃａｒｏｔｏｖｏ
ｒａ　ｓｕｂｓｐ．　ｃａｒｏｔｏｖｏｒａ）、エルウィニア・クリサンテミ（Ｅｒｗｉ
ｎｉａ　ｃｈｒｙｓａｎｔｈｅｍｉ）、エルウィニア・クリサンテミ　ｐｖ．　ゼアエ（
Ｅｒｗｉｎｉａ　ｃｈｒｙｓａｎｔｈｅｍｉ　ｐｖ．　ｚｅａｅ）、エルウィニア・ヘル
ビコラ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｈｅｒｂｉｃｏｌａ）、エルウィニア・ステワルチイ（Ｅｒｗ
ｉｎｉａ　ｓｔｅｗａｒｔｉｉｉ）、エルウィニア・ウレドボラ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｕｒ
ｅｄｏｖｏｒａ）、シュードモナス・シリンガエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎ
ｇａｅ）、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　アクチニダエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａ
ｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ａｃｔｉｎｉｄａｅ）、シュードモナス・シリンガエ　
ｐｖ．　グリシネア（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｇｌｙｃｉ
ｎｅａ）、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　ラクリマンス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａ
ｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｌａｃｈｒｙｍａｎｓ）、シュードモナス・シリンガエ
　ｐｖ．　トマト（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｔｏｍａｔｏ
）、ストレプトミセス・スカビエス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｓｃａｂｉｅｓ）、キ
サントモナス・アキソノポジス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ）、キ
サントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　シトリ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏ
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ｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｃｉｔｒｉ）、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　グリシ
ネス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）、
キサントモナス・カムペストリス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ）、
キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　ムサセアルム（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃ
ａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｍｕｓａｃｅａｒｕｍ）、キサントモナス・カムペストリ
ス　ｐｖ．　プルニ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｐｒｕ
ｎｉ）、キサントモナス・フラガリアエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｆｒａｇａｒｉａｅ
）、及び、キサントモナス・トランスルセンス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｔｒａｎｓｌ
ｕｃｅｎｓ）。　
【００３２】
最も好ましい選択されたものは、以下のものからなる群を含んでいる：ブルクホルデリア
・グルマエ（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｇｌｕｍａｅ）、カンジダツス・リベリバクテ
ル属各種（Ｃａｎｄｉｄａｔｕｓ　Ｌｉｂｅｒｉｂａｃｔｅｒ　ｓｐｅｃ．）、キサント
モナス・アキソノポジス　ｐｖ．　シトリ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄ
ｉｓ　ｐｖ．　ｃｉｔｒｉ）、シュードモナス・シリンガエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　
ｓｙｒｉｎｇａｅ）、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　アクチニダエ（Ｐｓｅｕｄ
ｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ａｃｔｉｎｉｄａｅ）、シュードモナス・シ
リンガエ　ｐｖ．　グリシネア（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　
ｇｌｙｃｉｎｅａ）、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　ラクリマンス（Ｐｓｅｕｄ
ｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｌａｃｈｒｙｍａｎｓ）、シュードモナス・
シリンガエ　ｐｖ．　トマト（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｔ
ｏｍａｔｏ）、ストレプトミセス・スカビエス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｓｃａｂｉ
ｅｓ）、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　グリシネス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａ
ｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）、キサントモナス・カムペスト
リス　ｐｖ．　プルニ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｐｒ
ｕｎｉ）、及び、キサントモナス・カムペストリス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐ
ｅｓｔｒｉｓ）。　
【００３３】
従って、本発明による宿主防御誘発物質は、処理後ある一定の期間、上記病原体による攻
撃に対して植物を保護するために、用いることができる。保護がもたらされる期間は、植
物が該活性化合物で処理されてから、一般に、１～１０日間、好ましくは、１～７日間に
及ぶ。施用の形態に応じて、該活性化合物の植物に対する接触性（ａｃｃｅｓｓｉｂｉｌ
ｉｔｙ）を標的化様式で制御することが可能である。　
【００３４】
植物病害を防除するのに必要とされる濃度の該宿主防御誘発物質に対して植物は良好な耐
性を示すので、植物の地上部及び地下部の処理、栄養繁殖器官（ｖｅｇｅｔａｔｉｖｅ　
ｐｒｏｐａｇａｔｉｏｎ　ｍａｔｅｒｉａｌ）の処理、並びに、土壌の処理が可能である
。　
【００３５】
本発明による宿主防御誘発物質は、さらにまた、収量を増大させるのにも適しており、毒
性は低く、及び、植物は良好な耐性を示す。　
【００３６】
本発明に関連して、植物への施用に際して有利な効果が観察された。　
【００３７】
本発明に従って、全ての植物を処理することができる。本発明に関連して、植物というの
は、望ましい及び望ましくない野生植物又は作物植物（自然発生した作物植物を包含する
）のような全ての植物及び植物個体群を意味するものと理解される。作物植物は、慣習的
な育種法と最適化法によって、又は、生物工学的方法と組換え的方法によって、又は、そ
れら方法を組み合わせたものによって得ることが可能な植物であることができる。そのよ
うな作物植物には、トランスジェニック植物も包含され、また、植物育種家の権利によっ
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て保護され得るか又は保護され得ない植物品種も包含される。そのような方法は、例えば
、倍加半数体、プロトプラスト融合、ランダム突然変異誘発又は標的化突然変異誘発、及
び、さらに、分子標識又は遺伝標識などである。　
【００３８】
植物の部分は、植物の地上及び地下の全ての部分及び全ての器官、例えば、草本、偽茎、
枝条、葉、包葉、葉鞘、葉柄、葉身、花及び根などを意味することが意図されており、こ
こで、挙げることができる例は、葉、針状葉、柄、茎、花、子実体、果実、バナナハンド
（ｂａｎａｎａ　ｈａｎｄ）、果房及び種子、並びに、さらに、根、塊茎、根茎、側枝、
吸枝、二次成長（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｇｒｏｗｔｈ）である。植物の部分には、さらに
、作物材料並びに栄養繁殖器官及び生殖繁殖器官（ｖｅｇｅｔａｔｉｖｅ　ａｎｄ　ｇｅ
ｎｅｒａｔｉｖｅ　ｐｒｏｐａｇａｔｉｎｇ　ｍａｔｅｒｉａｌ）、例えば、挿木（ｃｕ
ｔｔｉｎｇ）、塊茎、根茎、掻き苗（ｓｌｉｐ）及び種子なども包含される。　
【００３９】
上記で既に述べたように、本発明に従って、全ての植物を処理することができる。好まし
い実施形態では、野生において見られる植物種及び植物品種並びにそれらの部分を処理す
るか、又は、交雑、成長点培養、マイクロプロパゲーション、体細胞胚形成、直接器官形
成若しくはプロトプラスト融合などの慣習的な生物学的育種法によって得られた植物種及
び植物品種並びにそれらの部分を処理する。好ましいさらなる実施形態では、適切な場合
には慣習的な方法と組み合わせた組換え的方法（例えば、アグロバクテリウム属（Ａｇｒ
ｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ）又は胚形成細胞の粒子衝突を用いる形質転換、及び、マイクロプ
ロパゲーションなど）によって得られたトランスジェニック植物及び植物品種（遺伝子組
換え生物）を処理する。植物には、上記で記載した植物の全ての部分が包含される。　
【００４０】
特に好ましくは、いずれの場合にも市販されているか又は使用されている植物品種の植物
を、本発明に従って処理する。植物品種は、慣習的な育種又は突然変異誘発又は組換えＤ
ＮＡ技術によって得られた、新しい特性（「形質」）を有する植物を意味するものと理解
される。これらは、変種、品種、生物型又は遺伝子型であることができる。　
【００４１】
本発明による処理方法は、遺伝子組換え生物（ＧＭＯ）（例えば、植物又は種子）の
処理において使用することができる。遺伝子組換え植物（又は、トランスジェニック植物
）は、異種遺伝子がゲノムに安定的に組み込まれている植物である。表現「異種遺伝子」
は、本質的に、供給されたか又は当該植物の外部で構築された遺伝子であって、核のゲノ
ム、葉緑体のゲノム又はミトコンドリアのゲノムの中に導入されたときに、興味深いタン
パク質若しくはポリペプチドを発現することにより、又は、その植物内に存在している別
の１つ若しくは複数の遺伝子をダウンレギュレート若しくはサイレンシングすることによ
り、当該形質転換された植物に新しい又は改善された作物学的特性又は別の特性を付与す
る遺伝子を意味する〔例えば、アンチセンス技術、コサプレッション技術、又は、ＲＮＡ
干渉（ＲＮＡｉ）技術などを使用する〕。ゲノム内に位置している異種遺伝子は、導入遺
伝子とも称される。植物ゲノム内におけるその特異的な位置によって定義される導入遺伝
子は、形質転換又は遺伝子導入イベントと称される。　
【００４２】
本発明に従って処理するのが好ましい植物及び植物品種は、特に有利で有益な形質を植物
に付与する遺伝物質を有している全ての植物（育種によって得られたものであろうと、及
び／又は、生物工学的方法によって得られたものであろうと）を包含する。　
【００４３】
本発明に従って処理し得る植物は、雑種強勢（これは、一般に、結果として、増加した収
量、向上した活力、向上した健康状態並びに生物的及び非生物的ストレス因子に対する向
上した抵抗性をもたらす）の特性を既に呈しているハイブリッド植物である。そのような
植物は、典型的には、雄性不稔交配母体近交系（ｉｎｂｒｅｄ　ｍａｌｅ－ｓｔｅｒｉｌ
ｅ　ｐａｒｅｎｔ　ｌｉｎｅ）（雌性親）を別の雄性稔性交配母体近交系（ｉｎｂｒｅｄ
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　ｍａｌｅ－ｆｅｒｔｉｌｅ　ｐａｒｅｎｔ　ｌｉｎｅ）（雄性親）と交雑させることに
よって作られる。ハイブリッド種子は、典型的には、雄性不稔植物から収穫され、そして
、栽培者に販売される。雄性不稔植物は、場合により（例えば、トウモロコシにおいて）
、雄穂を除去することによって〔即ち、雄性繁殖器官又は雄花を機械的に除去することに
よって〕、作ることができる。しかしながら、より典型的には、雄性不稔性は、植物ゲノ
ム内の遺伝的決定基の結果である。その場合、及び、特に種子がハイブリッド植物から収
穫される所望の生産物である場合、典型的には、雄性不稔性に関与する遺伝的決定基を含
んでいる該ハイブリッド植物において雄性稔性を確実に完全に回復させることは有用であ
る。これは、雄性不稔性に関与する遺伝的決定基を含んでいるハイブリッド植物において
雄性稔性を回復させることが可能な適切な稔性回復遺伝子を雄性親が有していることを確
実なものとすることによって達成することができる。雄性不稔性に関する遺伝的決定基は
、細胞質内に存在し得る。細胞質雄性不稔（ＣＭＳ）の例は、例えば、アブラナ属各種（
Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）に関して記述された。しかしながら、雄性不稔性に
関する遺伝的決定基は、核ゲノム内にも存在し得る。雄性不稔性植物は、遺伝子工学など
の植物バイオテクノロジー法によっても得ることができる。雄性不稔性植物を得る特に有
用な方法は、ＷＯ　８９／１０３９６に記載されており、ここでは、例えば、バルナーゼ
などのリボヌクレアーゼを雄ずい内のタペータム細胞において選択的に発現させる。次い
で、タペータム細胞内においてバルスターなどのリボヌクレアーゼインヒビターを発現さ
せることによって、稔性を回復させることができる。　
【００４４】
本発明に従って同様に処理し得る植物又は植物品種（遺伝子工学などの植物バイオテクノ
ロジー法によって得られたもの）は、昆虫抵抗性トランスジェニック植物、即ち、特定の
標的昆虫による攻撃に対して抵抗性にされた植物である。そのような植物は、遺伝的形質
転換によって得ることができるか、又は、当該昆虫抵抗性を付与する突然変異を含んでい
る植物を選抜することによって得ることができる。　
【００４５】
挙げることができる、本発明に従って処理することが可能な植物は、以下のとおりである
：ワタ、アマ、ブドウの木、野菜及び果実（例えば、キーウィ、パイナップル）、例えば
、バラ科各種（Ｒｏｓａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、仁果、例えば、リンゴ及びナシ、
さらに、核果、例えば、アンズ、サクラの木、アーモンド及びモモ、並びに、小果樹、例
えば、イチゴ）、又は、ザクロ属（Ｐｕｎｉｃａ）のザクロ、リベシオイダエ科各種（Ｒ
ｉｂｅｓｉｏｉｄａｅ　ｓｐ．）、クルミ科各種（Ｊｕｇｌａｎｄａｃｅａｅ　ｓｐ．）
、カバノキ科各種（Ｂｅｔｕｌａｃｅａｅ　ｓｐ．）、ウルシ科各種（Ａｎａｃａｒｄｉ
ａｃｅａｅ　ｓｐ．）、ブナ科各種（Ｆａｇａｃｅａｅ　ｓｐ．）、クワ科各種（Ｍｏｒ
ａｃｅａｅ　ｓｐ．）、モクセイ科各種（Ｏｌｅａｃｅａｅ　ｓｐ．）、マタタビ科各種
（Ａｃｔｉｎｉｄａｃｅａｅ　ｓｐ．）、クスノキ科各種（Ｌａｕｒａｃｅａｅ　ｓｐ．
）、バショウ科各種（Ｍｕｓａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、バナナ植物及びバナナプラ
ンテーション、並びに、プランテーン）、アカネ科各種（Ｒｕｂｉａｃｅａｅ　ｓｐ．）
（例えば、コーヒー）、ツバキ科各種（Ｔｈｅａｃｅａｅ　ｓｐ．）、アオギリ科各種（
Ｓｔｅｒｃｕｌｉｃｅａｅ　ｓｐ．）、ミカン科各種（Ｒｕｔａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例
えば、柑橘類、レモン、オレンジ及びグレープフルーツ）；ナス科各種（Ｓｏｌａｎａｃ
ｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、トマト）、ユリ科各種（Ｌｉｌｉａｃｅａｅ　ｓｐ．）、キ
ク科各種（Ａｓｔｅｒａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、レタス）、セリ科各種（Ｕｍｂｅ
ｌｌｉｆｅｒａｅ　ｓｐ．）、アブラナ科各種（Ｃｒｕｃｉｆｅｒａｅ　ｓｐ．）、アカ
ザ科各種（Ｃｈｅｎｏｐｏｄｉａｃｅａｅ　ｓｐ．）、ウリ科各種（Ｃｕｃｕｒｂｉｔａ
ｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、キュウリ、メロン、ウリ科植物、カボチャ）、ネギ科各種
（Ａｌｌｉａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、リーキ、タマネギ）、マメ科各種（Ｐａｐｉ
ｌｉｏｎａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、エンドウ）；　主要作物植物、例えば、イネ科
各種（Ｇｒａｍｉｎｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、トウモロコシ、芝生、禾穀類、例えば、
コムギ、ライムギ、イネ、オオムギ、エンバク、ソルガム、アワ及びライコムギ）、キク
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科各種（Ａｓｔｅｒａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、ヒマワリ）、アブラナ科各種（Ｂｒ
ａｓｓｉｃａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、キャベツ、例えば、白キャベツ及び赤キャベ
ツ、ブロッコリー、カリフラワー、芽キャベツ、タイサイ、コールラビ、スモールラディ
ッシュ、さらに、ナタネ、カラシナ、セイヨウワサビ、及び、コショウソウ）、マメ科各
種（Ｆａｂａｃａｅ　ｓｐ．）（例えば、インゲンマメ、ピーナッツ）、マメ科各種（Ｐ
ａｐｉｌｉｏｎａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、ダイズ）、ナス科各種（Ｓｏｌａｎａｃ
ｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、ジャガイモ）、アカザ科各種（Ｃｈｅｎｏｐｏｄｉａｃｅａ
ｅ　ｓｐ．）（例えば、テンサイ、飼料ビート、フダンソウ、ビートルート）；　庭及び
森林における有用な植物及び観賞植物；及び、何れの場合にも、これら植物の遺伝子組み
換えが行われたタイプのもの。　
【００４６】
好ましくは、本発明の宿主防御誘発物質は、以下のものからなる群から選択される植物に
おいて処理するために使用される：野菜及び果実（例えば、キーウィ、メロン、パイナッ
プル）、例えば、バラ科各種（Ｒｏｓａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、仁果、例えば、リ
ンゴ及びナシ、さらに、核果、例えば、アンズ、サクラの木、アーモンド及びモモ、並び
に、小果樹、例えば、イチゴ）、又は、ザクロ属（Ｐｕｎｉｃａ）のザクロ、バショウ科
各種（Ｍｕｓａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、バナナ植物及びバナナプランテーション、
並びに、プランテーン）、ミカン科各種（Ｒｕｔａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、柑橘類
、レモン、オレンジ及びグレープフルーツ）；野菜、例えば、ナス科各種（Ｓｏｌａｎａ
ｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、トマト）、ウリ科各種（Ｃｕｃｕｒｂｉｔａｃｅａｅ　ｓ
ｐ．）（例えば、キュウリ、メロン、ウリ科植物、カボチャ）；　主要作物植物、例えば
、イネ科各種（Ｇｒａｍｉｎｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、トウモロコシ、芝生、禾穀類、
例えば、コムギ、ライムギ、イネ、オオムギ、エンバク、ソルガム、アワ及びライコムギ
）、アブラナ科各種（Ｂｒａｓｓｉｃａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、キャベツ、例えば
、白キャベツ及び赤キャベツ、ブロッコリー、カリフラワー、芽キャベツ、タイサイ、コ
ールラビ、スモールラディッシュ、さらに、ナタネ、カラシナ、セイヨウワサビ、及び、
コショウソウ）、マメ科各種（Ｐａｐｉｌｉｏｎａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、ダイズ
）、ナス科各種（Ｓｏｌａｎａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、ジャガイモ）；及び、何れ
の場合にも、これら植物の遺伝子組み換えが行われたタイプのもの。　
【００４７】
さらに一層好ましいのは、以下のものからなる群から選択される植物の処理である：果実
、野菜、ジャガイモ、禾穀類、トウモロコシ、イネ、及び、ダイズ。　
【００４８】
上記の中から、さらに好ましい選択されたものは、以下のものからなる群に関する：キー
ウィ、メロン、パイナップル、仁果、例えば、リンゴ、ナシ及びザクロ、核果、例えば、
モモ、小果樹、例えば、イチゴ、バナナ植物及びバナナプランテーション、及び、プラン
テーン、柑橘類、レモン、オレンジ及びグレープフルーツ；トマト、キュウリ、メロン、
ウリ科植物、トウモロコシ、禾穀類、例えば、コムギ、イネ、キャベツ、カリフラワー、
ダイズ、ジャガイモ；及び、何れの場合にも、これら植物の遺伝子組み換えが行われたタ
イプのもの。　
【００４９】
本発明に従って処理すべき有用植物のうちの最も好ましい選択されたものは、以下のもの
に関する：リンゴ、バナナ、柑橘類、キーウィ、メロン、モモ、ナシ、パイナップル、仁
果、ザクロ、キャベツ、カリフラワー、キュウリ、ウリ科植物、トマト、ジャガイモ、コ
ムギ、イネ、及び、ダイズ。　
【００５０】
本発明に従って処理すべき有用植物のうちのさらに好ましい選択されたものは、以下のも
のに関する：柑橘類、キーウィ、モモ、キュウリ、トマト、ジャガイモ、コムギ、及び、
ダイズ。　
【００５１】
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本発明のさらに好ましい態様は、以下のもののうちの少なくとも１種類を防除するための
宿主防御誘発物質の使用に関する：イネにおける、アシドボラキス・アベナエ（Ａｃｉｄ
ｏｖｏｒａｘ　ａｖｅｎａｅ）及び／又はブルクホルデリア・グルマエ（Ｂｕｒｋｈｏｌ
ｄｅｒｉａ　ｇｌｕｍａｅ）；柑橘類における、カンジダツス・リベリバクテル属各種（
Ｃａｎｄｉｄａｔｕｓ　Ｌｉｂｅｒｉｂａｃｔｅｒ　ｓｐｅｃ．）及び／又はキサントモ
ナス・アキソノポジス　ｐｖ．　シトリ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉ
ｓ　ｐｖ．　ｃｉｔｒｉ）；トウモロコシにおける、コリネバクテリウム属（Ｃｏｒｙｎ
ｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ）；キーウィにおける、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　ア
クチニダエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ａｃｔｉｎｉｄａｅ
）；モモ、バナナ及び／又はプランテーンにおける、キサントモナス・カムペストリス（
Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ）；ザクロにおける、キサントモナス・
アキソノポジス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ）；ダイズにおける、
シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　グリシネア（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉ
ｎｇａｅ　ｐｖ．　ｇｌｙｃｉｎｅａ）及び／又はキサントモナス・アキソノポジス（Ｘ
ａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ）；禾穀類（好ましくは、コムギ）におけ
る、ブルクホルデリア属各種（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｓｐｅｃ．）及び／又はキサ
ントモナス・トランスルセンス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｔｒａｎｓｌｕｓｃｅｎｓ）
；トマトにおける、シュードモナス・シリンガエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎ
ｇａｅ）、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　トマト（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓ
ｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｔｏｍａｔｏ）及び／又はキサントモナス・カムペスト
リス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ）；キュウリにおける、シュード
モナス・シリンガエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ）及び／又はシュード
モナス・シリンガエ　ｐｖ．　ラクリマンス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａ
ｅ　ｐｖ．　ｌａｃｈｒｙｍａｎｓ）；ジャガイモにおける、エルウィニア・カロトボラ
（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｃａｒｏｔｏｖｏｒａ）、エルウィニア・カロトボラ　ｓｕｂｓｐ．
　アトロセプチカ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｃａｒｏｔｏｖｏｒａ　ｓｕｂｓｐ．　ａｔｒｏｓ
ｅｐｔｉｃａ）及び／又はストレプトミセス・スカビエス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　
ｓｃａｂｉｅｓ）；バナナ及び／又はプランテーンにおける、エルウィニア・カロトボラ
（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｃａｒｏｔｏｖｏｒａ）。　
【００５２】
それらの中で、以下のもののうちの少なくとも１種類を防除するために該宿主防御誘発物
質を使用するのがさらに好ましい：イネにおける、アシドボラキス・アベナエ（Ａｃｉｄ
ｏｖｏｒａｘ　ａｖｅｎａｅ）及び／又はブルクホルデリア属各種（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅ
ｒｉａ　ｓｐｅｃ．）〔好ましくは、ブルクホルデリア・グルマエ（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅ
ｒｉａ　ｇｌｕｍａｅ）〕；柑橘類における、カンジダツス・リベリバクテル属各種（Ｃ
ａｎｄｉｄａｔｕｓ　Ｌｉｂｅｒｉｂａｃｔｅｒ　ｓｐｅｃ．）及び／又はキサントモナ
ス・アキソノポジス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ）〔好ましくは、
キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　シトリ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎ
ｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｃｉｔｒｉ）〕；キーウィにおける、シュードモナス・シリンガ
エ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ）〔好ましくは、シュードモナス・シリ
ンガエ　ｐｖ．　アクチニダエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　
ａｃｔｉｎｉｄａｅ）〕；モモにおける、キサントモナス・カムペストリス（Ｘａｎｔｈ
ｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ）及び／又はキサントモナス・カムペストリス　ｐ
ｖ．　プルニ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｐｒｕｎｉ）
；ダイズにおける、シュードモナス・シリンガエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎ
ｇａｅ）〔好ましくは、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　グリシネア（Ｐｓｅｕｄ
ｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｇｌｙｃｉｎｅａ）〕及び／又はキサントモ
ナス・アキソノポジス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ）〔好ましくは
、キサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　グリシネス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａ
ｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）（＝キサントモナス・カムペストリス
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　ｐｖ．　グリシネス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｇｌ
ｙｃｉｎｅｓ）〕；禾穀類における、ブルクホルデリア属各種（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉ
ａ　ｓｐｅｃ．）及び／又はキサントモナス・トランスルセンス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａ
ｓ　ｔｒａｎｓｌｕｓｃｅｎｓ）；トマトにおける、シュードモナス・シリンガエ（Ｐｓ
ｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ）〔好ましくは、シュードモナス・シリンガエ　
ｐｖ．　トマト（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｔｏｍａｔｏ）
〕及び／又はキサントモナス・カムペストリス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓ
ｔｒｉｓ）；キュウリにおける、シュードモナス・シリンガエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ
　ｓｙｒｉｎｇａｅ）及び／又はシュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　ラクリマンス（
Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｌａｃｈｒｙｍａｎｓ）；並びに
、ジャガイモにおける、エルウィニア・アトロセプチカ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ａｔｒｏｓｅ
ｐｔｉｃａ）、エルウィニア・カロトボラ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｃａｒｏｔｏｖｏｒ）及び
／又はストレプトミセス・スカビエス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｓｃａｂｉｅｓ）。
　
【００５３】
最も好ましいのは、以下のものを防除するための該宿主防御誘発物質の使用である：イネ
における、ブルクホルデリア・グルマエ（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｇｌｕｍａｅ）；
柑橘類における、リベリバクテル属各種（Ｌｉｂｅｒｉｂａｃｔｅｒ　ｓｐｅｃ．）及び
／又はキサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　シトリ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａ
ｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｃｉｔｒｉ）；キーウィにおける、シュードモナス・シリ
ンガエ　ｐｖ．　アクチニジアエ（Ｐｓａ）（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａ
ｅ　ｐｖ．　ａｃｔｉｎｉｄｉａｅ（Ｐｓａ））；ダイズにおける、シュードモナス・シ
リンガエ　ｐｖ．　グリシネア（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　
ｇｌｙｃｉｎｅａ）及び／又はキサントモナス・アキソノポジス　ｐｖ．　グリシネス（
Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）；トマト
における、シュードモナス・シリンガエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ）
及び／又はシュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　トマト（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓ
ｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｔｏｍａｔｏ）；及び、モモにおける、キサントモナス・カム
ペストリス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ）及び／又はキサントモナ
ス・カムペストリス　ｐｖ．　プルニ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ
　ｐｖ．　ｐｒｕｎｉ）；キュウリにおける、シュードモナス・シリンガエ（Ｐｓｅｕｄ
ｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ）、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　ラクリマン
ス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｌａｃｈｒｙｍａｎｓ）；及
び／又は、ジャガイモにおける、ストレプトミセス・スカビエス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃ
ｅｓ　ｓｃａｂｉｅｓ）。　
【００５４】
施用形態　上記活性化合物組合せ若しくは組成物を用いた植物及び植物の部分の本発明に
よる処理は、慣習的な処理方法を用いて、例えば、浸漬、散布、噴霧、灌漑、気化、散粉
、煙霧、ばらまき、泡状化、塗布、拡散（ｓｐｒｅａｄｉｎｇ－ｏｎ）、灌水（灌注（ｄ
ｒｅｎｃｈｉｎｇ））、点滴潅漑などによって、直接的に行うか、又は、該活性化合物組
合せ若しくは組成物を植物及び植物の部分の周囲、生息環境若しくは貯蔵空間に作用させ
ることにより行い、また、繁殖器官（ｐｒｏｐａｇａｔｉｏｎ　ｍａｔｅｒｉａｌ）の場
合、特に種子の場合は、さらに、乾燥種子処理用粉末として、種子処理用溶液として、ス
ラリー処理用水溶性粉末として、被覆すること、１以上の層でコーティングすることなど
によっても行う。好ましくは、浸漬、散布、噴霧、灌漑、気化、散粉、煙霧、ばらまき、
泡状化、塗布、拡散（ｓｐｒｅａｄｉｎｇ－ｏｎ）、灌水（灌注（ｄｒｅｎｃｈｉｎｇ）
）及び点滴潅漑によって施用する。苗箱処理も、本発明に包含される。　
【００５５】
本発明の特に好ましい実施形態においては、宿主防御誘発物質又はその製剤は、栄養繁殖
器官を処理するために、又は、根茎施用若しくは茎葉施用するために、噴霧によって施用
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される溶液、エマルション又は懸濁液の形態で施用するために、使用される。　
【００５６】
選択された宿主防御誘発物質は、そのそれぞれの物理的及び／若しくは化学的特性に応じ
て、溶液剤、エマルション剤、懸濁液剤、粉末剤、泡剤、ペースト剤、顆粒剤、サッシェ
剤、エーロゾル剤、ポリマー物質中にマイクロカプセル化したもの並びにＵＬＶ冷煙霧製
剤（ＵＬＶ　ｃｏｌｄ－ｆｏｇｇｉｎｇ　ｆｏｒｍｕｌａｔｉｏｎ）及びＵＬＶ温煙霧製
剤（ＵＬＶ　ｈｏｔ－ｆｏｇｇｉｎｇ　ｆｏｒｍｕｌａｔｉｏｎ）のような、慣習的な製
剤に変換することができる。　
【００５７】
これらの製剤は、既知方法で、例えば、場合により界面活性剤（即ち、乳化剤及び／又は
分散剤及び／又は泡形成剤）を使用して、上記宿主防御誘発物質を増量剤（即ち、液体溶
媒、加圧された液化ガス及び／又は固体担体）と混合させることにより、調製する。増量
剤として水を使用する場合、例えば、有機溶媒を補助溶媒として使用することもできる。
概して適している液体溶媒は以下のものである：芳香族化合物、例えば、キシレン、トル
エン又はアルキルナフタレン類、塩素化芳香族化合物又は塩素化脂肪族炭化水素、例えば
、クロロベンゼン類、クロロエチレン類又は塩化メチレン、脂肪族炭化水素、例えば、シ
クロヘキサン又はパラフィン類、例えば、鉱油留分、アルコール類、例えば、ブタノール
又はグリコールとそれらのエーテル及びエステル、ケトン類、例えば、アセトン、メチル
エチルケトン、メチルイソブチルケトン又はシクロヘキサノン、強極性溶媒、例えば、ジ
メチルホルムアミド及びジメチルスルホキシド、並びに、水、並びに、さらに、鉱油、動
物油及び植物油、例えば、ヤシ油又は別の植物種子油。液化したガス増量剤又は担体は、
標準圧力下、標準温度では気体である液体、例えば、エーロゾル噴射剤、例えば、ハロ炭
化水素類、及び、ブタン、プロパン、窒素及び二酸化炭素などを意味するものと理解され
る。　
【００５８】
適切な固体担体は、例えば、粉砕された天然鉱物、例えば、カオリン、クレー、タルク、
チョーク、石英、アタパルジャイト、モンモリロナイト又はケイ藻土、及び、粉砕された
合成鉱物、例えば、高分散シリカ、アルミナ及びシリケートなどである。粒剤に適した固
体担体は、例えば、粉砕して分別した天然岩石、例えば、方解石、軽石、大理石、海泡石
、苦灰石、並びに、無機及び有機の粗挽き粉からなる合成顆粒、並びに、有機材料（例え
ば、おがくず、ココナッツ殻、トウモロコシ穂軸及びタバコの葉柄など）からなる顆粒な
どである。適切な乳化剤及び／又は泡形成剤は、例えば、非イオン性、カチオン性及びア
ニオン性の乳化剤、例えば、ポリオキシエチレン脂肪酸エステル類、ポリオキシエチレン
脂肪アルコールエーテル類、例えば、アルキルアリールポリグリコールエーテル類、アル
キルスルホネート類、アルキルスルフェート類、アリールスルホネート類、並びに、タン
パク質加水分解産物などである。適切な分散剤は、例えば、リグノスルファイト廃液及び
メチルセルロースなどである。　
【００５９】
上記製剤において、粘着剤、例えば、カルボキシメチルセルロース、粉末又は顆粒又はラ
テックスの形態にある天然ポリマー及び合成ポリマー、例えば、アラビアゴム、ポリビニ
ルアルコール及びポリ酢酸ビニル、並びに、天然のリン脂質、例えば、セファリン及びレ
シチン、並びに、合成リン脂質などを使用することができる。さらなる添加剤は、鉱油及
び植物油であり得る。　
【００６０】
着色剤、例えば、無機顔料、例えば、酸化鉄、酸化チタン、プルシアンブルー（Ｐｒｕｓ
ｓｉａｎ　Ｂｌｕｅ）、並びに、有機染料、例えば、アリザリン染料、アゾ染料及び金属
フタロシアニン染料、並びに、微量栄養素、例えば、鉄塩、マンガン塩、ホウ素塩、銅塩
、コバルト塩、モリブデン塩及び亜鉛塩などを使用することができる。　
【００６１】
一般に、該製剤は、０．１～９５重量％の活性化合物（宿主防御誘発物質）、好ましくは
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、０．５～９０重量％の活性化合物（宿主防御誘発物質）を含んでいる。　
【００６２】
植物の栄養繁殖器官を処理することによる選択された細菌性有害微生物の防除は、長い間
知られており、継続的に改良が加えられている。しかしながら、栄養繁殖器官の処理には
、必ずしも満足のいくように解決することができるわけではない一連の問題が伴っている
。かくして、植え付け後又は植物の出芽後に作物保護製品を追加で施用することを廃止す
るような又は少なくとも著しく低減させるような、栄養繁殖器官及び発芽中の植物を保護
する方法を開発することは望ましい。さらに、使用する活性化合物によって植物自体に損
傷を与えることなく、細菌性有害微生物による攻撃から栄養繁殖器官及び発芽中の植物が
最良に保護され得るように、使用する活性化合物の量を最適化することも望ましい。特に
、栄養繁殖器官を処理する方法では、作物保護製品の施用量を可能な限り少なく維持しな
がら、栄養繁殖器官及び発芽中の植物の最適な保護を達成するために、トランスジェニッ
ク植物の内因性の特性も考慮に入れるべきである。　
【００６３】
　従って、本発明は、特に、選択された細菌性有害微生物による攻撃から栄養繁殖器官及
び発芽中の植物を保護する方法にも関し、ここで、該方法は、当該種子及び当該栄養繁殖
器官を本発明の化合物又は製剤で処理することによる。　
【００６４】
本発明は、さらに、栄養繁殖器官及び発芽中の植物を選択された細菌性有害微生物から保
護するために栄養繁殖器官を処理するための本発明の化合物の使用にも関する。　
【００６５】
本発明の有利な点の１つは、本発明の化合物が有している際立った浸透移行特性によって
、そのような化合物で栄養繁殖器官を処理することにより、細菌性有害微生物から、その
栄養繁殖器官自体が保護されるのみではなく、植え付け後に生じる植物も保護されるとい
うことである。このようにして、植え付け時又は植え付け後間もなくの作物の即時的な処
理を省くことができる。　
【００６６】
別の有利な点は、本発明の化合物が、特に、トランスジェニック栄養繁殖器官においても
使用可能であるということである。　
【００６７】
本発明による化合物は、農業において、温室内で、森林で又は園芸において使用される全
ての植物品種の栄養繁殖器官を保護するのに適している。特に、これは、本明細書中で定
義され及び好ましいものとされている植物の栄養繁殖器官である。　
【００６８】
本発明に関連して、本発明の化合物は、栄養繁殖器官に対して、単独で施用するか、又は
、適切な製剤に含ませて施用する。好ましくは、栄養繁殖器官は、処理中に損傷が生じな
いほど充分に安定な状態で処理する。一般に、栄養繁殖器官は、収穫と植え付けの間の任
意の時点で処理することができる。通常、栄養繁殖器官は、植物から分離されていて、穂
軸、殻、葉柄、外皮、被毛又は果肉を伴っていないものを使用する。　
【００６９】
栄養繁殖器官を処理する場合、その栄養繁殖器官の発芽が悪影響を受けないように、又は
、その栄養繁殖器官から生じた植物が損傷を受けないように、栄養繁殖器官に施用する本
発明の化合物若しくは製剤の量及び／又はさらなる添加剤の量を選択することに関して一
般に注意しなくてはならない。このことは、とりわけ、特定の施用量で薬害作用を示し得
る活性化合物の場合には、留意しなくてはならない。　
【００７０】
本発明の化合物又は製剤は、直接的に施用することが、即ち、さらなる成分を含ませるこ
となく、また、希釈することなく、施用することが可能である。一般に、該化合物又は製
剤は、適切な製剤の形態で栄養繁殖器官に施用するのが好ましい。種子及び栄養繁殖器官
を処理するための適切な製剤及び方法は、当業者には知られている。　
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【００７１】
本発明に従って使用することが可能な化合物又は製剤は、慣習的な製剤、例えば、溶液剤
、エマルション剤、懸濁液剤、粉末剤、泡剤及びＵＬＶ製剤などに変換することができる
。　
【００７２】
これらの製剤は、既知方法で、宿主防御誘発物質を、慣習的な添加剤、例えば、慣習的な
増量剤、及び、さらに、溶媒又は希釈剤、着色剤、湿潤剤、分散剤、乳化剤、消泡剤、防
腐剤、第２の増粘剤、粘着剤、ジベレリン類、鉱油及び植物油などと混合させ、及び、さ
らに、水と混合させることによって、調製する。　
【００７３】
本発明に従って使用することが可能な製剤中に存在させることができる着色剤は、そのよ
うな目的に関して慣習的な全ての着色剤である。これに関連して、水中であまり溶解しな
い顔料と水中で溶解する染料のいずれも使用することができる。挙げることができる例は
、「Ｒｈｏｄａｍｉｎ　Ｂ」、「Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１１２」及び「Ｃ．
Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｒｅｄ　１」の名称で知られている着色剤である。　
【００７４】
本発明に従って使用することが可能な製剤中に存在させることができる湿潤剤は、農薬活
性化合物の製剤に関して慣習的で、湿潤を促進する全ての物質である。好ましくは、アル
キルナフタレンスルホネート類、例えば、ジイソプロピルナフタレンスルホネート又はジ
イソブチルナフタレンスルホネートなどを使用することができる。　
【００７５】
本発明に従って使用することが可能な製剤中に存在させることができる適切な分散剤及び
／又は乳化剤は、農薬活性化合物の製剤に関して慣習的に使用される非イオン性、アニオ
ン性及びカチオン性の全ての分散剤である。好ましくは、非イオン性若しくはアニオン性
の分散剤又は非イオン性若しくはアニオン性の分散剤の混合物を使用することができる。
挙げることができる適切な非イオン性分散剤は、特に、エチレンオキシド／プロピレンオ
キシドブロックコポリマー類、アルキルフェノールポリグリコールエーテル類及びトリス
チリルフェノールポリグリコールエーテル類、並びに、それらのリン酸化誘導体又は硫酸
化誘導体である。適しているアニオン性分散剤は、特に、リグノスルホネート類、ポリア
クリル酸塩類及びアリールスルホネート／ホルムアルデヒド縮合物である。　
【００７６】
本発明に従って使用することが可能な製剤中に存在させることができる消泡剤は、農薬活
性化合物の製剤に関して慣習的に使用される全ての泡抑制物質である。好ましくは、シリ
コーン消泡剤及びステアリン酸マグネシウムを使用することができる。　
【００７７】
本発明に従って使用することが可能な製剤中に存在させることができる防腐剤は、農薬組
成物中で当該目的のために使用することが可能な全ての物質である。挙げることができる
例は、ジクロロフェン及びベンジルアルコールヘミホルマールである。　
【００７８】
本発明に従って使用することが可能な製剤中に存在させることができる第２の増粘剤は、
農薬組成物中で当該目的のために使用することが可能な全ての物質である。セルロース誘
導体、アクリル酸誘導体、キサンタン、変性クレー及び高分散シリカが、好ましくは、適
している。　
【００７９】
本発明に従って使用することが可能な製剤中に存在させることができる粘着剤は、媒染剤
中で使用可能な全ての慣習的な結合剤である。好ましくは、ポリビニルピロリドン、ポリ
酢酸ビニル、ポリビニルアルコール及びチロースを挙げることができる。　
【００８０】
本発明に従って使用することが可能な製剤中に存在させることができるジベレリン類は、
好ましくは、ジベレリンＡ１、ジベレリンＡ３（＝ジベレリン酸）、ジベレリンＡ４、ジ
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ベレリンＡ７である。特に好ましいのは、ジベレリン酸である。　
【００８１】
ジベレリン類は知られている（ｃｆ．　Ｒ．　Ｗｅｇｌｅｒ　“Ｃｈｅｍｉｅ　ｄｅｒ　
Ｐｆｌａｎｚｅｎｓｃｈｕｔｚ－　ａｎｄ　Ｓｃｈａｄｌｉｎｇｓｂｅｋａｍｐｆｕｎｇ
ｓｍｉｔｔｅｌ”［Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ｏｆ　ｐｌａｎｔ　ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　ａ
ｎｄ　ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　ａｇｅｎｔｓ］，　ｖｏｌｕｍｅ　２，　Ｓｐｒｉｎｇｅｒ
　Ｖｅｒｌａｇ，　Ｂｅｒｌｉｎ－Ｈｅｉｄｅｌｂｅｒｇ－Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ，　１９７
０，　ｐａｇｅｓ　４０１－４１２）。　
【００８２】
本発明に従って使用することが可能な製剤は、さまざまな種類の種子を処理するために、
直接的に使用することができるか、又は、予め水で希釈したあとで使用することができる
。かくして、濃厚製剤（ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｅ）又は水で希釈することによって濃厚製
剤から得ることができる調製物を、種子を粉衣するのに使用することができる。本発明に
従って使用することが可能な製剤又はそれらの希釈された調製物は、トランスジェニック
植物の栄養繁殖器官を粉衣するのにも使用することが可能である。この場合、発現により
形成された物質との組合せにおいて、付加的な相乗効果が生じることもあり得る。　
【００８３】
本発明に従って使用することが可能な製剤の施用量は、実質的な範囲内で変えることがで
きる。それは、当該製剤中の個々の活性化合物の含有量及び栄養繁殖器官によって左右さ
れる。一般に、活性化合物の施用量は、栄養繁殖器官１ｋｇ当たり０．００１～５０ｇで
あり、好ましくは、栄養繁殖器官１ｋｇ当たり０．０１～１５ｇである。　
【００８４】
組合せ／製剤　本発明の好ましい宿主防御誘発物質、（１．１）アシベンゾラル－Ｓ－メ
チル、（１．２）イソチアニル、（１．３）プロベナゾール及び（１．４）チアジニルは
、それだけで使用できるか、又は、製剤中に含ませて使用することができ、また、例えば
、作用スペクトルを拡大するため若しくは抵抗性の発達を防止するために、既知殺細菌剤
、殺菌剤、殺ダニ剤、殺線虫剤、除草剤、殺虫剤、微量栄養素及び微量栄養素含有化合物
、薬害軽減剤、リポキト－オリゴ糖化合物（ＬＣＯ）、土壌改良剤（ｓｏｉｌ－ｉｍｐｒ
ｏｖｅｍｅｎｔ　ｐｒｏｄｕｃｔ）若しくは植物のストレスを軽減させる製品（例えば、
Ｍｙｃｏｎａｔｅ）と組合せて使用することもできる。　
【００８５】
本発明の意味において、リポキト－オリゴ糖（ＬＣＯ）化合物は、米国特許第５，５４９
，７１８号、米国特許第５，６４６，０１８号、米国特許第５，１７５，１４９号及び米
国特許第５，３２１，０１１号に記載されているような、一般的なＬＣＯ構造（即ち、非
還元末端にＮ－結合脂肪アシル鎖を有するβ－１，４－結合Ｎ－アセチル－Ｄ－グルコサ
ミン残基からなるオリゴマー骨格）を有する化合物である。この基本的な構造は、天然の
ＬＣＯ類において見られる化学修飾又は置換、例えば、「Ｓｐａｉｎｋ，　Ｃｒｉｔｉｃ
ａｌ　Ｒｅｖｉｅｗｓ　ｉｎ　Ｐｌａｎｔ　Ｓｃｉｅｎｃｅｓ　５４：２５７－２８８，
　２０００」及び「Ｄ’Ｈａｅｚｅ　ａｎｄ　Ｈｏｌｓｔｅｒｓ，　Ｇｌｙｃｏｂｉｏｌ
ｏｇｙ　１２：７９Ｒ－１０５Ｒ，　２００２」などに記載されている化学修飾又は置換
を含み得る。天然のＬＣＯ類は、自然界で見いだされ得る化合物として定義される。この
基本的な構造は、天然のＬＣＯ類においてこれまで見いだされていない化学修飾又は置換
も含み得る。共役アミド結合がベンズアミド結合で模倣されている類似体又はベンジルア
ミンタイプの官能性を含んでいる類似体の例は、ＷＯ　２００５／０６３７８４及びＷＯ
　２００８／０７１６７２（これらの内容は、参照により本明細書に組み入れる）に記載
されている式（Ｉ）で表される下記化合物である。ＬＣＯ化合物は、リゾビウム科（Ｒｈ
ｉｚｏｂｉａｃｅａｅ）の細菌株の特定の培養から直接単離することができるか、化学的
に合成することができるか、又は、化学－酵素的に得ることができる。後者の方法では、
組換え細菌株〔例えば、大腸菌（Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ）〕を発酵槽の中で
培養することにより該オリゴ糖骨格を形成させることができ、次いで、脂質鎖を化学的に



(31) JP 2015-504077 A 2015.2.5

10

20

30

40

50

付加することができる。本発明の実施形態で使用されるＬＣＯ類は、ＬＣＯ類を産生する
天然のリゾビウム科（Ｒｈｉｚｏｂｉａｃｅａｅ）の細菌株、例えば、アゾリゾビウム（
Ａｚｏｒｈｉｚｏｂｉｕｍ）、ブラジリゾビウム（Ｂｒａｄｙｒｈｉｚｏｂｉｕｍ）〔例
えば、ブラジリゾビウム・ジャポニクム（Ｂ．　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）〕、メソリゾビウ
ム（Ｍｅｓｏｒｈｉｚｏｂｉｕｍ）、リゾビウム（Ｒｈｉｚｏｂｉｕｍ）〔例えば、リゾ
ビウム・レグミノサルム（Ｒ．　ｌｅｇｕｍｉｎｏｓａｒｕｍ）〕、シノリゾビウム（Ｓ
ｉｎｏｒｈｉｚｏｂｉｕｍ）〔（例えば、シノリゾビウム・メリロチ（Ｓ．　ｍｅｌｉｌ
ｏｔｉ）〕などの菌株などから回収することができるか、又は、ＬＣＯ類を産生するよう
に遺伝子組み換えされた細菌株から回収することができる。これらの方法は、当技術分野
では知られており、そして、例えば、米国特許第５，５４９，７１８号及び米国特許第５
，６４６，０１８号（これらは、参照により本明細書に組み入れる）などに記載されてい
る。Ｈｕｎｇｒｉａ及びＳｔａｃｅｙ（Ｓｏｉｌ　Ｂｉｏｌ．　Ｂｉｏｃｈｅｍ．　２９
：８１９－８３０，　１９９７）は、種々のリゾビウム種によって産生される特定のＬＣ
Ｏ構造についてリストを作製している。ＬＣＯ類は、さまざまな形態の純度で使用するこ
とが可能であり、そして、単独で又はリゾビウムと一緒に使用することができる。ＬＣＯ
類のみを提供する方法としては、ＬＣＯ類とリゾビウムの混合物からリゾビウムの細胞を
単純に除去すること、又は、Ｌｅｒｏｕｇｅら（ＵＳ　５，５４９，７１８）によって記
載されているように、ＬＣＯ
溶媒相分離とそれに続くＨＰＬＣクロマトグラフィーを介してＬＣＯ分子の単離と精製を
継続することなどがある。精製は、ＨＰＬＣを繰り返すことで質を高めることが可能であ
り、そして、精製されたＬＣＯ分子は、長期貯蔵のために凍結乾燥させることができる。
この方法は、リゾビウム科（Ｒｈｉｚｏｂｉａｃｅａｅ）の全ての属及び種からのＬＣＯ
類の産生に受け入れられる。ＬＣＯ類を含んでいる市販製品、例えば、ＯＰＴＩＭＩＺＥ
（登録商標）（ＥＭＤ　Ｃｒｏｐ　ＢｉｏＳｃｉｅｎｃｅ）を利用することができる。Ｌ
ＣＯ化合物（これは、天然のＬＣＯ類と同一であり得るか又は異なっていることが可能で
ある）は、化学的な合成及び／又は遺伝子工学によって得ることもできる。遺伝子組換え
生物によるＬＣＯの構築のための前駆物質オリゴ糖分子の合成については、「Ｓａｍａｉ
ｎ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｃａｒｂｏｈｙｄｒａｔｅ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　３０２：　３５－
４２，　１９９７」に記載されている。多くの種類のＬＣＯ化合物の調製〔ここで、オリ
ゴ糖骨格は、組換え細菌株、例えば、リゾビウムに由来する異種遺伝子を含んでいる組換
え大腸菌（Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ）細胞などを培養することによって得られ
、及び、脂質鎖は、化学的に付加される〕については、ＷＯ　２００５／０６３７８４及
びＷＯ　２００８／０７１６７（これらの内容は、参照により本明細書に組み入れる）に
開示されている。リポキト－オリゴ糖化合物の例としては、限定するものではないが、Ｗ
Ｏ　２０１０／１２５０６５に具体的に開示されているＬＣＯ化合物などを挙げることが
できる。　
【００８６】
好ましくは、該宿主防御誘発物質は、殺細菌剤、抗生物質、殺菌剤、殺虫剤、除草剤、微
量栄養素及び微量栄養素含有化合物並びにリポキト－オリゴ糖化合物（ＬＣＯ）からなる
群から選択される少なくとも１種類のさらなる化合物を含んでいる組成物の中に存在して
いる。好ましくは、この少なくとも１種類のさらなる化合物は、以下のものからなる群か
ら選択される。　
【００８７】
抗生物質、例えば、カスガマイシン、ストレプトマイシン、オキシテトラサイクリン、バ
リダマイシン、ゲンタマイシン、アウレオフンギン（ａｕｒｅｏｆｕｎｇｉｎ）、ブラス
トサイジン－Ｓ、シクロヘキシミド、グリセオフルビン、モロキシジン、ナタマイシン、
ポリオキシン類、ポリオキソリム及びそれらの組合せ。　
【００８８】
殺菌剤：　（１）　エルゴステロール生合成の阻害薬、例えば、アルジモルフ、アザコナ
ゾール、ビテルタノール、ブロムコナゾール、シプロコナゾール、ジクロブトラゾール、
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ジフェノコナゾール、ジニコナゾール、ジニコナゾール－Ｍ、ドデモルフ、酢酸ドデモル
フ、エポキシコナゾール、エタコナゾール、フェナリモール、フェンブコナゾール、フェ
ンヘキサミド、フェンプロピジン、フェンプロピモルフ、フルキンコナゾール、フルルプ
リミドール、フルシラゾール、フルトリアホール、フルコナゾール、フルコナゾール－シ
ス、ヘキサコナゾール、イマザリル、硫酸イマザリル、イミベンコナゾール、イプコナゾ
ール、メトコナゾール、ミクロブタニル、ナフチフィン、ヌアリモール、オキシポコナゾ
ール、パクロブトラゾール、ペフラゾエート、ペンコナゾール、ピペラリン、プロクロラ
ズ、プロピコナゾール、プロチオコナゾール、ピリブチカルブ、ピリフェノックス、キン
コナゾール、シメコナゾール、スピロキサミン、テブコナゾール、テルビナフィン、テト
ラコナゾール、トリアジメホン、トリアジメノール、トリデモルフ、トリフルミゾール、
トリホリン、トリチコナゾール、ウニコナゾール、ウニコナゾール－ｐ、ビニコナゾール
、ボリコナゾール、１－（４－クロロフェニル）－２－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾー
ル－１－イル）シクロヘプタノール、１－（２，２－ジメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ
－インデン－１－イル）－１Ｈ－イミダゾール－５－カルボン酸メチル、Ｎ’－｛５－（
ジフルオロメチル）－２－メチル－４－［３－（トリメチルシリル）プロポキシ］フェニ
ル｝－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－Ｎ’－｛
２－メチル－５－（トリフルオロメチル）－４－［３－（トリメチルシリル）プロポキシ
］フェニル｝イミドホルムアミド、及び、Ｏ－［１－（４－メトキシフェノキシ）－３，
３－ジメチルブタン－２－イル］－１Ｈ－イミダゾール－１－カルボチオエート；　（２
）　複合体Ｉ又は複合体ＩＩにおける呼吸鎖の阻害薬、例えば、ビキサフェン、ボスカリ
ド、カルボキシン、ジフルメトリム、フェンフラム、フルオピラム、フルトラニル、フル
キサピロキサド、フラメトピル、フルメシクロックス、イソピラザム（シン－エピマー性
ラセミ化合物（１ＲＳ，４ＳＲ，９ＲＳ）とアンチ－エピマー性ラセミ化合物（１ＲＳ，
４ＳＲ，９ＳＲ）の混合物）、イソピラザム（アンチ－エピマー性ラセミ化合物　１ＲＳ
，４ＳＲ，９ＳＲ）、イソピラザム（アンチ－エピマー性エナンチオマー　１Ｒ，４Ｓ，
９Ｓ）、イソピラザム（アンチ－エピマー性エナンチオマー　１Ｓ，４Ｒ，９Ｒ）、イソ
ピラザム（シン－エピマー性ラセミ化合物　１ＲＳ，４ＳＲ，９ＲＳ）、イソピラザム（
シン－エピマー性エナンチオマー　１Ｒ，４Ｓ，９Ｒ）、イソピラザム（シン－エピマー
性エナンチオマー　１Ｓ，４Ｒ，９Ｓ）、メプロニル、オキシカルボキシン、ペンフルフ
ェン、ペンチオピラド、セダキサン、チフルザミド、１－メチル－Ｎ－［２－（１，１，
２，２－テトラフルオロエトキシ）フェニル］－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピ
ラゾール－４－カルボキサミド、３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［２－（
１，１，２，２－テトラフルオロエトキシ）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボ
キサミド、３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［４－フルオロ－２－（１，１，２，３，３
，３－ヘキサフルオロプロポキシ）フェニル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カ
ルボキサミド、Ｎ－［１－（２，４－ジクロロフェニル）－１－メトキシプロパン－２－
イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミ
ド、５，８－ジフルオロ－Ｎ－［２－（２－フルオロ－４－｛［４－（トリフルオロメチ
ル）ピリジン－２－イル］オキシ｝フェニル）エチル］キナゾリン－４－アミン、Ｎ－［
９－（ジクロロメチレン）－１，２，３，４－テトラヒドロ－１，４－メタノナフタレン
－５－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボ
キサミド、Ｎ－［（１Ｓ，４Ｒ）－９－（ジクロロメチレン）－１，２，３，４－テトラ
ヒドロ－１，４－メタノナフタレン－５－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチ
ル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、及び、Ｎ－［（１Ｒ，４Ｓ）－９－（ジク
ロロメチレン）－１，２，３，４－テトラヒドロ－１，４－メタノナフタレン－５－イル
］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド；
　（３）　複合体ＩＩＩにおける呼吸鎖の阻害薬、例えば、アメトクトラジン、アミスル
ブロム、アゾキシストロビン、シアゾファミド、クメトキシストロビン（ｃｏｕｍｅｔｈ
ｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ）、クモキシストロビン（ｃｏｕｍｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ）、ジモ
キシストロビン、エネストロブリン、ファモキサドン、フェンアミドン、フェノキシスト
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ロビン（ｆｅｎｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ）、フルオキサストロビン、クレソキシム－メチル
、メトミノストロビン、オリサストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、
ピラメトストロビン、ピラオキシストロビン（ｐｙｒａｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ）、ピリベ
ンカルブ、トリクロピリカルブ（ｔｒｉｃｌｏｐｙｒｉｃａｒｂ）、トリフロキシストロ
ビン、（２Ｅ）－２－（２－｛［６－（３－クロロ－２－メチルフェノキシ）－５－フル
オロピリミジン－４－イル］オキシ｝フェニル）－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチル
エタンアミド、（２Ｅ）－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチル－２－（２－｛［（｛（
１Ｅ）－１－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］エチリデン｝アミノ）オキシ］メ
チル｝フェニル）エタンアミド、（２Ｅ）－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチル－２－
｛２－［（Ｅ）－（｛１－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］エトキシ｝イミノ）
メチル］フェニル｝エタンアミド、（２Ｅ）－２－｛２－［（｛［（１Ｅ）－１－（３－
｛［（Ｅ）－１－フルオロ－２－フェニルエテニル］オキシ｝フェニル）エチリデン］ア
ミノ｝オキシ）メチル］フェニル｝－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチルエタンアミド
、（２Ｅ）－２－｛２－［（｛［（２Ｅ，３Ｅ）－４－（２，６－ジクロロフェニル）ブ
タ－３－エン－２－イリデン］アミノ｝オキシ）メチル］フェニル｝－２－（メトキシイ
ミノ）－Ｎ－メチルエタンアミド、２－クロロ－Ｎ－（１，１，３－トリメチル－２，３
－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）ピリジン－３－カルボキサミド、５－メトキシ
－２－メチル－４－（２－｛［（｛（１Ｅ）－１－［３－（トリフルオロメチル）フェニ
ル］エチリデン｝アミノ）オキシ］メチル｝フェニル）－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，
２，４－トリアゾール－３－オン、(２Ｅ)－２－｛２－［（｛シクロプロピル［（４－メ
トキシフェニル）イミノ］メチル｝スルファニル）メチル］フェニル｝－３－メトキシプ
ロパ－２－エン酸メチル、Ｎ－（３－エチル－３，５，５－トリメチルシクロヘキシル）
－３－（ホルミルアミノ）－２－ヒドロキシルベンズアミド、２－｛２－［（２，５－ジ
メチルフェノキシ）メチル］フェニル｝－２－メトキシ－Ｎ－メチルアセトアミド、及び
、（２Ｒ）－２－｛２－［（２，５－ジメチルフェノキシ）メチル］フェニル｝－２－メ
トキシ－Ｎ－メチルアセトアミド；　（４）　有糸分裂及び細胞分裂の阻害薬、例えば、
ベノミル、カルベンダジム、クロルフェナゾール、ジエトフェンカルブ、エタボキサム、
フルオピコリド、フベリダゾール、ペンシクロン、チアベンダゾール、チオファネート－
メチル、チオファネート、ゾキサミド、５－クロロ－７－（４－メチルピペリジン－１－
イル）－６－（２，４，６－トリフルオロフェニル）［１，２，４］トリアゾロ［１，５
－ａ］ピリミジン、及び、３－クロロ－５－（６－クロロピリジン－３－イル）－６－メ
チル－４－（２，４，６－トリフルオロフェニル）ピリダジン；　（５）　多部位に作用
し得る化合物、例えば、ボルドー液、カプタホール、キャプタン、クロロタロニル、水酸
化銅、ナフテン酸銅、酸化銅、塩基性塩化銅、硫酸銅（２＋）、ジクロフルアニド、ジチ
アノン、ドジン、ドジン遊離塩基、ファーバム、フルオロホルペット、ホルペット、グア
ザチン、酢酸グアザチン、イミノクタジン、イミノクタジンアルベシル酸塩、イミノクタ
ジン三酢酸塩、マンカッパー、マンゼブ、マンネブ、メチラム、メチラム－亜鉛（ｍｅｔ
ｉｒａｍ－ｚｉｎｃ）、オキシン銅、プロパミジン、プロピネブ、硫黄及び硫黄剤、例え
ば、多硫化カルシウム、チウラム、トリルフルアニド、ジネブ、及び、ジラム；　（６）
　宿主の防御を誘発し得る化合物、例えば、アシベンゾラル－Ｓ－メチル、イソチアニル
、プロベナゾール、及び、チアジニル；　（７）　アミノ酸及び／又はタンパク質の生合
成の阻害薬、例えば、アンドプリム（ａｎｄｏｐｒｉｍ）、ブラストサイジン－Ｓ、シプ
ロジニル、カスガマイシン、カスガマイシン塩酸塩水和物、メパニピリム、ピリメタニル
、及び、３－（５－フルオロ－３，３，４，４－テトラメチル－３，４－ジヒドロイソキ
ノリン－１－イル）キノリン；　（８）　ＡＴＰ産生の阻害薬、例えば、酢酸トリフェニ
ルスズ、塩化トリフェニルスズ、水酸化トリフェニルスズ、及び、シルチオファム；　（
９）　細胞壁合成の阻害薬、例えば、ベンチアバリカルブ、ジメトモルフ、フルモルフ、
イプロバリカルブ、マンジプロパミド、ポリオキシン、ポリオキソリム、バリダマイシン
Ａ、及び、バリフェナレート；　（１０）　脂質及び膜の合成の阻害薬、例えば、ビフェ
ニル、クロロネブ、ジクロラン、エジフェンホス、エトリジアゾール、ヨードカルブ（ｉ
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ｏｄｏｃａｒｂ）、イプロベンホス、イソプロ
チオラン、プロパモカルブ、プロパモカルブ塩酸塩、プロチオカルブ、ピラゾホス、キン
トゼン、テクナゼン、及び、トルクロホス－メチル；　（１１）　メラニン生合成の阻害
薬、例えば、カルプロパミド、ジクロシメット、フェノキサニル、フタリド、ピロキロン
、トリシクラゾール、及び、｛３－メチル－１－［（４－メチルベンゾイル）アミノ］ブ
タン－２－イル｝カルバミン酸２，２，２－トリフルオロエチル；　（１２）　核酸合成
の阻害薬、例えば、ベナラキシル、ベナラキシル－Ｍ（キララキシル）、ブピリメート、
クロジラコン、ジメチリモール、エチリモール、フララキシル、ヒメキサゾール、メタラ
キシル、メタラキシル－Ｍ（メフェノキサム）、オフラセ、オキサジキシル、及び、オキ
ソリン酸；　（１３）　シグナル伝達の阻害薬、例えば、クロゾリネート、フェンピクロ
ニル、フルジオキソニル、イプロジオン、プロシミドン、キノキシフェン、及び、ビンク
ロゾリン；　（１４）　脱共役剤として作用し得る化合物、例えば、ビナパクリル、ジノ
カップ、フェリムゾン、フルアジナム、及び、メプチルジノカップ；　（１５）　さらな
る化合物、例えば、ベンチアゾール、ベトキサジン、カプシマイシン、カルボン、キノメ
チオネート、ピリオフェノン（クラザフェノン（ｃｈｌａｚａｆｅｎｏｎｅ））、クフラ
ネブ、シフルフェナミド、シモキサニル、シプロスルファミド、ダゾメット、デバカルブ
、ジクロロフェン、ジクロメジン、ジフェンゾコート、ジフェンゾコートメチル硫酸塩、
ジフェニルアミン、エコメイト、フェンピラザミン、フルメトベル、フルオルイミド、フ
ルスルファミド、フルチアニル、ホセチル－アルミニウム、ホセチル－カルシウム、ホセ
チル－ナトリウム、ヘキサクロロベンゼン、イルママイシン、メタスルホカルブ、イソチ
オシアン酸メチル、メトラフェノン、ミルディオマイシン、ナタマイシン、ジメチルジチ
オカルバミン酸ニッケル、ニトロタル－イソプロピル、オクチリノン、オキサモカルブ（
ｏｘａｍｏｃａｒｂ）、オキシフェンチイン、ペンタクロロフェノール及びその塩、フェ
ノトリン、亜リン酸及びその塩、プロパモカルブ－ホセチレート（ｐｒｏｐａｍｏｃａｒ
ｂ－ｆｏｓｅｔｙｌａｔｅ）、プロパノシン－ナトリウム（ｐｒｏｐａｎｏｓｉｎｅ－ｓ
ｏｄｉｕｍ）、プロキナジド、ピリモルフ、（２Ｅ）－３－（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェ
ニル）－３－（２－クロロピリジン－４－イル）－１－（モルホリン－４－イル）プロパ
－２－エン－１－オン、（２Ｚ）－３－（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－３－（２－
クロロピリジン－４－イル）－１－（モルホリン－４－イル）プロパ－２－エン－１－オ
ン、ピロールニトリン、テブフロキン、テクロフタラム、トルニファニド、トリアゾキシ
ド、トリクラミド、ザリラミド、（３Ｓ，６Ｓ，７Ｒ，８Ｒ）－８－ベンジル－３－［（
｛３－［（イソブチリルオキシ）メトキシ］－４－メトキシピリジン－２－イル｝カルボ
ニル）アミノ］－６－メチル－４，９－ジオキソ－１，５－ジオキソナン－７－イル　２
－メチルプロパノエート、１－（４－｛４－［（５Ｒ）－５－（２，６－ジフルオロフェ
ニル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－
２－イル｝ピペリジン－１－イル）－２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－
１Ｈ－ピラゾール－１－イル］エタノン、１－（４－｛４－［（５Ｓ）－５－（２，６－
ジフルオロフェニル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３
－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）－２－［５－メチル－３－（トリフル
オロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］エタノン、１－（４－｛４－［５－（２，
６－ジフルオロフェニル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１
，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）－２－［５－メチル－３－（トリ
フルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］エタノン、１－（４－メトキシフェノ
キシ）－３，３－ジメチルブタン－２－イル　１Ｈ－イミダゾール－１－カルボキシレー
ト、２，３，５，６－テトラクロロ－４－（メチルスルホニル）ピリジン、２，３－ジブ
チル－６－クロロチエノ［２，３－ｄ］ピリミジン－４（３Ｈ）－オン、２－［５－メチ
ル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－（４－｛４－［
（５Ｒ）－５－フェニル－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，
３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）エタノン、２－［５－メチル－３－
（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－（４－｛４－［（５Ｓ）
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－５－フェニル－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チア
ゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）エタノン、２－［５－メチル－３－（トリフ
ルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－｛４－［４－（５－フェニル－４
，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル）－１，３－チアゾール－２－イル］
ピペリジン－１－イル｝エタノン、２－ブトキシ－６－ヨード－３－プロピル－４Ｈ－ク
ロメン－４－オン、２－クロロ－５－［２－クロロ－１－（２，６－ジフルオロ－４－メ
トキシフェニル）－４－メチル－１Ｈ－イミダゾール－５－イル］ピリジン、２－フェニ
ルフェノール及びその塩、３－（４，４，５－トリフルオロ－３，３－ジメチル－３，４
－ジヒドロイソキノリン－１－イル）キノリン、３，４，５－トリクロロピリジン－２，
６－ジカルボニトリル、３－［５－（４－クロロフェニル）－２，３－ジメチル－１，２
－オキサゾリジン－３－イル］ピリジン、３－クロロ－５－（４－クロロフェニル）－４
－（２，６－ジフルオロフェニル）－６－メチルピリダジン、４－（４－クロロフェニル
）－５－（２，６－ジフルオロフェニル）－３，６－ジメチルピリダジン、５－アミノ－
１，３，４－チアジアゾール－２－チオール、５－クロロ－Ｎ’－フェニル－Ｎ’－（プ
ロパ－２－イン－１－イル）チオフェン－２－スルホノヒドラジド、５－フルオロ－２－
［（４－フルオロベンジル）オキシ］ピリミジン－４－アミン、５－フルオロ－２－［（
４－メチルベンジル）オキシ］ピリミジン－４－アミン、５－メチル－６－オクチル［１
，２，４］トリアゾロ［１，５－ａ］ピリミジン－７－アミン、（２Ｚ）－３－アミノ－
２－シアノ－３－フェニルプロパ－２－エン酸エチル、Ｎ’－（４－｛［３－（４－クロ
ロベンジル）－１，２，４－チアジアゾール－５－イル］オキシ｝－２，５－ジメチルフ
ェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、Ｎ－（４－クロロベンジル）－
３－［３－メトキシ－４－（プロパ－２－イン－１－イルオキシ）フェニル］プロパンア
ミド、Ｎ－［（４－クロロフェニル）（シアノ）メチル］－３－［３－メトキシ－４－（
プロパ－２－イン－１－イルオキシ）フェニル］プロパンアミド、Ｎ－［（５－ブロモ－
３－クロロピリジン－２－イル）メチル］－２，４－ジクロロピリジン－３－カルボキサ
ミド、Ｎ－［１－（５－ブロモ－３－クロロピリジン－２－イル）エチル］－２，４－ジ
クロロピリジン－３－カルボキサミド、Ｎ－［１－（５－ブロモ－３－クロロピリジン－
２－イル）エチル］－２－フルオロ－４－ヨードピリジン－３－カルボキサミド、Ｎ－｛
（Ｅ）－［（シクロプロピルメトキシ）イミノ］［６－（ジフルオロメトキシ）－２，３
－ジフルオロフェニル］メチル｝－２－フェニルアセトアミド、Ｎ－｛（Ｚ）－［（シク
ロプロピルメトキシ）イミノ］［６－（ジフルオロメトキシ）－２，３－ジフルオロフェ
ニル］メチル｝－２－フェニルアセトアミド、Ｎ’－｛４－［（３－ｔｅｒｔ－ブチル－
４－シアノ－１，２－チアゾール－５－イル）オキシ］－２－クロロ－５－メチルフェニ
ル｝－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、Ｎ－メチル－２－（１－｛［５－メ
チル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル｝ピペリジ
ン－４－イル）－Ｎ－（１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－１－イル）－１，３
－チアゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－メチル－２－（１－｛［５－メチル－３－（ト
リフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イル）
－Ｎ－［（１Ｒ）－１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－１－イル］－１，３－チ
アゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－メチル－２－（１－｛［５－メチル－３－（トリフ
ルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イル）－Ｎ
－［（１Ｓ）－１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－１－イル］－１，３－チアゾ
ール－４－カルボキサミド、｛６－［（｛［（１－メチル－１Ｈ－テトラゾール－５－イ
ル）（フェニル）メチリデン］アミノ｝オキシ）メチル］ピリジン－２－イル｝カルバミ
ン酸ペンチル、フェナジン－１－カルボン酸、キノリン－８－オール、キノリン－８－オ
ールスルフェート（２：１）、及び、｛６－［（｛［（１－メチル－１Ｈ－テトラゾール
－５－イル）（フェニル）メチレン］アミノ｝オキシ）メチル］ピリジン－２－イル｝カ
ルバミン酸ｔｅｒｔ－ブチル；　（１６）　さらなる化合物、例えば、１－メチル－３－
（トリフルオロメチル）－Ｎ－［２’－（トリフルオロメチル）ビフェニル－２－イル］
－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－（４’－クロロビフェニル－２－イル）
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－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ
－（２’，４’－ジクロロビフェニル－２－イル）－３－（ジフルオロメチル）－１－メ
チル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、３－（ジフルオロメチル）－１－メチル
－Ｎ－［４’－（トリフルオロメチル）ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４
－カルボキサミド、Ｎ－（２’，５’－ジフルオロビフェニル－２－イル）－１－メチル
－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、３－（ジフル
オロメチル）－１－メチル－Ｎ－［４’－（プロパ－１－イン－１－イル）ビフェニル－
２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、５－フルオロ－１，３－ジメチル
－Ｎ－［４’－（プロパ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾ
ール－４－カルボキサミド、２－クロロ－Ｎ－［４’－（プロパ－１－イン－１－イル）
ビフェニル－２－イル］ピリジン－３－カルボキサミド、３－（ジフルオロメチル）－Ｎ
－［４’－（３，３－ジメチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１
－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－［４’－（３，３－ジメチルブ
タ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－５－フルオロ－１，３－ジメチル－
１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－（４’－エチ
ニルビフェニル－２－イル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ
－（４’－エチニルビフェニル－２－イル）－５－フルオロ－１，３－ジメチル－１Ｈ－
ピラゾール－４－カルボキサミド、２－クロロ－Ｎ－（４’－エチニルビフェニル－２－
イル）ピリジン－３－カルボキサミド、２－クロロ－Ｎ－［４’－（３，３－ジメチルブ
タ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］ピリジン－３－カルボキサミド、４－
（ジフルオロメチル）－２－メチル－Ｎ－［４’－（トリフルオロメチル）ビフェニル－
２－イル］－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド、５－フルオロ－Ｎ－［４’－（
３－ヒドロキシ－３－メチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１，
３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、２－クロロ－Ｎ－［４’－（３
－ヒドロキシ－３－メチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］ピリジン
－３－カルボキサミド、３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［４’－（３－メトキシ－３－
メチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾ
ール－４－カルボキサミド、５－フルオロ－Ｎ－［４’－（３－メトキシ－３－メチルブ
タ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾー
ル
－４－カルボキサミド、２－クロロ－Ｎ－［４’－（３－メトキシ－３－メチルブタ－１
－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］ピリジン－３－カルボキサミド、（５－ブロ
モ－２－メトキシ－４－メチルピリジン－３－イル）（２，３，４－トリメトキシ－６－
メチルフェニル）メタノン、Ｎ－［２－（４－｛［３－（４－クロロフェニル）プロパ－
２－イン－１－イル］オキシ｝－３－メトキシフェニル）エチル］－Ｎ２－（メチルスル
ホニル）バリンアミド、４－オキソ－４－［（２－フェニルエチル）アミノ］ブタン酸、
及び、ブタ－３－イン－１－イル　｛６－［（｛［（Ｚ）－（１－メチル－１Ｈ－テトラ
ゾール－５－イル）（フェニル）メチレン］アミノ｝オキシ）メチル］ピリジン－２－イ
ル｝カルバメート；並びに、それらの組合せ。　
【００８９】
殺虫剤、殺ダニ剤、及び、殺線虫剤：　（１）　アセチルコリンエステラーゼ（ＡＣｈＥ
）阻害薬、例えば、　カーバメート系、例えば、アラニカルブ、アルジカルブ、ベンジオ
カルブ、ベンフラカルブ、ブトカルボキシム、ブトキシカルボキシム、カルバリル、カル
ボフラン、カルボスルファン、エチオフェンカルブ、フェノブカルブ、ホルメタネート、
フラチオカルブ、イソプロカルブ、メチオカルブ、メソミル、メトルカルブ、オキサミル
、ピリミカーブ、プロポクスル、チオジカルブ、チオファノックス、トリアザメート、ト
リメタカルブ、ＸＭＣ、及び、キシリルカルブ；又は、　有機リン酸エステル系、例えば
、アセフェート、アザメチホス、アジンホス－エチル、アジンホス－メチル、カズサホス
、クロルエトキシホス、クロルフェンビンホス、クロルメホス、クロルピリホス、クロル
ピリホス－メチル、クマホス、シアノホス、ジメトン－Ｓ－メチル、ダイアジノン、ジク
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ロルボス／ＤＤＶＰ、ジクロトホス、ジメトエート、ジメチルビンホス、ダイスルホトン
、ＥＰＮ、エチオン、エトプロホス、ファムフール、フェナミホス、フェニトロチオン、
フェンチオン、ホスチアゼート、ヘプテノホス、イミシアホス、イソフェンホス、Ｏ－（
メトキシアミノチオホスホリル）サリチル酸イソプロピル、イソキサチオン、マラチオン
、メカルバム、メタミドホス、メチダチオン、メビンホス、モノクロトホス、ナレド、オ
メトエート、オキシジメトン－メチル、パラチオン、パラチオン－メチル、フェントエー
ト、ホレート、ホサロン、ホスメット、ホスファミドン、ホキシム、ピリミホス－メチル
、プロフェノホス、プロペタムホス、プロチオホス、ピラクロホス、ピリダフェンチオン
、キナルホス、スルホテップ、テブピリムホス、テメホス、テルブホス、テトラクロルビ
ンホス、チオメトン、トリアゾホス、トリクロルホン、及び、バミドチオン；　（２）　
ＧＡＢＡ制御塩化物チャンネル拮抗薬、例えば、　シクロジエン有機塩素系、例えば、ク
ロルダン、及び、エンドスルファン；又は、　フェニルピラゾール系（フィプロール系）
、例えば、エチプロール、及び、フィプロニル；　（３）　ナトリウムチャンネルモジュ
レーター／電位依存性ナトリウムチャンネル遮断薬、例えば、　ピレスロイド系、例えば
、アクリナトリン、アレスリン、ｄ－シス－トランスアレスリン、ｄ－トランスアレスリ
ン、ビフェントリン、ビオアレスリン、ビオアレスリン　Ｓ－シクロペンテニル異性体、
ビオレスメトリン、シクロプロトリン、シフルトリン、ベータ－シフルトリン、シハロト
リン、ラムダ－シハロトリン、ガンマ－シハロトリン、シペルメトリン、アルファ－シペ
ルメトリン、ベータ－シペルメトリン、シータ－シペルメトリン、ゼータ－シペルメトリ
ン、シフェノトリン［（１Ｒ）－トランス異性体］、デルタメトリン、エムペントリン［
（ＥＺ）－（１Ｒ）異性体］、エスフェンバレレート、エトフェンプロックス、フェンプ
ロパトリン、フェンバレレート、フルシトリネート、フルメトリン、タウ－フルバリネー
ト、ハルフェンプロックス、イミプロトリン、カデトリン、ペルメトリン、フェノトリン
［（１Ｒ）－トランス異性体）］、プラレトリン、ピレトリン（除虫菊（ｐｙｒｅｔｈｒ
ｕｍ））、レスメトリン、シラフルオフェン、テフルトリン、テトラメトリン、テトラメ
トリン［（１Ｒ）異性体］、トラロメトリン、及び、トランスフルトリン；又は、　ＤＤ
Ｔ；又は、メトキシクロル；　（４）　ニコチン性アセチルコリン受容体（ｎＡＣｈＲ）
作動薬、例えば、　ネオニコチノイド系、例えば、アセタミプリド、クロチアニジン、ジ
ノテフラン、イミダクロプリド、ニテンピラム、チアクロプリド、及び、チアメトキサム
；又は、　ニコチン；　（５）　ニコチン性アセチルコリン受容体（ｎＡＣｈＲ）アロス
テリック活性化薬、例えば、　スピノシン系、例えば、スピネトラム、及び、スピノサド
；　（６）　塩化物チャンネル活性化薬、例えば、　アベルメクチン系／ミルベマイシン
系、例えば、アバメクチン、エマメクチン安息香酸塩、レピメクチン、及び、ミルベメク
チン；　（７）　幼若ホルモンミミック、例えば、　幼若ホルモン類似体、例えば、ハイ
ドロプレン、キノプレン、及び、メトプレン；又は、　フェノキシカルブ；又は、ピリプ
ロキシフェン；　（８）　種々の非特異的（多部位）阻害薬、例えば、　ハロゲン化アル
キル系、例えば、臭化メチル、及び、別のハロゲン化アルキル；又は、　クロロピクリン
；又は、フッ化スルフリル；又は、ホウ砂；又は、吐酒石；　（９）　選択的同翅類摂食
阻害薬、例えば、　ピメトロジン；又は、フロニカミド；　（１０）　ダニ成長阻害薬、
例えば、　クロフェンテジン、ヘキシチアゾクス、及び、ジフロビダジン；又は、　エト
キサゾール；　（１１）　昆虫中腸膜の微生物ディスラプター、例えば、　バシルス・ツ
リンギエンシス・亜種・イスラエレンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓ
ｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓ　ｉｓｒａｅｌｅｎｓｉｓ）、バシルス・スファエリクス（
Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐｈａｅｒｉｃｕｓ）、バシルス・ツリンギエンシス・亜種・アイ
ザワイ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓ　ａｉ
ｚａｗａｉ）、バシルス・ツリンギエンシス・亜種・クルスタキ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔ
ｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓ　ｋｕｒｓｔａｋｉ）、バシルス・ツ
リンギエンシス・亜種・テネブリオニス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉ
ｓ　ｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓ　ｔｅｎｅｂｒｉｏｎｉｓ）、及び、ＢＴ作物タンパク質：Ｃ
ｒｙ１Ａｂ、Ｃｒｙ１Ａｃ、Ｃｒｙ１Ｆａ、Ｃｒｙ２Ａｂ、ｍＣｒｙ３Ａ、Ｃｒｙ３Ａｂ
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、Ｃｒｙ３Ｂｂ、Ｃｒｙ３４／３５Ａｂ１；　（１２）　ミトコンドリアＡＴＰシンター
ゼの阻害薬、例えば、　ジアフェンチウロン；又は、　有機スズ系殺ダニ薬、例えば、ア
ゾシクロチン、シヘキサチン、及び、酸化フェンブタスズ；又は、　プロパルギット；又
は、テトラジホン；　（１３）　プロトン勾配を破壊することによる酸化的リン酸化の脱
共役剤、例えば、　クロルフェナピル、ＤＮＯＣ、及び、スルフルラミド；　（１４）　
ニコチン性アセチルコリン受容体（ｎＡＣｈＲ）チャンネル遮断薬、例えば、　ベンスル
タップ、カルタップ塩酸塩、チオシクラム、及び、チオスルタップ－ナトリウム；　（１
５）　キチン生合成の阻害薬（タイプ０）、例えば、　ビストリフルロン、クロルフルア
ズロン、ジフルベンズロン、フルシクロクスロン、フルフェノクスロン、ヘキサフルムロ
ン、ルフェヌロン、ノバルロン、ノビフルムロン、テフルベンズロン、及び、トリフルム
ロン；　（１６）　キチン生合成の阻害薬（タイプ１）、例えば、　ブプロフェジン；　
（１７）　脱皮撹乱剤（ｍｏｕｌｔｉｎｇ　ｄｉｓｒｕｐｔｏｒ）、例えば、　シロマジ
ン；　（１８）　エクジソン受容体作動薬、例えば、　クロマフェノジド、ハロフェノジ
ド、メトキシフェノジド、及び、テブフェノジド；　（１９）　オクトパミン受容体作動
薬、例えば、　アミトラズ；　（２０）　ミトコンドリア複合体ＩＩＩ電子伝達阻害薬、
例えば、　ヒドラメチルノン；又は、アセキノシル；又は、フルアクリピリム；　（２１
）　ミトコンドリア複合体Ｉ電子伝達阻害薬、例えば、　ＭＥＴＩ殺ダニ剤、例えば、フ
ェナザキン、フェンピロキシメート、ピリミジフェン、ピリダベン、テブフェンピラド、
及び、トルフェンピラド；又は、　ロテノン（Ｄｅｒｒｉｓ）；　（２２）　電位依存性
ナトリウムチャンネル遮断薬、例えば、　インドキサカルブ；又は、メタフルミゾン；　
（２３）　アセチルＣｏＡカルボキシラーゼの阻害薬、例えば、　テトロン酸誘導体及び
テトラミン酸誘導体、例えば、スピロジクロフェン、スピロメシフェン、及び、スピロテ
トラマト；　（２４）　ミトコンドリア複合体ＩＶ電子伝達阻害薬、例えば、　ホスフィ
ン系、例えば、リン化アルミニウム、リン化カルシウム、ホスフィン、及び、リン化亜鉛
；又は、　シアン化物；　（２５）　ミトコンドリア複合体ＩＩ電子伝達阻害薬、例えば
、　シエノピラフェン；　（２８）　リアノジン受容体モジュレーター、例えば、　ジア
ミド系、例えば、クロラントラニリプロール、及び、フルベンジアミド。　
【００９０】
作用機序が知られていないか又は確定していないさらなる活性成分、例えば、アミドフル
メト、アザジラクチン、ベンクロチアズ、ベンゾキシメート、ビフェナゼート、ブロモプ
ロピレート、キノメチオナート、氷晶石（ｃｒｙｏｌｉｔｅ）、シアントラニリプロール
（シアジピル）、シフルメトフェン、ジコホル、ジフロビダジン（ｄｉｆｌｏｖｉｄａｚ
ｉｎ）、フルエンスルホン、フルフェネリム、フルフィプロール（ｆｌｕｆｉｐｒｏｌｅ
）、フルオピラム、フフェノジド（ｆｕｆｅｎｏｚｉｄｅ）、イミダクロチズ、イプロジ
オン、メペルフルトリン（ｍｅｐｅｒｆｌｕｔｈｒｉｎ）、ピリダリル、ピリフルキナゾ
ン、テトラメチルフルトリン（ｔｅｔｒａｍｅｔｈｙｌｆｌｕｔｈｒｉｎ）、及び、ヨー
ドメタン；　バシルス・フィルムス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｆｉｒｍｕｓ）に基づくさらな
る製品（これは、限定するものではないが、以下のものを包含する：株ＣＮＣＭ　Ｉ－１
５８２、例えば、ＶＯＴｉＶＯＴＭ，　ＢｉｏＮｅｍ）、又は、以下の既知活性化合物の
うちの１種類：３－ブロモ－Ｎ－｛２－ブロモ－４－クロロ－６－［（１－シクロプロピ
ルエチル）カルバモイル］フェニル｝－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－
ピラゾール－５－カルボキサミド（ＷＯ２００５／０７７９３４から既知）、４－｛［（
６－ブロモピリジン－３－イル）メチル］（２－フルオロエチル）アミノ｝フラン－２（
５Ｈ）－オン（ＷＯ２００７／１１５６４４から既知）、４－｛［（６－フルオロピリジ
ン－３－イル）メチル］（２，２－ジフルオロエチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オ
ン（ＷＯ２００７／１１５６４４から既知）、４－｛［（２－クロロ－１，３－チアゾー
ル－５－イル）メチル］（２－フルオロエチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（Ｗ
Ｏ２００７／１１５６４４から既知）、４－｛［（６－クロルピリジン－３－イル）メチ
ル］（２－フルオロエチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（ＷＯ２００７／１１５
６４４から既知）、フルピラジフロン（ｆｌｕｐｙｒａｄｉｆｕｒｏｎｅ）、４－｛［（
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６－クロル－５－フルオロピリジン－３－イル）メチル］（メチル）アミノ｝フラン－２
（５Ｈ）－オン（ＷＯ２００７／１１５６４３から既知）、４－｛［（５，６－ジクロロ
ピリジン－３－イル）メチル］（２－フルオロエチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オ
ン（ＷＯ２００７／１１５６４６から既知）、４－｛［（６－クロロ－５－フルオロピリ
ジン－３－イル）メチル］（シクロプロピル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（ＷＯ
２００７／１１５６４３から既知）、４－｛［（６－クロロピリジン－３－イル）メチル
］（シクロプロピル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（ＥＰ－Ａ－０５３９５８８か
ら既知）、４－｛［（６－クロルピリジン－３－イル）メチル］（メチル）アミノ｝フラ
ン－２（５Ｈ）－オン（ＥＰ－Ａ－０５３９５８８から既知）、｛［１－（６－クロロピ
リジン－３－イル）エチル］（メチル）オキシド－λ４－スルファニリデン｝シアナミド
（ＷＯ２００７／１４９１３４から既知）及びそのジアステレオマー｛［（１Ｒ）－１－
（６－クロロピリジン－３－イル）エチル］（メチル）オキシド－λ４－スルファニリデ
ン｝シアナミド（Ａ）及び｛［（１Ｓ）－１－（６－クロロピリジン－３－イル）エチル
］（メチル）オキシド－λ４－スルファニリデン｝シアナミド（Ｂ）（同様に、ＷＯ２０
０７／１４９１３４から既知）、並びに、スルホキサフロル及びそのジアステレオマー［
（Ｒ）－メチル（オキシド）｛（１Ｒ）－１－［６－（トリフルオロメチル）ピリジン－
３－イル］エチル｝－λ４－スルファニリデン］シアナミド（Ａ１）及び［（Ｓ）－メチ
ル（オキシド）｛（１Ｓ）－１－［６－（トリフルオロメチル）ピリジン－３－イル］エ
チル｝－λ４－スルファニリデン］シアナミド（Ａ２）（ジアステレオマーＡの群と称さ
れる）（ＷＯ２０１０／０７４７４７、ＷＯ２０１０／０７４７５１から既知）、［（Ｒ
）－メチル（オキシド）｛（１Ｓ）－１－［６－（トリフルオロメチル）ピリジン－３－
イル］エチル｝－λ４－スルファニリデン］シアナミド（Ｂ１）及び［（Ｓ）－メチル（
オキシド）｛（１Ｒ）－１－［６－（トリフルオロメチル）ピリジン－３－イル］エチル
｝－λ４－スルファニリデン］シアナミド（Ｂ２）（ジアステレオマーＢの群と称される
）（同様に、ＷＯ２０１０／０７４７４７、ＷＯ２０１０／０７４７５１から既知）、並
びに、１１－（４－クロロ－２，６－ジメチルフェニル）－１２－ヒドロキシ－１，４－
ジオキサ－９－アザジスピロ［４．２．４．２］テトラデカ－１１－エン－１０－オン（
ＷＯ２００６／０８９６３３から既知）、３－（４’－フルオロ－２，４－ジメチルビフ
ェニル－３－イル）－４－ヒドロキシ－８－オキサ－１－アザスピロ［４．５］デカ－３
－エン－２－オン（ＷＯ２００８／０６７９１１から既知）、１－｛２－フルオロ－４－
メチル－５－［（２，２，２－トリフルオロエチル）スルフィニル］フェニル｝－３－（
トリフルオロメチル）－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－５－アミン（ＷＯ２００６／
０４３６３５から既知）、［（３Ｓ，４ａＲ，１２Ｒ，１２ａＳ，１２ｂＳ）－３－［（
シクロプロピルカルボニル）オキシ］－６，１２－ジヒドロキシ－４，１２ｂ－ジメチル
－１１－オキソ－９－（ピリジン－３－イル）－１，３，４，４ａ，５，６，６ａ，１２
，１２ａ，１２ｂ－デカヒドロ－２Ｈ，１１Ｈ－ベンゾ［ｆ］ピラノ［４，３－ｂ］クロ
メン－４－イル］メチル　シクロプロパンカルボキシレート（ＷＯ２００８／０６６１５
３から既知）、２－シアノ－３－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ，Ｎ－ジメチルベンゼンス
ルホンアミド（ＷＯ２００６／０５６４３３から既知）、２－シアノ－３－（ジフルオロ
メトキシ）－Ｎ－メチルベンゼンスルホンアミド（ＷＯ２００６／１００２８８から既知
）、２－シアノ－３－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－エチルベンゼンスルホンアミド（Ｗ
Ｏ２００５／０３５４８６から既知）、４－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－エチル－Ｎ－
メチル－１，２－ベンゾチアゾール－３－アミン　１，１－ジオキシド（ＷＯ２００７／
０５７４０７から既知）、Ｎ－［１－（２，３－ジメチルフェニル）－２－（３，５－ジ
メチルフェニル）エチル］－４，５－ジヒドロ－１，３－チアゾール－２－アミン（ＷＯ
２００８／１０４５０３から既知）、｛１’－［（２Ｅ）－３－（４－クロロフェニル）
プロパ－２－エン－１－イル］－５－フルオロスピロ［インドール－３，４’－ピペリジ
ン］－１（２Ｈ）－イル｝（２－クロロピリジン－４－イル）メタノン（ＷＯ２００３／
１０６４５７から既知）、３－（２，５－ジメチルフェニル）－４－ヒドロキシ－８－メ
トキシ－１，８－ジアザスピロ［４．５］デカ－３－エン－２－オン（ＷＯ２００９／０
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４９８５１から既知）、３－（２，５－ジメチルフェニル）－８－メトキシ－２－オキソ
－１，８－ジアザスピロ［４．５］デカ－３－エン－４－イル　エチル　カルボネート（
ＷＯ２００９／０４９８５１から既知）、４－（ブタ－２－イン－１－イルオキシ）－６
－（３，５－ジメチルピペリジン－１－イル）－５－フルオロピリミジン（ＷＯ２００４
／０９９１６０から既知）、（２，２，３，３，４，４，５，５－オクタフルオロペンチ
ル）（３，３，３－トリフルオロプロピル）マロノニトリル（ＷＯ２００５／０６３０９
４から既知）、（２，２，３，３，４，４，５，５－オクタフルオロペンチル）（３，３
，４，４，４－ペンタフルオロブチル）マロノニトリル（ＷＯ２００５／０６３０９４か
ら既知）、８－［２－（シクロプロピルメトキシ）－４－（トリフルオロメチル）フェノ
キシ］－３－［６－（トリフルオロメチル）ピリダジン－３－イル］－３－アザビシクロ
［３．２．１］オクタン（ＷＯ２００７／０４０２８０から既知）、フロメトキン（ｆｌ
ｏｍｅｔｏｑｕｉｎ）、ＰＦ１３６４（ＣＡＳ－Ｒｅｇ．Ｎｏ．１２０４７７６－６０－
２）（ＪＰ２０１０／０１８５８６から既知）、５－［５－（３，５－ジクロロフェニル
）－５－（トリフルオロメチル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル
］－２－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）ベンゾニトリル（ＷＯ２００７
／０７５４５９から既知）、５－［５－（２－クロロピリジン－４－イル）－５－（トリ
フルオロメチル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－２－（１Ｈ
－１，２，４－トリアゾール－１－イル）ベンゾニトリル（ＷＯ２００７／０７５４５９
から既知）、４－［５－（３，５－ジクロロフェニル）－５－（トリフルオロメチル）－
４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－２－メチル－Ｎ－｛２－オキソ
－２－［（２，２，２－トリフルオロエチル）アミノ］エチル｝ベンズアミド（ＷＯ２０
０５／０８５２１６から既知）、４－｛［（６－クロロピリジン－３－イル）メチル］（
シクロプロピル）アミノ｝－１，３－オキサゾール－２（５Ｈ）－オン、４－｛［（６－
クロロピリジン－３－イル）メチル］（２，２－ジフルオロエチル）アミノ｝－１，３－
オキサゾール－２（５Ｈ）－オン、４－｛［（６－クロロピリジン－３－イル）メチル］
（エチル）アミノ｝－１，３－オキサゾール－２（５Ｈ）－オン、４－｛［（６－クロロ
ピリジン－３－イル）メチル］（メチル）アミノ｝－１，３－オキサゾール－２（５Ｈ）
－オン（これらは、全て、ＷＯ２０１０／００５６９２から既知）、ＮＮＩ－０７１１（
ＷＯ２００２／０９６８８２から既知）、１－アセチル－Ｎ－［４－（１，１，１，３，
３，３－ヘキサフルオロ－２－メトキシプロパン－２－イル）－３－イソブチルフェニル
］－Ｎ－イソブチリル－３，５－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（Ｗ
Ｏ２００２／０９６８８２から既知）、２－［２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロ
ピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）－５－クロ
ロ－３－メチルベンゾイル］－２－メチルヒドラジンカルボン酸メチル（ＷＯ２００５／
０８５２１６から既知）、２－［２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２
－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）－５－シアノ－３－メチ
ルベンゾイル］－２－エチルヒドラジンカルボン酸メチル（ＷＯ２００５／０８５２１６
から既知）、２－［２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－１
Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）－５－シアノ－３－メチルベンゾイル
］－２－メチルヒドラジンカルボン酸メチル（ＷＯ２００５／０８５２１６から既知）、
２－［３，５－ジブロモ－２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２－イル
）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）ベンゾイル］－１，２－ジエチ
ルヒドラジンカルボン酸メチル（ＷＯ２００５／０８５２１６から既知）、２－［３，５
－ジブロモ－２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピ
ラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）ベンゾイル］－２－エチルヒドラジンカルボ
ン酸メチル（ＷＯ２００５／０８５２１６から既知）、（５ＲＳ，７ＲＳ；５ＲＳ，７Ｓ
Ｒ）－１－（６－クロロ－３－ピリジルメチル）－１，２，３，５，６，７－ヘキサヒド
ロ－７－メチル－８－ニトロ－５－プロポキシイミダゾ［１，２－ａ］ピリジン（ＷＯ２
００７／１０１３６９から既知）、２－｛６－［２－（５－フルオロピリジン－３－イル
）－１，３－チアゾール－５－イル］ピリジン－２－イル｝ピリミジン（ＷＯ２０１０／
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００６７１３から既知）、２－｛６－［２－（ピリジン－３－イル）－１，３－チアゾー
ル－５－イル］ピリジン－２－イル｝ピリミジン（ＷＯ２０１０／００６７１３から既知
）、１－（３－クロロピリジン－２－イル）－Ｎ－［４－シアノ－２－メチル－６－（メ
チルカルバモイル）フェニル］－３－｛［５－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－テトラゾ
ール－１－イル］メチル｝－１Ｈ－ピラゾール－５－カルボキサミド（ＷＯ２０１０／０
６９５０２から既知）、１－（３－クロロピリジン－２－イル）－Ｎ－［４－シアノ－２
－メチル－６－（メチルカルバモイル）フェニル］－３－｛［５－（トリフルオロメチル
）－２Ｈ－テトラゾール－２－イル］メチル｝－１Ｈ－ピラゾール－５－カルボキサミド
（ＷＯ２０１０／０６９５０２から既知）、Ｎ－［２－（ｔｅｒｔ－ブチルカルバモイル
）－４－シアノ－６－メチルフェニル］－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－３－
｛［５－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－テトラゾール－１－イル］メチル｝－１Ｈ－ピ
ラゾール－５－カルボキサミド（ＷＯ２０１０／０６９５０２から既知）、Ｎ－［２－（
ｔｅｒｔ－ブチルカルバモイル）－４－シアノ－６－メチルフェニル］－１－（３－クロ
ロピリジン－２－イル）－３－｛［５－（トリフルオロメチル）－２Ｈ－テトラゾール－
２－イル］メチル｝－１Ｈ－ピラゾール－５－カルボキサミド（ＷＯ２０１０／０６９５
０２から既知）、（１Ｅ）－Ｎ－［（６－クロロピリジン－３－イル）メチル］－Ｎ’－
シアノ－Ｎ－（２，２－ジフルオロエチル）エタンイミドアミド（ＷＯ２００８／００９
３６０から既知）、Ｎ－［２－（５－アミノ－１，３，４－チアジアゾール－２－イル）
－４－クロロ－６－メチルフェニル］－３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２－イ
ル）－１Ｈ－ピラゾール－５－カルボキサミド（ＣＮ１０２０５７９２５から既知）、及
び、２－［３，５－ジブロモ－２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２－
イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）ベンゾイル］－２－エチル
－１－メチルヒドラジンカルボン酸メチル（ＷＯ２０１１／０４９２３３から既知）；並
びに、それらの組合せ。　
【００９１】
殺虫剤の群から選択される好ましい組合せ相手剤は、イミダクロプリド及びスピロテトラ
マトである。　
【００９２】
微量栄養素及び微量栄養素含有化合物：　本発明に関連して、微量栄養素及び微量栄養素
含有化合物は、亜鉛、マンガン、モリブデン、鉄及び銅からなる群から選択される少なく
とも１種類の金属イオン又は微量栄養素ホウ素を含んでいる活性成分からなる群から選択
される化合物に関する。さらに好ましくは、これらの微量栄養素及び微量栄養素含有化合
物は、以下のものからなる群から選択される：亜鉛含有化合物　プロピネブ、ポリオキシ
ンＺ（亜鉛塩）、ジネブ、ジラム、亜鉛チオダゾール（ｚｉｎｃ　ｔｈｉｏｄａｚｏｌｅ
）、ナフテン酸亜鉛、及び、マンゼブ（これは、マンガンも含んでいる）；マンガン含有
化合物　マンネブ、メチラム、及び、マンカッパー（これは、銅も含んでいる）；鉄含有
化合物　ファーバム；銅（Ｃｕ）及び銅含有化合物　ボルドー液、バーガンディ混合物（
Ｂｕｒｇｕｎｄｙ　ｍｉｘｔｕｒｅ）、チェシャント混合物（Ｃｈｅｓｈｕｎｔ　ｍｉｘ
ｔｕｒｅ）、塩基性塩化銅、硫酸銅、塩基性硫酸銅（例えば、三塩基性硫酸銅）、酸化銅
、オクタン酸銅、水酸化銅、オキシン－銅、酢酸アンモニウム銅、ナフテン酸銅、キレー
ト化銅（例えば、アミノ酸キレー
トとして）、マンカッパー、アシペタックス－銅（ａｃｙｐｅｔａｃｓ－ｃｏｐｐｅｒ）
、酢酸銅、塩基性炭酸銅、オレイン酸銅、ケイ酸銅、クロム酸銅亜鉛、クフラネブ、クプ
ロバム（ｃｕｐｒｏｂａｍ）、サイセントング（ｓａｉｓｅｎｔｏｎｇ）、及び、チオジ
アゾール－銅；及び、それらの組合せ。　
【００９３】
さらに好ましくは、該微量栄養素及び微量栄養素含有化合物は、以下のものからなる群か
ら選択される：（４．１）銅（Ｃｕ）、（４．２）水酸化銅、（４．３）硫酸銅、（４．
４）塩基性塩化銅、（４．５）プロピネブ、及び、（４．６）マンゼブ。さらに一層好ま
しくは、該微量栄養素及び微量栄養素含有化合物は、以下のものからなる群から選択され
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る：（４．２）水酸化銅、（４．３）硫酸銅、及び、（４．５）プロピネブ。　
【００９４】
リポキト－オリゴ糖化合物（ＬＣＯ）（５）。　
【００９５】
殺菌剤の群から選択される好ましい組合せ相手剤は、（２．１）ホセチル－Ａｌ（ホセチ
ル－アルミニウム）である。殺菌剤の群から選択される好ましいさらなる組合せ相手剤は
、（２．２）ペンフルフェンである。　
【００９６】
殺菌剤の群から選択される好ましい組合せ相手剤は、以下のものから選択される：ストロ
ビルリン系、複合体ＩＩＩにおける呼吸鎖の阻害薬の群に属する殺菌剤、例えば、（３．
１）アメトクトラジン、（３．２）アミスルブロム、（３．３）アゾキシストロビン、（
３．４）シアゾファミド、（３．５）クメトキシストロビン（ｃｏｕｍｅｔｈｏｘｙｓｔ
ｒｏｂｉｎ）、（３．６）クモキシストロビン（ｃｏｕｍｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ）、（３
．７）ジモキシストロビン、（３．８）エネストロブリン（ＷＯ　２００４／０５８７２
３）、（３．９）ファモキサドン（ＷＯ　２００４／０５８７２３）、（３．１０）フェ
ンアミドン（ＷＯ　２００４／０５８７２３）、（３．１１）フェノキシストロビン（ｆ
ｅｎｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ）、（３．１２）フルオキサストロビン（ＷＯ　２００４／０
５８７２３）、（３．１３）クレソキシム－メチル（ＷＯ　２００４／０５８７２３）、
（３．１４）メトミノストロビン（ＷＯ　２００４／０５８７２３）、（３．１５）オリ
サストロビン（ＷＯ　２００４／０５８７２３）、（３．１６）ピコキシストロビン（Ｗ
Ｏ　２００４／０５８７２３）、（３．１７）ピラクロストロビン（ＷＯ　２００４／０
５８７２３）、（３．１８）ピラメトストロビン（ＷＯ　２００４／０５８７２３）、（
３．１９）ピラオキシストロビン（ｐｙｒａｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ）（ＷＯ　２００４／
０５８７２３）、（３．２０）ピリベンカルブ（ＷＯ　２００４／０５８７２３）、（３
．２１）トリクロピリカルブ（ｔｒｉｃｌｏｐｙｒｉｃａｒｂ）、（３．２２）トリフロ
キシストロビン（ＷＯ　２００４／０５８７２３）、（３．２３）（２Ｅ）－２－（２－
｛［６－（３－クロロ－２－メチルフェノキシ）－５－フルオロピリミジン－４－イル］
オキシ｝フェニル）－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチルエタンアミド（ＷＯ　２００
４／０５８７２３）、（３．２４）（２Ｅ）－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチル－２
－（２－｛［（｛（１Ｅ）－１－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］エチリデン｝
アミノ）オキシ］メチル｝フェニル）エタンアミド（ＷＯ　２００４／０５８７２３）、
（３．２５）（２Ｅ）－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチル－２－｛２－［（Ｅ）－（
｛１－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］エトキシ｝イミノ）メチル］フェニル｝
エタンアミド（１５８１６９－７３－４）、（３．２６）（２Ｅ）－２－｛２－［（｛［
（１Ｅ）－１－（３－｛［（Ｅ）－１－フルオロ－２－フェニルエテニル］オキシ｝フェ
ニル）エチリデン］アミノ｝オキシ）メチル］フェニル｝－２－（メトキシイミノ）－Ｎ
－メチルエタンアミド（３２６８９６－２８－０）、（３．２７）（２Ｅ）－２－｛２－
［（｛［（２Ｅ，３Ｅ）－４－（２，６－ジクロロフェニル）ブタ－３－エン－２－イリ
デン］アミノ｝オキシ）メチル］フェニル｝－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチルエタ
ンアミド、（３．２８）２－クロロ－Ｎ－（１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ
－１Ｈ－インデン－４－イル）ピリジン－３－カルボキサミド（１１９８９９－１４－８
）、（３．２９）５－メトキシ－２－メチル－４－（２－｛［（｛（１Ｅ）－１－［３－
（トリフルオロメチル）フェニル］エチリデン｝アミノ）オキシ］メチル｝フェニル）－
２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－オン、（３．３０）（２Ｅ）
－２－｛２－［（｛シクロプロピル［（４－メトキシフェニル）イミノ］メチル｝スルフ
ァニル）メチル］フェニル｝－３－メトキシプロパ－２－エン酸メチル、（３．３１）Ｎ
－（３－エチル－３，５，５－トリメチルシクロヘキシル）－３－（ホルミルアミノ）－
２－ヒドロキシルベンズアミド、（３．３２）２－｛２－［（２，５－ジメチルフェノキ
シ）メチル］フェニル｝－２－メトキシ－Ｎ－メチルアセトアミド、及び、（３．３３）
（２Ｒ）－２－｛２－［（２，５－ジメチルフェノキシ）メチル］フェニル｝－２－メト
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キシ－Ｎ－メチルアセトアミド。本発明のさらに好ましい実施形態によれば、ストロビル
リン系殺菌剤の群から選択される組合せ相手剤は、以下のものから選択される：（３．３
）アゾキシストロビン、及び、（３．２２）トリフロキシストロビン。　
【００９７】
抗生物質の群から選択される好ましい組合せ相手剤は、以下のものからなる群から選択さ
れる：（６．１）カスガマイシン、（６．２）ストレプトマイシン、及び、（６．３）オ
キシテトラサイクリン。　
【００９８】
本発明によれば、好ましいのは、以下のものからなる群から選択される下記二成分組合せ
である：（１．１）＋（２．１）、（１．２）＋（２．１）、（１．３）＋（２．１）、
（１．４）＋（２．１）、（１．１）＋（２．２）、（１．２）＋（２．２）、（１．３
）＋（２．２）、（１．４）＋（２．２）、（１．１）＋（３．１）、（１．１）＋（３
．２）、（１．１）＋（３．３）、（１．１）＋（３．４）、（１．１）＋（３．５）、
（１．１）＋（３．６）、（１．１）＋（３．７）、（１．１）＋（３．８）、（１．１
）＋（３．９）、（１．１）＋（３．１０）、（１．１）＋（３．１１）、（１．１）＋
（３．１２）、（１．１）＋（３．１３）、（１．１）＋（３．１４）、（１．１）＋（
３．１５）、（１．１）＋（３．１６）、（１．１）＋（３．１７）、（１．１）＋（３
．１８）、（１．１）＋（３．１９）、（１．１）＋（３．２０）、（１．１）＋（３．
２１）、（１．１）＋（３．２２）、（１．１）＋（３．２３）、（１．１）＋（３．２
４）、（１．１）＋（３．２５）、（１．１）＋（３．２６）、（１．１）＋（３．２７
）、（１．１）＋（３．２８）、（１．１）＋（３．２９）、（１．１）＋（３．３０）
、（１．１）＋（３．３１）、（１．１）＋（３．３２）、（１．１）＋（３．３３）、
（１．２）＋（３．１）、（１．２）＋（３．２）、（１．２）＋（３．３）、（１．２
）＋（３．４）、（１．２）＋（３．５）、（１．２）＋（３．６）、（１．２）＋（３
．７）、（１．２）＋（３．８）、（１．２）＋（３．９）、（１．２）＋（３．１０）
、（１．２）＋（３．１１）、（１．２）＋（３．１２）、（１．２）＋（３．１３）、
（１．２）＋（３．１４）、（１．２）＋（３．１５）、（１．２）＋（３．１６）、（
１．２）＋（３．１７）、（１．２）＋（３．１８）、（１．２）＋（３．１９）、（１
．２）＋（３．２０）、（１．２）＋（３．２１）、（１．２）＋（３．２２）、（１．
２）＋（３．２３）、（１．２）＋（３．２４）、（１．２）＋（３．２５）、（１．２
）＋（３．２６）、（１．２）＋（３．２７）、（１．２）＋（３．２８）、（１．２）
＋（３．２９）、（１．２）＋（３．３０）、（１．２）＋（３．３１）、（１．２）＋
（３．３２）、（１．２）＋（３．３３）、（１．３）＋（３．１）、（１．３）＋（３
．２）、（１．３）＋（３．３）、（１．３）＋（３．４）、（１．３）＋（３．５）、
（１．３）＋（３．６）、（１．３）＋（３．７）、（１．３）＋（３．８）、（１．３
）＋（３．９）、（１．３）＋（３．１０）、（１．３）＋（３．１１）、（１．３）＋
（３．１２）、（１．３）＋（３．１３）、（１．３）＋（３．１４）、（１．３）＋（
３．１５）、（１．３）＋（３．１６）、（１．３）＋（３．１７）、（１．３）＋（３
．１８）、（１．３）＋（３．１９）、（１．３）＋（３．２０）、（１．３）＋（３．
２１）、（１．３）＋（３．２２）、（１．３）＋（３．２３）、（１．３）＋（３．２
４）、（１．３）＋（３．２５）、（１．３）＋（３．２６）、（１．３）＋（３．２７
）、（１．３）＋（３．２８）、（１．３）＋（３．２９）、（１．３）＋（３．３０）
、（１．３）＋（３．３１）、（１．３）＋（３．３２）、（１．３）＋（３．３３）、
（１．４）＋（３．１）、（１．４）＋（３．２）、（１．４）＋（３．３）、（１．４
）＋（３．４）、（１．４）＋（３．５）、（１．４）＋（３．６）、（１．４）＋（３
．７）、（１．４）＋（３．８）、（１．４）＋（３．９）、（１．４）＋（３．１０）
、（１．４）＋（３．１１）、（１．４）＋（３．１２）、（１．４）＋（３．１３）、
（１．４）＋（３．１４）、（１．４）＋（３．１５）、（１．４）＋（３．１６）、（
１．４）＋（３．１７）、（１．４）＋（３．１８）、（１．４）＋（３．１９）、（１
．４）＋（３．２０）、（１．４）＋（３．２１）、（１．４）＋（３．２２）、（１．
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４）＋（３．２３）、（１．４）＋（３．２４）、（１．４）＋（３．２５）、（１．４
）＋（３．２６）、（１．４）＋（３．２７）、（１．４）＋（３．２８）、（１．４）
＋（３．２９）、（１．４）＋（３．３０）、（１．４）＋（３．３１）、（１．４）＋
（３．３２）、（１．４）＋（３．３３）、（１．１）＋（４．１）、（１．１）＋（４
．２）、（１．１）＋（４．３）、（１．２）＋（４．１）、（１．２）＋（４．２）、
（１．２）＋（４．３）、（１．３）＋（４．１）、（１．３）＋（４．２）、（１．３
）＋（４．３）、（１．４）＋（４．１）、（１．４）＋（４．２）、（１．４）＋（４
．３）、（１．１）＋（４．４）、（１．１）＋（４．５）、（１．１）＋（４．６）、
（１．２）＋（４．４）、（１．２）＋（４．５）、（１．２）＋（４．６）、（１．３
）＋（４．４）、（１．３）＋（４．５）、（１．３）＋（４．６）、（１．４）＋（４
．４）、（１．４）＋（４．５）、（１．４）＋（４．６）、（１．１）＋（５）、（１
．２）＋（５）、（１．３）＋（５）、（１．４）＋（５）、（１．１）＋（６．１）、
（１．１）＋（６．２）、（１．１）＋（６．３）、（１．２）＋（６．１）、（１．２
）＋（６．２）、（１．２）＋（６．３）、（１．３）＋（６．１）、（１．３）＋（６
．２）、（１．３）＋（６．３）、（１．４）＋（６．１）、（１．４）＋（６．２）、
（１．４）＋（６．３）。　
【００９９】
これらの中で、下記組合せは、一層さらに好ましい：（１．１）＋（２．１）、（１．２
）＋（２．１）、（１．３）＋（２．１）、（１．４）＋（２．１）、（１．１）＋（２
．２）、（１．２）＋（２．２）、（１．３）＋（２．２）、（１．４）＋（２．２）、
（１．１）＋（３．３）、（１．１）＋（３．２２）、（１．２）＋（３．３）、（１．
２）＋（３．２２）、（１．３）＋（３．３）、（１．３）＋（３．２２）、（１．４）
＋（３．３）、（１．４）＋（３．２２）、（１．１）＋（４．２）、（１．２）＋（４
．２）、（１．３）＋（４．２）、（１．４）＋（４．２）、（１．１）＋（４．３）、
（１．２）＋（４．３）、（１．３）＋（４．３）、（１．４）＋（４．３）、（１．１
）＋（４．５）、（１．２）＋（４．５）、（１．３）＋（４．５）、（１．４）＋（４
．５）、（１．１）＋（５）、（１．２）＋（５）、（１．３）＋（５）、（１．４）＋
（５）、（１．１）＋（６．１）、（１．２）＋（６．１）、（１．３）＋（６．１）
、（１．４）＋（６．１）、（１．１）＋（６．２）、（１．２）＋（６．２）、（１．
３）＋（６．２）、（１．４）＋（６．２）、（１．１）＋（６．３）、（１．２）＋（
６．３）、（１．３）＋（６．３）、（１．４）＋（６．３）。　
【０１００】
これらの中で、下記組合せは、一層さらに好ましい：（１．１）＋（２．１）、（１．２
）＋（２．１）、（１．１）＋（２．２）、（１．２）＋（２．２）、（１．１）＋（３
．３）、（１．１）＋（３．２２）、（１．２）＋（３．３）、（１．２）＋（３．２２
）、（１．１）＋（４．２）、（１．２）＋（４．２）、（１．１）＋（４．３）、（１
．２）＋（４．３）、（１．１）＋（４．５）、（１．２）＋（４．５）、（１．１）＋
（５）、（１．２）＋（５）、（１．１）＋（６．１）、（１．２）＋（６．１）、（１
．１）＋（６．２）、（１．２）＋（６．２）、（１．１）＋（６．３）、（１．２）＋
（６．３）。　
【０１０１】
最も好ましいのは、以下の組合せである：（１．２）＋（２．１）、（１．２）＋（２．
２）、（１．２）＋（３．３）、（１．２）＋（３．２２）、（１．２）＋（４．２）、
（１．２）＋（４．３）、（１．２）＋（４．５）、（１．２）＋（５）、（１．２）＋
（６．１）、（１．２）＋（６．２）、（１．２）＋（６．３）。　
【０１０２】
これらの中で、組合せ（１．２）＋（２．１）が、最も好ましい。　
【０１０３】
上記で記載した全ての二成分組合せは、例えば、作用スペクトルを拡大するため又は抵抗
性の発達を防止するために、少なくとも１種類のさらなる既知殺細菌剤、抗生物質、殺菌
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剤、殺ダニ剤、殺線虫剤、除草剤、殺虫剤、微量栄養素及び微量栄養素含有化合物、薬害
軽減剤、リポキト－オリゴ糖化合物（ＬＣＯ）、土壌改良剤（ｓｏｉｌ－ｉｍｐｒｏｖｅ
ｍｅｎｔ　ｐｒｏｄｕｃｔ）又は植物のストレスを軽減させる製品（例えば、Ｍｙｃｏｎ
ａｔｅ）と組合せることができる。　
【０１０４】
本発明によれば、好ましいのは、以下のものからなる群から選択される下記三成分組合せ
である：（１．１）＋（２．１）＋（３．１）、（１．１）＋（２．１）＋（３．２）、
（１．１）＋（２．１）＋（３．３）、（１．１）＋（２．１）＋（３．４）、（１．１
）＋（２．１）＋（３．５）、（１．１）＋（２．１）＋（３．６）、（１．１）＋（２
．１）＋（３．７）、（１．１）＋（２．１）＋（３．８）、（１．１）＋（２．１）＋
（３．９）、（１．１）＋（２．１）＋（３．１０）、（１．１）＋（２．１）＋（３．
１１）、（１．１）＋（２．１）＋（３．１２）、（１．１）＋（２．１）＋（３．１３
）、（１．１）＋（２．１）＋（３．１４）、（１．１）＋（２．１）＋（３．１５）、
（１．１）＋（２．１）＋（３．１６）、（１．１）＋（２．１）＋（３．１７）、（１
．１）＋（２．１）＋（３．１８）、（１．１）＋（２．１）＋（３．１９）、（１．１
）＋（２．１）＋（３．２０）、（１．１）＋（２．１）＋（３．２１）、（１．１）＋
（２．１）＋（３．２２）、（１．１）＋（２．１）＋（３．２３）、（１．１）＋（２
．１）＋（３．２４）、（１．１）＋（２．１）＋（３．２５）、（１．１）＋（２．１
）＋（３．２６）、（１．１）＋（２．１）＋（３．２７）、（１．１）＋（２．１）＋
（３．２８）、（１．１）＋（２．１）＋（３．２９）、（１．１）＋（２．１）＋（３
．３０）、（１．１）＋（２．１）＋（３．３１）、（１．１）＋（２．１）＋（３．３
２）、（１．１）＋（２．１）＋（３．３３）、（１．２）＋（２．１）＋（３．１）、
（１．２）＋（２．１）＋（３．２）、（１．２）＋（２．１）＋（３．３）、（１．２
）＋（２．１）＋（３．４）、（１．２）＋（２．１）＋（３．５）、（１．２）＋（２
．１）＋（３．６）、（１．２）＋（２．１）＋（３．７）、（１．２）＋（２．１）＋
（３．８）、（１．２）＋（２．１）＋（３．９）、（１．２）＋（２．１）＋（３．１
０）、（１．２）＋（２．１）＋（３．１１）、（１．２）＋（２．１）＋（３．１２）
、（１．２）＋（２．１）＋（３．１３）、（１．２）＋（２．１）＋（３．１４）、（
１．２）＋（２．１）＋（３．１５）、（１．２）＋（２．１）＋（３．１６）、（１．
２）＋（２．１）＋（３．１７）、（１．２）＋（２．１）＋（３．１８）、（１．２）
＋（２．１）＋（３．１９）、（１．２）＋（２．１）＋（３．２０）、（１．２）＋（
２．１）＋（３．２１）、（１．２）＋（２．１）＋（３．２２）、（１．２）＋（２．
１）＋（３．２３）、（１．２）＋（２．１）＋（３．２４）、（１．２）＋（２．１）
＋（３．２５）、（１．２）＋（２．１）＋（３．２６）、（１．２）＋（２．１）＋（
３．２７）、（１．２）＋（２．１）＋（３．２８）、（１．２）＋（２．１）＋（３．
２９）、（１．２）＋（２．１）＋（３．３０）、（１．２）＋（２．１）＋（３．３１
）、（１．２）＋（２．１）＋（３．３２）、（１．２）＋（２．１）＋（３．３３）、
（１．３）＋（２．１）＋（３．１）、（１．３）＋（２．１）＋（３．２）、（１．３
）＋（２．１）＋（３．３）、（１．３）＋（２．１）＋（３．４）、（１．３）＋（２
．１）＋（３．５）、（１．３）＋（２．１）＋（３．６）、（１．３）＋（２．１）＋
（３．７）、（１．３）＋（２．１）＋（３．８）、（１．３）＋（２．１）＋（３．９
）、（１．３）＋（２．１）＋（３．１０）、（１．３）＋（２．１）＋（３．１１）、
（１．３）＋（２．１）＋（３．１２）、（１．３）＋（２．１）＋（３．１３）、（１
．３）＋（２．１）＋（３．１４）、（１．３）＋（２．１）＋（３．１５）、（１．３
）＋（２．１）＋（３．１６）、（１．３）＋（２．１）＋（３．１７）、（１．３）＋
（２．１）＋（３．１８）、（１．３）＋（２．１）＋（３．１９）、（１．３）＋（２
．１）＋（３．２０）、（１．３）＋（２．１）＋（３．２１）、（１．３）＋（２．１
）＋（３．２２）、（１．３）＋（２．１）＋（３．２３）、（１．３）＋（２．１）＋
（３．２４）、（１．３）＋（２．１）＋（３．２５）、（１．３）＋（２．１）＋（３
．２６）、（１．３）＋（２．１）＋（３．２７）、（１．３）＋（２．１）＋（３．２
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８）、（１．３）＋（２．１）＋（３．２９）、（１．３）＋（２．１）＋（３．３０）
、（１．３）＋（２．１）＋（３．３１）、（１．３）＋（２．１）＋（３．３２）、（
１．３）＋（２．１）＋（３．３３）、（１．４）＋（２．１）＋（３．１）、（１．４
）＋（２．１）＋（３．２）、（１．４）＋（２．１）＋（３．３）、（１．４）＋（２
．１）＋（３．４）、（１．４）＋（２．１）＋（３．５）、（１．４）＋（２．１）＋
（３．６）、（１．４）＋（２．１）＋（３．７）、（１．４）＋（２．１）＋（３．８
）、（１．４）＋（２．１）＋（３．９）、（１．４）＋（２．１）＋（３．１０）、（
１．４）＋（２．１）＋（３．１１）、（１．４）＋（２．１）＋（３．１２）、（１．
４）＋（２．１）＋（３．１３）、（１．４）＋（２．１）＋（３．１４）、（１．４）
＋（２．１）＋（３．１５）、（１．４）＋（２．１）＋（３．１６）、（１．４）＋（
２．１）＋（３．１７）、（１．４）＋（２．１）＋（３．１８）、（１．４）＋（２．
１）＋（３．１９）、（１．４）＋（２．１）＋（３．２０）、（１．４）＋（２．１）
＋（３．２１）、（１．４）＋（２．１）＋（３．２２）、（１．４）＋（２．１）＋（
３．２３）、（１．４）＋（２．１）＋（３．２４）、（１．４）＋（２．１）＋（３．
２５）、（１．４）＋（２．１）＋（３．２６）、（１．４）＋（２．１）＋（３．２７
）、（１．４）＋（２．１）＋（３．２８）、（１．４）＋（２．１）＋（３．２９）、
（１．１）＋（２．１）＋（３．３０）、（１．１）＋（２．１）＋（３．３１）、（１
．１）＋（２．１）＋（３．３２）、（１．１）＋（２．１）＋（３．３３）、（１．１
）＋（２．１）＋（４．１）、（１．１）＋（２．１）＋（４．２）、（１．１）＋（２
．１）＋（４．３）、（１．２）＋（２．１）＋（４．１）、（１．２）＋（２．１）＋
（４．２）、（１．２）＋（２．１）＋（４．３）、（１．３）＋（２．１）＋（４．１
）、（１．３）＋（２．１）＋（４．２）、（１．３）＋（２．１）＋（４．３）、（１
．４）＋（２．１）＋（４．１）、（１．４）＋（２．１）＋（４．２）、（１．４）＋
（２．１）＋（４．３）、（１．１）＋（２．１）＋（４．４）、（１．１）＋（２．１
）＋（４．５）、（１．１）＋（２．１）＋（４．６）、（１．２）＋（２．１）＋（４
．４）、（１．２）＋（２．１）＋（４．５）、（１．２）＋（２．１）＋（４．６）、
（１．３）＋（２．１）＋（４．４）、（１．３）＋（２．１）＋（４．５）、（１．３
）＋（２．１）＋（４．６）、（１．４）＋（２．１）＋（４．４）、（１．４）＋（２
．１）＋（４．５）、（１．４）＋（２．１）＋（４．６）、（１．１）＋（２．１）＋
（５）、（１．２）＋（２．１）＋（５）、（１．３）＋（２．１）＋（５）、（１．４
）＋（２．１）＋（５）、（１．１）＋（２．１）＋（６．１）、（１．１）＋（２．１
）＋（６．２）、（１．１）＋（２．１）＋（６．３）、（１．２）＋（２．１）＋（６
．１）、（１．２）＋（２．１）＋（６．２）、（１．２）＋（２．１）＋（６．３）、
（１．３）＋（２．１）＋（６．１）、（１．３）＋（２．１）＋（６．２）、（１．３
）＋（２．１）＋（６．３）、（１．４）＋（２．１）＋（６．１）、（１．４）＋（２
．１）＋（６．２）、（１．４）＋（２．１）＋（６．３）、（１．１）＋（３．１）＋
（４．１）、（１．１）＋（３．２）＋（４．１）、（１．１）＋（３．３）＋（４．１
）、（１．１）＋（３．４）＋（４．１）、（１．１）＋（３．５）＋（４．１）、（１
．１）＋（３．６）＋（４．１）、（１．１）＋（３．７）＋（４．１）、（１．１）＋
（３．８）＋（４．１）、（１．１）＋（３．９）＋（４．１）、（１．１）＋（３．１
０）＋（４．１）、（１．１）＋（３．１１）＋（４．１）、（１．１）＋（３．１２）
＋（４．１）、（１．１）＋（３．１３）＋（４．１）、（１．１）＋（３．１４）＋（
４．１）、（１．１）＋（３．１５）＋（４．１）、（１．１）＋（３．１６）＋（４．
１）、（１．１）＋（３．１７）＋（４．１）、（１．１）＋（３．１８）＋（４．１）
、（１．１）＋（３．１９）＋（４．１）、（１．１）＋（３．２０）＋（４．１）、（
１．１）＋（３．２１）＋（４．１）、（１．１）＋（３．２２）＋（４．１）、（１．
１）＋（３．２３）＋（４．１）、（１．１）＋（３．２４）＋（４．１）、（１．１）
＋（３．２５）＋（４．１）、（１．１）＋（３．２６）＋（４．１）、（１．１）＋（
３．２７）＋（４．１）、（１．１）＋（３．２８）＋（４．１）、（１．１）＋（３．
２９）＋（４．１）、（１．１）＋（３．３０）＋（４．１）、（１．１）＋（３．３１
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）＋（４．１）、（１．１）＋（３．３２）＋（４．１）、（１．１）＋（３．３３）＋
（４．１）、（１．１）＋（３．１）＋（４．２）、（１．１）＋（３．２）＋（４．２
）、（１．１）＋（３．３）＋（４．２）、（１．１）＋（３．４）＋（４．２）、（１
．１）＋（３．５）＋（４．２）、（１．１）＋（３．６）＋（４．２）、（１．１）＋
（３．７）＋（４．２）、（１．１）＋（３．８）＋（４．２）、（１．１）＋（３．９
）＋（４．２）、（１．１）＋（３．１０）＋（４．２）、（１．１）＋（３．１１）＋
（４．２）、（１．１）＋（３．１２）＋（４．２）、（１．１）＋（３．１３）＋（４
．２）、（１．１）＋（３．１４）＋（４．２）、（１．１）＋（３．１５）＋（４．２
）、（１．１）＋（３．１６）＋（４．２）、（１．１）＋（３．１７）＋（４．２）、
（１．１）＋（３．１８）＋（４．２）、（１．１）＋（３．１９）＋（４．２）、（１
．１）＋（３．２０）＋（４．２）、（１．１）＋（３．２１）＋（４．２）、（１．１
）＋（３．２２）＋（４．２）、（１．１）＋（３．２３）＋（４．２）、（１．１）＋
（３．２４）＋（４．
２）、（１．１）＋（３．２５）＋（４．２）、（１．１）＋（３．２６）＋（４．２）
、（１．１）＋（３．２７）＋（４．２）、（１．１）＋（３．２８）＋（４．２）、（
１．１）＋（３．２９）＋（４．２）、（１．１）＋（３．３０）＋（４．２）、（１．
１）＋（３．３１）＋（４．２）、（１．１）＋（３．３２）＋（４．２）、（１．１）
＋（３．３３）＋（４．２）、（１．１）＋（３．１）＋（４．３）、（１．１）＋（３
．２）＋（４．３）、（１．１）＋（３．３）＋（４．３）、（１．１）＋（３．４）＋
（４．３）、（１．１）＋（３．５）＋（４．３）、（１．１）＋（３．６）＋（４．３
）、（１．１）＋（３．７）＋（４．３）、（１．１）＋（３．８）＋（４．３）、（１
．１）＋（３．９）＋（４．３）、（１．１）＋（３．１０）＋（４．３）、（１．１）
＋（３．１１）＋（４．３）、（１．１）＋（３．１２）＋（４．３）、（１．１）＋（
３．１３）＋（４．３）、（１．１）＋（３．１４）＋（４．３）、（１．１）＋（３．
１５）＋（４．３）、（１．１）＋（３．１６）＋（４．３）、（１．１）＋（３．１７
）＋（４．３）、（１．１）＋（３．１８）＋（４．３）、（１．１）＋（３．１９）＋
（４．３）、（１．１）＋（３．２０）＋（４．３）、（１．１）＋（３．２１）＋（４
．３）、（１．１）＋（３．２２）＋（４．３）、（１．１）＋（３．２３）＋（４．３
）、（１．１）＋（３．２４）＋（４．３）、（１．１）＋（３．２５）＋（４．３）、
（１．１）＋（３．２６）＋（４．３）、（１．１）＋（３．２７）＋（４．３）、（１
．１）＋（３．２８）＋（４．３）、（１．１）＋（３．２９）＋（４．３）、（１．１
）＋（３．３０）＋（４．３）、（１．１）＋（３．３１）＋（４．３）、（１．１）＋
（３．３２）＋（４．３）、（１．１）＋（３．３３）＋（４．３）、（１．１）＋（３
．１）＋（４．４）、（１．１）＋（３．２）＋（４．４）、（１．１）＋（３．３）＋
（４．４）、（１．１）＋（３．４）＋（４．４）、（１．１）＋（３．５）＋（４．４
）、（１．１）＋（３．６）＋（４．４）、（１．１）＋（３．７）＋（４．４）、（１
．１）＋（３．８）＋（４．４）、（１．１）＋（３．９）＋（４．４）、（１．１）＋
（３．１０）＋（４．４）、（１．１）＋（３．１１）＋（４．４）、（１．１）＋（３
．１２）＋（４．４）、（１．１）＋（３．１３）＋（４．４）、（１．１）＋（３．１
４）＋（４．４）、（１．１）＋（３．１５）＋（４．４）、（１．１）＋（３．１６）
＋（４．４）、（１．１）＋（３．１７）＋（４．４）、（１．１）＋（３．１８）＋（
４．４）、（１．１）＋（３．１９）＋（４．４）、（１．１）＋（３．２０）＋（４．
４）、（１．１）＋（３．２１）＋（４．４）、（１．１）＋（３．２２）＋（４．４）
、（１．１）＋（３．２３）＋（４．４）、（１．１）＋（３．２４）＋（４．４）、（
１．１）＋（３．２５）＋（４．４）、（１．１）＋（３．２６）＋（４．４）、（１．
１）＋（３．２７）＋（４．４）、（１．１）＋（３．２８）＋（４．４）、（１．１）
＋（３．２９）＋（４．４）、（１．１）＋（３．３０）＋（４．４）、（１．１）＋（
３．３１）＋（４．４）、（１．１）＋（３．３２）＋（４．４）、（１．１）＋（３．
３３）＋（４．４）、（１．１）＋（３．１）＋（４．５）、（１．１）＋（３．２）＋
（４．５）、（１．１）＋（３．３）＋（４．５）、（１．１）＋（３．４）＋（４．５
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）、（１．１）＋（３．５）＋（４．５）、（１．１）＋（３．６）＋（４．５）、（１
．１）＋（３．７）＋（４．５）、（１．１）＋（３．８）＋（４．５）、（１．１）＋
（３．９）＋（４．５）、（１．１）＋（３．１０）＋（４．５）、（１．１）＋（３．
１１）＋（４．５）、（１．１）＋（３．１２）＋（４．５）、（１．１）＋（３．１３
）＋（４．５）、（１．１）＋（３．１４）＋（４．５）、（１．１）＋（３．１５）＋
（４．５）、（１．１）＋（３．１６）＋（４．５）、（１．１）＋（３．１７）＋（４
．５）、（１．１）＋（３．１８）＋（４．５）、（１．１）＋（３．１９）＋（４．５
）、（１．１）＋（３．２０）＋（４．５）、（１．１）＋（３．２１）＋（４．５）、
（１．１）＋（３．２２）＋（４．５）、（１．１）＋（３．２３）＋（４．５）、（１
．１）＋（３．２４）＋（４．５）、（１．１）＋（３．２５）＋（４．５）、（１．１
）＋（３．２６）＋（４．５）、（１．１）＋（３．２７）＋（４．５）、（１．１）＋
（３．２８）＋（４．５）、（１．１）＋（３．２９）＋（４．５）、（１．１）＋（３
．３０）＋（４．５）、（１．１）＋（３．３１）＋（４．５）、（１．１）＋（３．３
２）＋（４．５）、（１．１）＋（３．３３）＋（４．５）、（１．１）＋（３．１）＋
（４．６）、（１．１）＋（３．２）＋（４．６）、（１．１）＋（３．３）＋（４．６
）、（１．１）＋（３．４）＋（４．６）、（１．１）＋（３．５）＋（４．６）、（１
．１）＋（３．６）＋（４．６）、（１．１）＋（３．７）＋（４．６）、（１．１）＋
（３．８）＋（４．６）、（１．１）＋（３．９）＋（４．６）、（１．１）＋（３．１
０）＋（４．６）、（１．１）＋（３．１１）＋（４．６）、（１．１）＋（３．１２）
＋（４．６）、（１．１）＋（３．１３）＋（４．６）、（１．１）＋（３．１４）＋（
４．６）、（１．１）＋（３．１５）＋（４．６）、（１．１）＋（３．１６）＋（４．
６）、（１．１）＋（３．１７）＋（４．６）、（１．１）＋（３．１８）＋（４．６）
、（１．１）＋（３．１９）＋（４．６）、（１．１）＋（３．２０）＋（４．６）、（
１．１）＋（３．２１）＋（４．６）、（１．１）＋（３．２２）＋（４．６）、（１．
１）＋（３．２３）＋（４．６）、（１．１）＋（３．２４）＋（４．６）、（１．１）
＋（３．２５）＋（４．６）、（１．１）＋（３．２６）＋（４．６）、（１．１）＋（
３．２７）＋（４．６）、（１．１）＋（３．２８）＋（４．６）、（１．１）＋（３．
２９）＋（４．６）、（１．１）＋（３．３０）＋（４．６）、（１．１）＋（３．３１
）＋（４．６）、（１．１）＋（３．３２）＋（４．６）、（１．１）＋（３．３３）＋
（４．６）、（１．２）＋（３．１）＋（４．１）、（１．２）＋（３．２）＋（４．１
）、（１．２）＋（３．３）＋（４．１）、（１．２）＋（３．４）＋（４．１）、（１
．２）＋（３．５）＋（４．１）、（１．２）＋（３．６）＋（４．１）、（１．２）＋
（３．７）＋（４．１）、（１．２）＋（３．８）＋（４．１）、（１．２）＋（３．９
）＋（４．１）、（１．２）＋（３．１０）＋（４．１）、（１．２）＋（３．１１）＋
（４．１）、（１．２）＋（３．１２）＋（４．１）、（１．２）＋（３．１３）＋（４
．１）、（１．２）＋（３．１４）＋（４．１）、（１．２）＋（３．１５）＋（４．１
）、（１．２）＋（３．１６）＋（４．１）、（１．２）＋（３．１７）＋（４．１）、
（１．２）＋（３．１８）＋（４．１）、（１．２）＋（３．１９）＋（４．１）、（１
．２）＋（３．２０）＋（４．１）、（１．２）＋（３．２１）＋（４．１）、（１．２
）＋（３．２２）＋（４．１）、（１．２）＋（３．２３）＋（４．１）、（１．２）＋
（３．２４）＋（４．１）、（１．２）＋（３．２５）＋（４．１）、（１．２）＋（３
．２６）＋（４．１）、（１．２）＋（３．２７）＋（４．１）、（１．２）＋（３．２
８）＋（４．１）、（１．２）＋（３．２９）＋（４．１）、（１．２）＋（３．３０）
＋（４．１）、（１．２）＋（３．３１）＋（４．１）、（１．２）＋（３．３２）＋（
４．１）、（１．２）＋（３．３３）＋（４．１）、（１．２）＋（３．１）＋（４．２
）、（１．２）＋（３．２）＋（４．２）、（１．２）＋（３．３）＋（４．２）、（１
．２）＋（３．４）＋（４．２）、（１．２）＋（３．５）＋（４．２）、（１．２）＋
（３．６）＋（４．２）、（１．２）＋（３．７）＋（４．２）、（１．２）＋（３．８
）＋（４．２）、（１．２）＋（３．９）＋（４．２）、（１．２）＋（３．１０）＋（
４．２）、（１．２）＋（３．１１）＋（４．２）、（１．２）＋（３．１２）＋（４．
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２）、（１．２）＋（３．１３）＋（４．２）、（１．２）＋（３．１４）＋（４．２）
、（１．２）＋（３．１５）＋（４．２）、（１．２）＋（３．１６）＋（４．２）、（
１．２）＋（３．１７）＋（４．２）、（１．２）＋（３．１８）＋（４．２）、（１．
２）＋（３．１９）＋（４．２）、（１．２）＋（３．２０）＋（４．２）、（１．２）
＋（３．２１）＋（４．２）、（１．２）＋（３．２２）＋（４．２）、（１．２）＋（
３．２３）＋（４．２）、（１．２）＋（３．２４）＋（４．２）、（１．２）＋（３．
２５）＋（４．２）、（１．２）＋（３．２６）＋（４．２）、（１．２）＋（３．２７
）＋（４．２）、（１．２）＋（３．２８）＋（４．２）、（１．２）＋（３．２９）＋
（４．２）、（１．２）＋（３．３０）＋（４．２）、（１．２）＋（３．３１）＋（４
．２）、（１．２）＋（３．３２）＋（４．２）、（１．２）＋（３．３３）＋（４．２
）、（１．２）＋（３．１）＋（４．３）、（１．２）＋（３．２）＋（４．３）、（１
．２）＋（３．３）＋（４．３）、（１．２）＋（３．４）＋（４．３）、（１．２）＋
（３．５）＋（４．３）、（１．２）＋（３．６）＋（４．３）、（１．２）＋（３．７
）＋（４．３）、（１．２）＋（３．８）＋（４．３）、（１．２）＋（３．９）＋（４
．３）、（１．２）＋（３．１０）＋（４．３）、（１．２）＋（３．１１）＋（４．３
）、（１．２）＋（３．１２）＋（４．３）、（１．２）＋（３．１３）＋（４．３）、
（１．２）＋（３．１４）＋（４．３）、（１．２）＋（３．１５）＋（４．３）、（１
．２）＋（３．１６）＋（４．３）、（１．２）＋（３．１７）＋（４．３）、（１．２
）＋（３．１８）＋（４．３）、（１．２）＋（３．１９）＋（４．３）、（１．２）＋
（３．２０）＋（４．３）、（１．２）＋（３．２１）＋（４．３）、（１．２）＋（３
．２２）＋（４．３）、（１．２）＋（３．２３）＋（４．３）、（１．２）＋（３．２
４）＋（４．３）、（１．２）＋（３．２５）＋（４．３）、（１．２）＋（３．２６）
＋（４．３）、（１．２）＋（３．２７）＋（４．３）、（１．２）＋（３．２８）＋（
４．３）、（１．２）＋（３．２９）＋（４．３）、（１．２）＋（３．３０）＋（４．
３）、（１．２）＋（３．３１）＋（４．３）、（１．２）＋（３．３２）＋（４．３）
、（１．２）＋（３．３３）＋（４．３）、（１．２）＋（３．１）＋（４．４）、（１
．２）＋（３．２）＋（４．４）、（１．２）＋（３．３）＋（４．４）、（１．２）＋
（３．４）＋（４．４）、（１．２）＋（３．５）＋（４．４）、（１．２）＋（３．６
）＋（４．４）、（１．２）＋（３．７）＋（４．４）、（１．２）＋（３．８）＋（４
．４）、（１．２）＋（３．９）＋（４．４）、（１．２）＋（３．１０）＋（４．４）
、（１．２）＋（３．１１）＋（４．４）、（１．２）＋（３．１２）＋（４．４）、（
１．２）＋（３．１３）＋（４．４）、（１．２）＋（３．１４）＋（４．４）、（１．
２）＋（３．１５）＋（４．４）、（１．２）＋（３．１６）＋（４．４）、（１．２）
＋（３．１７）＋（４．４）、（１．２）＋（３．１８）＋（４．４）、（１．２）＋（
３．１９）＋（４．４）、（１．２）＋（３．２０）＋（４．４）、（１．２）＋（３．
２１）＋（４．４）、（１．２）＋（３．２２）＋（４．４）、（１．２）＋（３．２３
）＋（４．４）、（１．２）＋（３．２４）＋（４．４）、（１．２）＋（３．２５）＋
（４．４）、（１．２）＋（３．２６）＋（４．４）、（１．２）＋（３．２７）＋（４
．４）、（１．２）＋（３．２８）＋（４．４）、（１．２）＋（３．２９）＋（４．４
）、（１．２）＋（３．３０）＋（４．４）、（１．２）＋（３．３１）＋（４．４）、
（１．２）＋（３．３２）＋（４．４）、（１．２）＋（３．３３）＋（４．４）、（１
．
２）＋（３．１）＋（４．５）、（１．２）＋（３．２）＋（４．５）、（１．２）＋（
３．３）＋（４．５）、（１．２）＋（３．４）＋（４．５）、（１．２）＋（３．５）
＋（４．５）、（１．２）＋（３．６）＋（４．５）、（１．２）＋（３．７）＋（４．
５）、（１．２）＋（３．８）＋（４．５）、（１．２）＋（３．９）＋（４．５）、（
１．２）＋（３．１０）＋（４．５）、（１．２）＋（３．１１）＋（４．５）、（１．
２）＋（３．１２）＋（４．５）、（１．２）＋（３．１３）＋（４．５）、（１．２）
＋（３．１４）＋（４．５）、（１．２）＋（３．１５）＋（４．５）、（１．２）＋（
３．１６）＋（４．５）、（１．２）＋（３．１７）＋（４．５）、（１．２）＋（３．
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１８）＋（４．５）、（１．２）＋（３．１９）＋（４．５）、（１．２）＋（３．２０
）＋（４．５）、（１．２）＋（３．２１）＋（４．５）、（１．２）＋（３．２２）＋
（４．５）、（１．２）＋（３．２３）＋（４．５）、（１．２）＋（３．２４）＋（４
．５）、（１．２）＋（３．２５）＋（４．５）、（１．２）＋（３．２６）＋（４．５
）、（１．２）＋（３．２７）＋（４．５）、（１．２）＋（３．２８）＋（４．５）、
（１．２）＋（３．２９）＋（４．５）、（１．２）＋（３．３０）＋（４．５）、（１
．２）＋（３．３１）＋（４．５）、（１．２）＋（３．３２）＋（４．５）、（１．２
）＋（３．３３）＋（４．５）、（１．２）＋（３．１）＋（４．６）、（１．２）＋（
３．２）＋（４．６）、（１．２）＋（３．３）＋（４．６）、（１．２）＋（３．４）
＋（４．６）、（１．２）＋（３．５）＋（４．６）、（１．２）＋（３．６）＋（４．
６）、（１．２）＋（３．７）＋（４．６）、（１．２）＋（３．８）＋（４．６）、（
１．２）＋（３．９）＋（４．６）、（１．２）＋（３．１０）＋（４．６）、（１．２
）＋（３．１１）＋（４．６）、（１．２）＋（３．１２）＋（４．６）、（１．２）＋
（３．１３）＋（４．６）、（１．２）＋（３．１４）＋（４．６）、（１．２）＋（３
．１５）＋（４．６）、（１．２）＋（３．１６）＋（４．６）、（１．２）＋（３．１
７）＋（４．６）、（１．２）＋（３．１８）＋（４．６）、（１．２）＋（３．１９）
＋（４．６）、（１．２）＋（３．２０）＋（４．６）、（１．２）＋（３．２１）＋（
４．６）、（１．２）＋（３．２２）＋（４．６）、（１．２）＋（３．２３）＋（４．
６）、（１．２）＋（３．２４）＋（４．６）、（１．２）＋（３．２５）＋（４．６）
、（１．２）＋（３．２６）＋（４．６）、（１．２）＋（３．２７）＋（４．６）、（
１．２）＋（３．２８）＋（４．６）、（１．２）＋（３．２９）＋（４．６）、（１．
２）＋（３．３０）＋（４．６）、（１．２）＋（３．３１）＋（４．６）、（１．２）
＋（３．３２）＋（４．６）、（１．２）＋（３．３３）＋（４．６）、（１．３）＋（
３．１）＋（４．１）、（１．３）＋（３．２）＋（４．１）、（１．３）＋（３．３）
＋（４．１）、（１．３）＋（３．４）＋（４．１）、（１．３）＋（３．５）＋（４．
１）、（１．３）＋（３．６）＋（４．１）、（１．３）＋（３．７）＋（４．１）、（
１．３）＋（３．８）＋（４．１）、（１．３）＋（３．９）＋（４．１）、（１．３）
＋（３．１０）＋（４．１）、（１．３）＋（３．１１）＋（４．１）、（１．３）＋（
３．１２）＋（４．１）、（１．３）＋（３．１３）＋（４．１）、（１．３）＋（３．
１４）＋（４．１）、（１．３）＋（３．１５）＋（４．１）、（１．３）＋（３．１６
）＋（４．１）、（１．３）＋（３．１７）＋（４．１）、（１．３）＋（３．１８）＋
（４．１）、（１．３）＋（３．１９）＋（４．１）、（１．３）＋（３．２０）＋（４
．１）、（１．３）＋（３．２１）＋（４．１）、（１．３）＋（３．２２）＋（４．１
）、（１．３）＋（３．２３）＋（４．１）、（１．３）＋（３．２４）＋（４．１）、
（１．３）＋（３．２５）＋（４．１）、（１．３）＋（３．２６）＋（４．１）、（１
．３）＋（３．２７）＋（４．１）、（１．３）＋（３．２８）＋（４．１）、（１．３
）＋（３．２９）＋（４．１）、（１．３）＋（３．３０）＋（４．１）、（１．３）＋
（３．３１）＋（４．１）、（１．３）＋（３．３２）＋（４．１）、（１．３）＋（３
．３３）＋（４．１）、（１．３）＋（３．１）＋（４．２）、（１．３）＋（３．２）
＋（４．２）、（１．３）＋（３．３）＋（４．２）、（１．３）＋（３．４）＋（４．
２）、（１．３）＋（３．５）＋（４．２）、（１．３）＋（３．６）＋（４．２）、（
１．３）＋（３．７）＋（４．２）、（１．３）＋（３．８）＋（４．２）、（１．３）
＋（３．９）＋（４．２）、（１．３）＋（３．１０）＋（４．２）、（１．３）＋（３
．１１）＋（４．２）、（１．３）＋（３．１２）＋（４．２）、（１．３）＋（３．１
３）＋（４．２）、（１．３）＋（３．１４）＋（４．２）、（１．３）＋（３．１５）
＋（４．２）、（１．３）＋（３．１６）＋（４．２）、（１．３）＋（３．１７）＋（
４．２）、（１．３）＋（３．１８）＋（４．２）、（１．３）＋（３．１９）＋（４．
２）、（１．３）＋（３．２０）＋（４．２）、（１．３）＋（３．２１）＋（４．２）
、（１．３）＋（３．２２）＋（４．２）、（１．３）＋（３．２３）＋（４．２）、（
１．３）＋（３．２４）＋（４．２）、（１．３）＋（３．２５）＋（４．２）、（１．
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３）＋（３．２６）＋（４．２）、（１．３）＋（３．２７）＋（４．２）、（１．３）
＋（３．２８）＋（４．２）、（１．３）＋（３．２９）＋（４．２）、（１．３）＋（
３．３０）＋（４．２）、（１．３）＋（３．３１）＋（４．２）、（１．３）＋（３．
３２）＋（４．２）、（１．３）＋（３．３３）＋（４．２）、（１．３）＋（３．１）
＋（４．３）、（１．３）＋（３．２）＋（４．３）、（１．３）＋（３．３）＋（４．
３）、（１．３）＋（３．４）＋（４．３）、（１．３）＋（３．５）＋（４．３）、（
１．３）＋（３．６）＋（４．３）、（１．３）＋（３．７）＋（４．３）、（１．３）
＋（３．８）＋（４．３）、（１．３）＋（３．９）＋（４．３）、（１．３）＋（３．
１０）＋（４．３）、（１．３）＋（３．１１）＋（４．３）、（１．３）＋（３．１２
）＋（４．３）、（１．３）＋（３．１３）＋（４．３）、（１．３）＋（３．１４）＋
（４．３）、（１．３）＋（３．１５）＋（４．３）、（１．３）＋（３．１６）＋（４
．３）、（１．３）＋（３．１７）＋（４．３）、（１．３）＋（３．１８）＋（４．３
）、（１．３）＋（３．１９）＋（４．３）、（１．３）＋（３．２０）＋（４．３）、
（１．３）＋（３．２１）＋（４．３）、（１．３）＋（３．２２）＋（４．３）、（１
．３）＋（３．２３）＋（４．３）、（１．３）＋（３．２４）＋（４．３）、（１．３
）＋（３．２５）＋（４．３）、（１．３）＋（３．２６）＋（４．３）、（１．３）＋
（３．２７）＋（４．３）、（１．３）＋（３．２８）＋（４．３）、（１．３）＋（３
．２９）＋（４．３）、（１．３）＋（３．３０）＋（４．３）、（１．３）＋（３．３
１）＋（４．３）、（１．３）＋（３．３２）＋（４．３）、（１．３）＋（３．３３）
＋（４．３）、（１．３）＋（３．１）＋（４．４）、（１．３）＋（３．２）＋（４．
４）、（１．３）＋（３．３）＋（４．４）、（１．３）＋（３．４）＋（４．４）、（
１．３）＋（３．５）＋（４．４）、（１．３）＋（３．６）＋（４．４）、（１．３）
＋（３．７）＋（４．４）、（１．３）＋（３．８）＋（４．４）、（１．３）＋（３．
９）＋（４．４）、（１．３）＋（３．１０）＋（４．４）、（１．３）＋（３．１１）
＋（４．４）、（１．３）＋（３．１２）＋（４．４）、（１．３）＋（３．１３）＋（
４．４）、（１．３）＋（３．１４）＋（４．４）、（１．３）＋（３．１５）＋（４．
４）、（１．３）＋（３．１６）＋（４．４）、（１．３）＋（３．１７）＋（４．４）
、（１．３）＋（３．１８）＋（４．４）、（１．３）＋（３．１９）＋（４．４）、（
１．３）＋（３．２０）＋（４．４）、（１．３）＋（３．２１）＋（４．４）、（１．
３）＋（３．２２）＋（４．４）、（１．３）＋（３．２３）＋（４．４）、（１．３）
＋（３．２４）＋（４．４）、（１．３）＋（３．２５）＋（４．４）、（１．３）＋（
３．２６）＋（４．４）、（１．３）＋（３．２７）＋（４．４）、（１．３）＋（３．
２８）＋（４．４）、（１．３）＋（３．２９）＋（４．４）、（１．３）＋（３．３０
）＋（４．４）、（１．３）＋（３．３１）＋（４．４）、（１．３）＋（３．３２）＋
（４．４）、（１．３）＋（３．３３）＋（４．４）、（１．３）＋（３．１）＋（４．
５）、（１．３）＋（３．２）＋（４．５）、（１．３）＋（３．３）＋（４．５）、（
１．３）＋（３．４）＋（４．５）、（１．３）＋（３．５）＋（４．５）、（１．３）
＋（３．６）＋（４．５）、（１．３）＋（３．７）＋（４．５）、（１．３）＋（３．
８）＋（４．５）、（１．３）＋（３．９）＋（４．５）、（１．３）＋（３．１０）＋
（４．５）、（１．３）＋（３．１１）＋（４．５）、（１．３）＋（３．１２）＋（４
．５）、（１．３）＋（３．１３）＋（４．５）、（１．３）＋（３．１４）＋（４．５
）、（１．３）＋（３．１５）＋（４．５）、（１．３）＋（３．１６）＋（４．５）、
（１．３）＋（３．１７）＋（４．５）、（１．３）＋（３．１８）＋（４．５）、（１
．３）＋（３．１９）＋（４．５）、（１．３）＋（３．２０）＋（４．５）、（１．３
）＋（３．２１）＋（４．５）、（１．３）＋（３．２２）＋（４．５）、（１．３）＋
（３．２３）＋（４．５）、（１．３）＋（３．２４）＋（４．５）、（１．３）＋（３
．２５）＋（４．５）、（１．３）＋（３．２６）＋（４．５）、（１．３）＋（３．２
７）＋（４．５）、（１．３）＋（３．２８）＋（４．５）、（１．３）＋（３．２９）
＋（４．５）、（１．３）＋（３．３０）＋（４．５）、（１．３）＋（３．３１）＋（
４．５）、（１．３）＋（３．３２）＋（４．５）、（１．３）＋（３．３３）＋（４．
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５）、（１．３）＋（３．１）＋（４．６）、（１．３）＋（３．２）＋（４．６）、（
１．３）＋（３．３）＋（４．６）、（１．３）＋（３．４）＋（４．６）、（１．３）
＋（３．５）＋（４．６）、（１．３）＋（３．６）＋（４．６）、（１．３）＋（３．
７）＋（４．６）、（１．３）＋（３．８）＋（４．６）、（１．３）＋（３．９）＋（
４．６）、（１．３）＋（３．１０）＋（４．６）、（１．３）＋（３．１１）＋（４．
６）、（１．３）＋（３．１２）＋（４．６）、（１．３）＋（３．１３）＋（４．６）
、（１．３）＋（３．１４）＋（４．６）、（１．３）＋（３．１５）＋（４．６）、（
１．３）＋（３．１６）＋（４．６）、（１．３）＋（３．１７）＋（４．６）、（１．
３）＋（３．１８）＋（４．６）、（１．３）＋（３．１９）＋（４．６）、（１．３）
＋（３．２０）＋（４．６）、（１．３）＋（３．２１）＋（４．６）、（１．３）＋（
３．２２）＋（４．６）、（１．３）＋（３．２３）＋（４．６）、（１．３）＋（３．
２４）＋（４．６）、（１．３）＋（３．２５）＋（４．６）、（１．３）＋（３．２６
）＋（４．６）、（１．３）＋（３．２７）＋（４．６）、（１．３）＋（３．２８）＋
（４．６）、（１．３）＋（３．２９）＋（４．６）、（１．３）＋（３．３０）＋（４
．６）、（１．３）＋（３．３１）＋（４．６）、（１．３）＋（３．３２）＋（４．６
）、（１．３）＋（３．３３）＋（４．６）、（１．４）＋（３．１）＋（４．１）、（
１．４）＋（３．２）＋（４．１）、（１．４）＋（３．３）＋（４．１）、（１．４）
＋（３．４）＋（４．１）、（１．４）＋（３．５）＋（４．１）、（１．４）＋（３．
６）＋（４．１）、（１．４）＋（３．７）＋（４．１）、（１．４）＋（３．８）＋（
４．１）、（１．４）＋（３．９）＋（４．１）、（１．４）＋（３．１０）＋（４．１
）
、（１．４）＋（３．１１）＋（４．１）、（１．４）＋（３．１２）＋（４．１）、（
１．４）＋（３．１３）＋（４．１）、（１．４）＋（３．１４）＋（４．１）、（１．
４）＋（３．１５）＋（４．１）、（１．４）＋（３．１６）＋（４．１）、（１．４）
＋（３．１７）＋（４．１）、（１．４）＋（３．１８）＋（４．１）、（１．４）＋（
３．１９）＋（４．１）、（１．４）＋（３．２０）＋（４．１）、（１．４）＋（３．
２１）＋（４．１）、（１．４）＋（３．２２）＋（４．１）、（１．４）＋（３．２３
）＋（４．１）、（１．４）＋（３．２４）＋（４．１）、（１．４）＋（３．２５）＋
（４．１）、（１．４）＋（３．２６）＋（４．１）、（１．４）＋（３．２７）＋（４
．１）、（１．４）＋（３．２８）＋（４．１）、（１．４）＋（３．２９）＋（４．１
）、（１．４）＋（３．３０）＋（４．１）、（１．４）＋（３．３１）＋（４．１）、
（１．４）＋（３．３２）＋（４．１）、（１．４）＋（３．３３）＋（４．１）、（１
．４）＋（３．１）＋（４．２）、（１．４）＋（３．２）＋（４．２）、（１．４）＋
（３．３）＋（４．２）、（１．４）＋（３．４）＋（４．２）、（１．４）＋（３．５
）＋（４．２）、（１．４）＋（３．６）＋（４．２）、（１．４）＋（３．７）＋（４
．２）、（１．４）＋（３．８）＋（４．２）、（１．４）＋（３．９）＋（４．２）、
（１．４）＋（３．１０）＋（４．２）、（１．４）＋（３．１１）＋（４．２）、（１
．４）＋（３．１２）＋（４．２）、（１．４）＋（３．１３）＋（４．２）、（１．４
）＋（３．１４）＋（４．２）、（１．４）＋（３．１５）＋（４．２）、（１．４）＋
（３．１６）＋（４．２）、（１．４）＋（３．１７）＋（４．２）、（１．４）＋（３
．１８）＋（４．２）、（１．４）＋（３．１９）＋（４．２）、（１．４）＋（３．２
０）＋（４．２）、（１．４）＋（３．２１）＋（４．２）、（１．４）＋（３．２２）
＋（４．２）、（１．４）＋（３．２３）＋（４．２）、（１．４）＋（３．２４）＋（
４．２）、（１．４）＋（３．２５）＋（４．２）、（１．４）＋（３．２６）＋（４．
２）、（１．４）＋（３．２７）＋（４．２）、（１．４）＋（３．２８）＋（４．２）
、（１．４）＋（３．２９）＋（４．２）、（１．４）＋（３．３０）＋（４．２）、（
１．４）＋（３．３１）＋（４．２）、（１．４）＋（３．３２）＋（４．２）、（１．
４）＋（３．３３）＋（４．２）、（１．４）＋（３．１）＋（４．３）、（１．４）＋
（３．２）＋（４．３）、（１．４）＋（３．３）＋（４．３）、（１．４）＋（３．４
）＋（４．３）、（１．４）＋（３．５）＋（４．３）、（１．４）＋（３．６）＋（４
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．３）、（１．４）＋（３．７）＋（４．３）、（１．４）＋（３．８）＋（４．３）、
（１．４）＋（３．９）＋（４．３）、（１．４）＋（３．１０）＋（４．３）、（１．
４）＋（３．１１）＋（４．３）、（１．４）＋（３．１２）＋（４．３）、（１．４）
＋（３．１３）＋（４．３）、（１．４）＋（３．１４）＋（４．３）、（１．４）＋（
３．１５）＋（４．３）、（１．４）＋（３．１６）＋（４．３）、（１．４）＋（３．
１７）＋（４．３）、（１．４）＋（３．１８）＋（４．３）、（１．４）＋（３．１９
）＋（４．３）、（１．４）＋（３．２０）＋（４．３）、（１．４）＋（３．２１）＋
（４．３）、（１．４）＋（３．２２）＋（４．３）、（１．４）＋（３．２３）＋（４
．３）、（１．４）＋（３．２４）＋（４．３）、（１．４）＋（３．２５）＋（４．３
）、（１．４）＋（３．２６）＋（４．３）、（１．４）＋（３．２７）＋（４．３）、
（１．４）＋（３．２８）＋（４．３）、（１．４）＋（３．２９）＋（４．３）、（１
．４）＋（３．３０）＋（４．３）、（１．４）＋（３．３１）＋（４．３）、（１．４
）＋（３．３２）＋（４．３）、（１．４）＋（３．３３）＋（４．３）、（１．４）＋
（３．１）＋（４．４）、（１．４）＋（３．２）＋（４．４）、（１．４）＋（３．３
）＋（４．４）、（１．４）＋（３．４）＋（４．４）、（１．４）＋（３．５）＋（４
．４）、（１．４）＋（３．６）＋（４．４）、（１．４）＋（３．７）＋（４．４）、
（１．４）＋（３．８）＋（４．４）、（１．４）＋（３．９）＋（４．４）、（１．４
）＋（３．１０）＋（４．４）、（１．４）＋（３．１１）＋（４．４）、（１．４）＋
（３．１２）＋（４．４）、（１．４）＋（３．１３）＋（４．４）、（１．４）＋（３
．１４）＋（４．４）、（１．４）＋（３．１５）＋（４．４）、（１．４）＋（３．１
６）＋（４．４）、（１．４）＋（３．１７）＋（４．４）、（１．４）＋（３．１８）
＋（４．４）、（１．４）＋（３．１９）＋（４．４）、（１．４）＋（３．２０）＋（
４．４）、（１．４）＋（３．２１）＋（４．４）、（１．４）＋（３．２２）＋（４．
４）、（１．４）＋（３．２３）＋（４．４）、（１．４）＋（３．２４）＋（４．４）
、（１．４）＋（３．２５）＋（４．４）、（１．４）＋（３．２６）＋（４．４）、（
１．４）＋（３．２７）＋（４．４）、（１．４）＋（３．２８）＋（４．４）、（１．
４）＋（３．２９）＋（４．４）、（１．４）＋（３．３０）＋（４．４）、（１．４）
＋（３．３１）＋（４．４）、（１．４）＋（３．３２）＋（４．４）、（１．４）＋（
３．３３）＋（４．４）、（１．４）＋（３．１）＋（４．５）、（１．４）＋（３．２
）＋（４．５）、（１．４）＋（３．３）＋（４．５）、（１．４）＋（３．４）＋（４
．５）、（１．４）＋（３．５）＋（４．５）、（１．４）＋（３．６）＋（４．５）、
（１．４）＋（３．７）＋（４．５）、（１．４）＋（３．８）＋（４．５）、（１．４
）＋（３．９）＋（４．５）、（１．４）＋（３．１０）＋（４．５）、（１．４）＋（
３．１１）＋（４．５）、（１．４）＋（３．１２）＋（４．５）、（１．４）＋（３．
１３）＋（４．５）、（１．４）＋（３．１４）＋（４．５）、（１．４）＋（３．１５
）＋（４．５）、（１．４）＋（３．１６）＋（４．５）、（１．４）＋（３．１７）＋
（４．５）、（１．４）＋（３．１８）＋（４．５）、（１．４）＋（３．１９）＋（４
．５）、（１．４）＋（３．２０）＋（４．５）、（１．４）＋（３．２１）＋（４．５
）、（１．４）＋（３．２２）＋（４．５）、（１．４）＋（３．２３）＋（４．５）、
（１．４）＋（３．２４）＋（４．５）、（１．４）＋（３．２５）＋（４．５）、（１
．４）＋（３．２６）＋（４．５）、（１．４）＋（３．２７）＋（４．５）、（１．４
）＋（３．２８）＋（４．５）、（１．４）＋（３．２９）＋（４．５）、（１．４）＋
（３．３０）＋（４．５）、（１．４）＋（３．３１）＋（４．５）、（１．４）＋（３
．３２）＋（４．５）、（１．４）＋（３．３３）＋（４．５）、（１．４）＋（３．１
）＋（４．６）、（１．４）＋（３．２）＋（４．６）、（１．４）＋（３．３）＋（４
．６）、（１．４）＋（３．４）＋（４．６）、（１．４）＋（３．５）＋（４．６）、
（１．４）＋（３．６）＋（４．６）、（１．４）＋（３．７）＋（４．６）、（１．４
）＋（３．８）＋（４．６）、（１．４）＋（３．９）＋（４．６）、（１．４）＋（３
．１０）＋（４．６）、（１．４）＋（３．１１）＋（４．６）、（１．４）＋（３．１
２）＋（４．６）、（１．４）＋（３．１３）＋（４．６）、（１．４）＋（３．１４）
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＋（４．６）、（１．４）＋（３．１５）＋（４．６）、（１．４）＋（３．１６）＋（
４．６）、（１．４）＋（３．１７）＋（４．６）、（１．４）＋（３．１８）＋（４．
６）、（１．４）＋（３．１９）＋（４．６）、（１．４）＋（３．２０）＋（４．６）
、（１．４）＋（３．２１）＋（４．６）、（１．４）＋（３．２２）＋（４．６）、（
１．４）＋（３．２３）＋（４．６）、（１．４）＋（３．２４）＋（４．６）、（１．
４）＋（３．２５）＋（４．６）、（１．４）＋（３．２６）＋（４．６）、（１．４）
＋（３．２７）＋（４．６）、（１．４）＋（３．２８）＋（４．６）、（１．４）＋（
３．２９）＋（４．６）、（１．４）＋（３．３０）＋（４．６）、（１．４）＋（３．
３１）＋（４．６）、（１．４）＋（３．３２）＋（４．６）、（１．４）＋（３．３３
）＋（４．６）、（１．１）＋（３．１）＋（５）、（１．１）＋（３．２）＋（５）、
（１．１）＋（３．３）＋（５）、（１．１）＋（３．４）＋（５）、（１．１）＋（３
．５）＋（５）、（１．１）＋（３．６）＋（５）、（１．１）＋（３．７）＋（５）、
（１．１）＋（３．８）＋（５）、（１．１）＋（３．９）＋（５）、（１．１）＋（３
．１０）＋（５）、（１．１）＋（３．１１）＋（５）、（１．１）＋（３．１２）＋（
５）、（１．１）＋（３．１３）＋（５）、（１．１）＋（３．１４）＋（５）、（１．
１）＋（３．１５）＋（５）、（１．１）＋（３．１６）＋（５）、（１．１）＋（３．
１７）＋（５）、（１．１）＋（３．１８）＋（５）、（１．１）＋（３．１９）＋（５
）、（１．１）＋（３．２０）＋（５）、（１．１）＋（３．２１）＋（５）、（１．１
）＋（３．２２）＋（５）、（１．１）＋（３．２３）＋（５）、（１．１）＋（３．２
４）＋（５）、（１．１）＋（３．２５）＋（５）、（１．１）＋（３．２６）＋（５）
、（１．１）＋（３．２７）＋（５）、（１．１）＋（３．２８）＋（５）、（１．１）
＋（３．２９）＋（５）、（１．１）＋（３．３０）＋（５）、（１．１）＋（３．３１
）＋（５）、（１．１）＋（３．３２）＋（５）、（１．１）＋（３．３３）＋（５）、
（１．２）＋（３．１）＋（５）、（１．２）＋（３．２）＋（５）、（１．２）＋（３
．３）＋（５）、（１．２）＋（３．４）＋（５）、（１．２）＋（３．５）＋（５）、
（１．２）＋（３．６）＋（５）、（１．２）＋（３．７）＋（５）、（１．２）＋（３
．８）＋（５）、（１．２）＋（３．９）＋（５）、（１．２）＋（３．１０）＋（５）
、（１．２）＋（３．１１）＋（５）、（１．２）＋（３．１２）＋（５）、（１．２）
＋（３．１３）＋（５）、（１．２）＋（３．１４）＋（５）、（１．２）＋（３．１５
）＋（５）、（１．２）＋（３．１６）＋（５）、（１．２）＋（３．１７）＋（５）、
（１．２）＋（３．１８）＋（５）、（１．２）＋（３．１９）＋（５）、（１．２）＋
（３．２０）＋（５）、（１．２）＋（３．２１）＋（５）、（１．２）＋（３．２２）
＋（５）、（１．２）＋（３．２３）＋（５）、（１．２）＋（３．２４）＋（５）、（
１．２）＋（３．２５）＋（５）、（１．２）＋（３．２６）＋（５）、（１．２）＋（
３．２７）＋（５）、（１．２）＋（３．２８）＋（５）、（１．２）＋（３．２９）＋
（５）、（１．２）＋（３．３０）＋（５）、（１．２）＋（３．３１）＋（５）、（１
．２）＋（３．３２）＋（５）、（１．２）＋（３．３３）＋（５）、（１．３）＋（３
．１）＋（５）、（１．３）＋（３．２）＋（５）、（１．３）＋（３．３）＋（５）、
（１．３）＋（３．４）＋（５）、（１．３）＋（３．５）＋（５）、（１．３）＋（３
．６）＋（５）、（１．３）＋（３．７）＋（５）、（１．３）＋（３．８）＋（５）、
（１．３）＋（３．９）＋（５）、（１．３）＋（３．１０）＋（５）、（１．３）＋（
３．１１）＋（５）、（１．３）＋（３．１２）＋（５）、（１．３）＋（３．１３）＋
（５）、（１．３）＋（３．１４）＋（５）、（１．３）＋（３．１５）＋（５）、（１
．３）＋（３．１６）＋（５）、（１．３）＋（３．１７）＋（５）、（１．３）＋（３
．１８）＋（５）、（１．３）＋（３．１９）＋（５）、（１．３）＋（３．２０）＋（
５）、（１．３）＋（３．２１）＋（５）、（１．３）＋（３．２２）＋（５）、（１．
３）＋（３．２３）＋（５）、（１．３）＋（３．２４）＋（５）、（１．３）＋（３．
２５）＋（５）、（１．３）＋（３．２６）＋（５）、（１．３）＋（３．２７）＋（５
）、（１．３）＋（３．２８）＋（５）、（１．３）＋（３．２９）＋（５）、（１．３
）
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＋（３．３０）＋（５）、（１．３）＋（３．３１）＋（５）、（１．３）＋（３．３２
）＋（５）、（１．３）＋（３．３３）＋（５）、（１．４）＋（３．１）＋（５）、（
１．４）＋（３．２）＋（５）、（１．４）＋（３．３）＋（５）、（１．４）＋（３．
４）＋（５）、（１．４）＋（３．５）＋（５）、（１．４）＋（３．６）＋（５）、（
１．４）＋（３．７）＋（５）、（１．４）＋（３．８）＋（５）、（１．４）＋（３．
９）＋（５）、（１．４）＋（３．１０）＋（５）、（１．４）＋（３．１１）＋（５）
、（１．４）＋（３．１２）＋（５）、（１．４）＋（３．１３）＋（５）、（１．４）
＋（３．１４）＋（５）、（１．４）＋（３．１５）＋（５）、（１．４）＋（３．１６
）＋（５）、（１．４）＋（３．１７）＋（５）、（１．４）＋（３．１８）＋（５）、
（１．４）＋（３．１９）＋（５）、（１．４）＋（３．２０）＋（５）、（１．４）＋
（３．２１）＋（５）、（１．４）＋（３．２２）＋（５）、（１．４）＋（３．２３）
＋（５）、（１．４）＋（３．２４）＋（５）、（１．４）＋（３．２５）＋（５）、（
１．４）＋（３．２６）＋（５）、（１．４）＋（３．２７）＋（５）、（１．４）＋（
３．２８）＋（５）、（１．４）＋（３．２９）＋（５）、（１．４）＋（３．３０）＋
（５）、（１．４）＋（３．３１）＋（５）、（１．４）＋（３．３２）＋（５）、（１
．４）＋（３．３３）＋（５）、（１．１）＋（３．１）＋（６．１）、（１．１）＋（
３．２）＋（６．１）、（１．１）＋（３．３）＋（６．１）、（１．１）＋（３．４）
＋（６．１）、（１．１）＋（３．５）＋（６．１）、（１．１）＋（３．６）＋（６．
１）、（１．１）＋（３．７）＋（６．１）、（１．１）＋（３．８）＋（６．１）、（
１．１）＋（３．９）＋（６．１）、（１．１）＋（３．１０）＋（６．１）、（１．１
）＋（３．１１）＋（６．１）、（１．１）＋（３．１２）＋（６．１）、（１．１）＋
（３．１３）＋（６．１）、（１．１）＋（３．１４）＋（６．１）、（１．１）＋（３
．１５）＋（６．１）、（１．１）＋（３．１６）＋（６．１）、（１．１）＋（３．１
７）＋（６．１）、（１．１）＋（３．１８）＋（６．１）、（１．１）＋（３．１９）
＋（６．１）、（１．１）＋（３．２０）＋（６．１）、（１．１）＋（３．２１）＋（
６．１）、（１．１）＋（３．２２）＋（６．１）、（１．１）＋（３．２３）＋（６．
１）、（１．１）＋（３．２４）＋（６．１）、（１．１）＋（３．２５）＋（６．１）
、（１．１）＋（３．２６）＋（６．１）、（１．１）＋（３．２７）＋（６．１）、（
１．１）＋（３．２８）＋（６．１）、（１．１）＋（３．２９）＋（６．１）、（１．
１）＋（３．３０）＋（６．１）、（１．１）＋（３．３１）＋（６．１）、（１．１）
＋（３．３２）＋（６．１）、（１．１）＋（３．３３）＋（６．１）、（１．１）＋（
３．１）＋（６．２）、（１．１）＋（３．２）＋（６．２）、（１．１）＋（３．３）
＋（６．２）、（１．１）＋（３．４）＋（６．２）、（１．１）＋（３．５）＋（６．
２）、（１．１）＋（３．６）＋（６．２）、（１．１）＋（３．７）＋（６．２）、（
１．１）＋（３．８）＋（６．２）、（１．１）＋（３．９）＋（６．２）、（１．１）
＋（３．１０）＋（６．２）、（１．１）＋（３．１１）＋（６．２）、（１．１）＋（
３．１２）＋（６．２）、（１．１）＋（３．１３）＋（６．２）、（１．１）＋（３．
１４）＋（６．２）、（１．１）＋（３．１５）＋（６．２）、（１．１）＋（３．１６
）＋（６．２）、（１．１）＋（３．１７）＋（６．２）、（１．１）＋（３．１８）＋
（６．２）、（１．１）＋（３．１９）＋（６．２）、（１．１）＋（３．２０）＋（６
．２）、（１．１）＋（３．２１）＋（６．２）、（１．１）＋（３．２２）＋（６．２
）、（１．１）＋（３．２３）＋（６．２）、（１．１）＋（３．２４）＋（６．２）、
（１．１）＋（３．２５）＋（６．２）、（１．１）＋（３．２６）＋（６．２）、（１
．１）＋（３．２７）＋（６．２）、（１．１）＋（３．２８）＋（６．２）、（１．１
）＋（３．２９）＋（６．２）、（１．１）＋（３．３０）＋（６．２）、（１．１）＋
（３．３１）＋（６．２）、（１．１）＋（３．３２）＋（６．２）、（１．１）＋（３
．３３）＋（６．２）、（１．１）＋（３．１）＋（６．３）、（１．１）＋（３．２）
＋（６．３）、（１．１）＋（３．３）＋（６．３）、（１．１）＋（３．４）＋（６．
３）、（１．１）＋（３．５）＋（６．３）、（１．１）＋（３．６）＋（６．３）、（
１．１）＋（３．７）＋（６．３）、（１．１）＋（３．８）＋（６．３）、（１．１）
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＋（３．９）＋（６．３）、（１．１）＋（３．１０）＋（６．３）、（１．１）＋（３
．１１）＋（６．３）、（１．１）＋（３．１２）＋（６．３）、（１．１）＋（３．１
３）＋（６．３）、（１．１）＋（３．１４）＋（６．３）、（１．１）＋（３．１５）
＋（６．３）、（１．１）＋（３．１６）＋（６．３）、（１．１）＋（３．１７）＋（
６．３）、（１．１）＋（３．１８）＋（６．３）、（１．１）＋（３．１９）＋（６．
３）、（１．１）＋（３．２０）＋（６．３）、（１．１）＋（３．２１）＋（６．３）
、（１．１）＋（３．２２）＋（６．３）、（１．１）＋（３．２３）＋（６．３）、（
１．１）＋（３．２４）＋（６．３）、（１．１）＋（３．２５）＋（６．３）、（１．
１）＋（３．２６）＋（６．３）、（１．１）＋（３．２７）＋（６．３）、（１．１）
＋（３．２８）＋（６．３）、（１．１）＋（３．２９）＋（６．３）、（１．１）＋（
３．３０）＋（６．３）、（１．１）＋（３．３１）＋（６．３）、（１．１）＋（３．
３２）＋（６．３）、（１．１）＋（３．３３）＋（６．３）、（１．２）＋（３．１）
＋（６．１）、（１．２）＋（３．２）＋（６．１）、（１．２）＋（３．３）＋（６．
１）、（１．２）＋（３．４）＋（６．１）、（１．２）＋（３．５）＋（６．１）、（
１．２）＋（３．６）＋（６．１）、（１．２）＋（３．７）＋（６．１）、（１．２）
＋（３．８）＋（６．１）、（１．２）＋（３．９）＋（６．１）、（１．２）＋（３．
１０）＋（６．１）、（１．２）＋（３．１１）＋（６．１）、（１．２）＋（３．１２
）＋（６．１）、（１．２）＋（３．１３）＋（６．１）、（１．２）＋（３．１４）＋
（６．１）、（１．２）＋（３．１５）＋（６．１）、（１．２）＋（３．１６）＋（６
．１）、（１．２）＋（３．１７）＋（６．１）、（１．２）＋（３．１８）＋（６．１
）、（１．２）＋（３．１９）＋（６．１）、（１．２）＋（３．２０）＋（６．１）、
（１．２）＋（３．２１）＋（６．１）、（１．２）＋（３．２２）＋（６．１）、（１
．２）＋（３．２３）＋（６．１）、（１．２）＋（３．２４）＋（６．１）、（１．２
）＋（３．２５）＋（６．１）、（１．２）＋（３．２６）＋（６．１）、（１．２）＋
（３．２７）＋（６．１）、（１．２）＋（３．２８）＋（６．１）、（１．２）＋（３
．２９）＋（６．１）、（１．２）＋（３．３０）＋（６．１）、（１．２）＋（３．３
１）＋（６．１）、（１．２）＋（３．３２）＋（６．１）、（１．２）＋（３．３３）
＋（６．１）、（１．２）＋（３．１）＋（６．２）、（１．２）＋（３．２）＋（６．
２）、（１．２）＋（３．３）＋（６．２）、（１．２）＋（３．４）＋（６．２）、（
１．２）＋（３．５）＋（６．２）、（１．２）＋（３．６）＋（６．２）、（１．２）
＋（３．７）＋（６．２）、（１．２）＋（３．８）＋（６．２）、（１．２）＋（３．
９）＋（６．２）、（１．２）＋（３．１０）＋（６．２）、（１．２）＋（３．１１）
＋（６．２）、（１．２）＋（３．１２）＋（６．２）、（１．２）＋（３．１３）＋（
６．２）、（１．２）＋（３．１４）＋（６．２）、（１．２）＋（３．１５）＋（６．
２）、（１．２）＋（３．１６）＋（６．２）、（１．２）＋（３．１７）＋（６．２）
、（１．２）＋（３．１８）＋（６．２）、（１．２）＋（３．１９）＋（６．２）、（
１．２）＋（３．２０）＋（６．２）、（１．２）＋（３．２１）＋（６．２）、（１．
２）＋（３．２２）＋（６．２）、（１．２）＋（３．２３）＋（６．２）、（１．２）
＋（３．２４）＋（６．２）、（１．２）＋（３．２５）＋（６．２）、（１．２）＋（
３．２６）＋（６．２）、（１．２）＋（３．２７）＋（６．２）、（１．２）＋（３．
２８）＋（６．２）、（１．２）＋（３．２９）＋（６．２）、（１．２）＋（３．３０
）＋（６．２）、（１．２）＋（３．３１）＋（６．２）、（１．２）＋（３．３２）＋
（６．２）、（１．２）＋（３．３３）＋（６．２）、（１．２）＋（３．１）＋（６．
３）、（１．２）＋（３．２）＋（６．３）、（１．２）＋（３．３）＋（６．３）、（
１．２）＋（３．４）＋（６．３）、（１．２）＋（３．５）＋（６．３）、（１．２）
＋（３．６）＋（６．３）、（１．２）＋（３．７）＋（６．３）、（１．２）＋（３．
８）＋（６．３）、（１．２）＋（３．９）＋（６．３）、（１．２）＋（３．１０）＋
（６．３）、（１．２）＋（３．１１）＋（６．３）、（１．２）＋（３．１２）＋（６
．３）、（１．２）＋（３．１３）＋（６．３）、（１．２）＋（３．１４）＋（６．３
）、（１．２）＋（３．１５）＋（６．３）、（１．２）＋（３．１６）＋（６．３）、
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（１．２）＋（３．１７）＋（６．３）、（１．２）＋（３．１８）＋（６．３）、（１
．２）＋（３．１９）＋（６．３）、（１．２）＋（３．２０）＋（６．３）、（１．２
）＋（３．２１）＋（６．３）、（１．２）＋（３．２２）＋（６．３）、（１．２）＋
（３．２３）＋（６．３）、（１．２）＋（３．２４）＋（６．３）、（１．２）＋（３
．２５）＋（６．３）、（１．２）＋（３．２６）＋（６．３）、（１．２）＋（３．２
７）＋（６．３）、（１．２）＋（３．２８）＋（６．３）、（１．２）＋（３．２９）
＋（６．３）、（１．２）＋（３．３０）＋（６．３）、（１．２）＋（３．３１）＋（
６．３）、（１．２）＋（３．３２）＋（６．３）、（１．２）＋（３．３３）＋（６．
３）、（１．３）＋（３．１）＋（６．１）、（１．３）＋（３．２）＋（６．１）、（
１．３）＋（３．３）＋（６．１）、（１．３）＋（３．４）＋（６．１）、（１．３）
＋（３．５）＋（６．１）、（１．３）＋（３．６）＋（６．１）、（１．３）＋（３．
７）＋（６．１）、（１．３）＋（３．８）＋（６．１）、（１．３）＋（３．９）＋（
６．１）、（１．３）＋（３．１０）＋（６．１）、（１．３）＋（３．１１）＋（６．
１）、（１．３）＋（３．１２）＋（６．１）、（１．３）＋（３．１３）＋（６．１）
、（１．３）＋（３．１４）＋（６．１）、（１．３）＋（３．１５）＋（６．１）、（
１．３）＋（３．１６）＋（６．１）、（１．３）＋（３．１７）＋（６．１）、（１．
３）＋（３．１８）＋（６．１）、（１．３）＋（３．１９）＋（６．１）、（１．３）
＋（３．２０）＋（６．１）、（１．３）＋（３．２１）＋（６．１）、（１．３）＋（
３．２２）＋（６．１）、（１．３）＋（３．２３）＋（６．１）、（１．３）＋（３．
２４）＋（６．１）、（１．３）＋（３．２５）＋（６．１）、（１．３）＋（３．２６
）＋（６．１）、（１．３）＋（３．２７）＋（６．１）、（１．３）＋（３．２８）＋
（６．１）、（１．３）＋（３．２９）＋（６．１）、（１．３）＋（３．３０）＋（６
．１）、（１．３）＋（３．３１）＋（６．１）、（１．３）＋（３．３２）＋（６．１
）、（１．３）＋（３．３３）＋（６．１）、（１．３）＋（３．１）＋（６．２）、（
１．３）＋（３．２）＋（６．２）、（１．３）＋（３．３）＋（６．２）、（１．３）
＋（３．４）＋（６．２）、（１．３）＋（３．５）＋（６．２）、（１．３）＋（３．
６）＋（６．２）、（１．３）＋（３．７）＋（６．２）、（１．３）＋（３．８）＋（
６．２）、（１．３）＋（３．９）＋（６．２）、（１．３）＋（３．１０）＋（６．２
）
、（１．３）＋（３．１１）＋（６．２）、（１．３）＋（３．１２）＋（６．２）、（
１．３）＋（３．１３）＋（６．２）、（１．３）＋（３．１４）＋（６．２）、（１．
３）＋（３．１５）＋（６．２）、（１．３）＋（３．１６）＋（６．２）、（１．３）
＋（３．１７）＋（６．２）、（１．３）＋（３．１８）＋（６．２）、（１．３）＋（
３．１９）＋（６．２）、（１．３）＋（３．２０）＋（６．２）、（１．３）＋（３．
２１）＋（６．２）、（１．３）＋（３．２２）＋（６．２）、（１．３）＋（３．２３
）＋（６．２）、（１．３）＋（３．２４）＋（６．２）、（１．３）＋（３．２５）＋
（６．２）、（１．３）＋（３．２６）＋（６．２）、（１．３）＋（３．２７）＋（６
．２）、（１．３）＋（３．２８）＋（６．２）、（１．３）＋（３．２９）＋（６．２
）、（１．３）＋（３．３０）＋（６．２）、（１．３）＋（３．３１）＋（６．２）、
（１．３）＋（３．３２）＋（６．２）、（１．３）＋（３．３３）＋（６．２）、（１
．３）＋（３．１）＋（６．３）、（１．３）＋（３．２）＋（６．３）、（１．３）＋
（３．３）＋（６．３）、（１．３）＋（３．４）＋（６．３）、（１．３）＋（３．５
）＋（６．３）、（１．３）＋（３．６）＋（６．３）、（１．３）＋（３．７）＋（６
．３）、（１．３）＋（３．８）＋（６．３）、（１．３）＋（３．９）＋（６．３）、
（１．３）＋（３．１０）＋（６．３）、（１．３）＋（３．１１）＋（６．３）、（１
．３）＋（３．１２）＋（６．３）、（１．３）＋（３．１３）＋（６．３）、（１．３
）＋（３．１４）＋（６．３）、（１．３）＋（３．１５）＋（６．３）、（１．３）＋
（３．１６）＋（６．３）、（１．３）＋（３．１７）＋（６．３）、（１．３）＋（３
．１８）＋（６．３）、（１．３）＋（３．１９）＋（６．３）、（１．３）＋（３．２
０）＋（６．３）、（１．３）＋（３．２１）＋（６．３）、（１．３）＋（３．２２）
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＋（６．３）、（１．３）＋（３．２３）＋（６．３）、（１．３）＋（３．２４）＋（
６．３）、（１．３）＋（３．２５）＋（６．３）、（１．３）＋（３．２６）＋（６．
３）、（１．３）＋（３．２７）＋（６．３）、（１．３）＋（３．２８）＋（６．３）
、（１．３）＋（３．２９）＋（６．３）、（１．３）＋（３．３０）＋（６．３）、（
１．３）＋（３．３１）＋（６．３）、（１．３）＋（３．３２）＋（６．３）、（１．
３）＋（３．３３）＋（６．３）、（１．４）＋（３．１）＋（６．１）、（１．４）＋
（３．２）＋（６．１）、（１．４）＋（３．３）＋（６．１）、（１．４）＋（３．４
）＋（６．１）、（１．４）＋（３．５）＋（６．１）、（１．４）＋（３．６）＋（６
．１）、（１．４）＋（３．７）＋（６．１）、（１．４）＋（３．８）＋（６．１）、
（１．４）＋（３．９）＋（６．１）、（１．４）＋（３．１０）＋（６．１）、（１．
４）＋（３．１１）＋（６．１）、（１．４）＋（３．１２）＋（６．１）、（１．４）
＋（３．１３）＋（６．１）、（１．４）＋（３．１４）＋（６．１）、（１．４）＋（
３．１５）＋（６．１）、（１．４）＋（３．１６）＋（６．１）、（１．４）＋（３．
１７）＋（６．１）、（１．４）＋（３．１８）＋（６．１）、（１．４）＋（３．１９
）＋（６．１）、（１．４）＋（３．２０）＋（６．１）、（１．４）＋（３．２１）＋
（６．１）、（１．４）＋（３．２２）＋（６．１）、（１．４）＋（３．２３）＋（６
．１）、（１．４）＋（３．２４）＋（６．１）、（１．４）＋（３．２５）＋（６．１
）、（１．４）＋（３．２６）＋（６．１）、（１．４）＋（３．２７）＋（６．１）、
（１．４）＋（３．２８）＋（６．１）、（１．４）＋（３．２９）＋（６．１）、（１
．４）＋（３．３０）＋（６．１）、（１．４）＋（３．３１）＋（６．１）、（１．４
）＋（３．３２）＋（６．１）、（１．４）＋（３．３３）＋（６．１）、（１．４）＋
（３．１）＋（６．２）、（１．４）＋（３．２）＋（６．２）、（１．４）＋（３．３
）＋（６．２）、（１．４）＋（３．４）＋（６．２）、（１．４）＋（３．５）＋（６
．２）、（１．４）＋（３．６）＋（６．２）、（１．４）＋（３．７）＋（６．２）、
（１．４）＋（３．８）＋（６．２）、（１．４）＋（３．９）＋（６．２）、（１．４
）＋（３．１０）＋（６．２）、（１．４）＋（３．１１）＋（６．２）、（１．４）＋
（３．１２）＋（６．２）、（１．４）＋（３．１３）＋（６．２）、（１．４）＋（３
．１４）＋（６．２）、（１．４）＋（３．１５）＋（６．２）、（１．４）＋（３．１
６）＋（６．２）、（１．４）＋（３．１７）＋（６．２）、（１．４）＋（３．１８）
＋（６．２）、（１．４）＋（３．１９）＋（６．２）、（１．４）＋（３．２０）＋（
６．２）、（１．４）＋（３．２１）＋（６．２）、（１．４）＋（３．２２）＋（６．
２）、（１．４）＋（３．２３）＋（６．２）、（１．４）＋（３．２４）＋（６．２）
、（１．４）＋（３．２５）＋（６．２）、（１．４）＋（３．２６）＋（６．２）、（
１．４）＋（３．２７）＋（６．２）、（１．４）＋（３．２８）＋（６．２）、（１．
４）＋（３．２９）＋（６．２）、（１．４）＋（３．３０）＋（６．２）、（１．４）
＋（３．３１）＋（６．２）、（１．４）＋（３．３２）＋（６．２）、（１．４）＋（
３．３３）＋（６．２）、（１．４）＋（３．１）＋（６．３）、（１．４）＋（３．２
）＋（６．３）、（１．４）＋（３．３）＋（６．３）、（１．４）＋（３．４）＋（６
．３）、（１．４）＋（３．５）＋（６．３）、（１．４）＋（３．６）＋（６．３）、
（１．４）＋（３．７）＋（６．３）、（１．４）＋（３．８）＋（６．３）、（１．４
）＋（３．９）＋（６．３）、（１．４）＋（３．１０）＋（６．３）、（１．４）＋（
３．１１）＋（６．３）、（１．４）＋（３．１２）＋（６．３）、（１．４）＋（３．
１３）＋（６．３）、（１．４）＋（３．１４）＋（６．３）、（１．４）＋（３．１５
）＋（６．３）、（１．４）＋（３．１６）＋（６．３）、（１．４）＋（３．１７）＋
（６．３）、（１．４）＋（３．１８）＋（６．３）、（１．４）＋（３．１９）＋（６
．３）、（１．４）＋（３．２０）＋（６．３）、（１．４）＋（３．２１）＋（６．３
）、（１．４）＋（３．２２）＋（６．３）、（１．４）＋（３．２３）＋（６．３）、
（１．４）＋（３．２４）＋（６．３）、（１．４）＋（３．２５）＋（６．３）、（１
．４）＋（３．２６）＋（６．３）、（１．４）＋（３．２７）＋（６．３）、（１．４
）＋（３．２８）＋（６．３）、（１．４）＋（３．２９）＋（６．３）、（１．４）＋
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（３．３０）＋（６．３）、（１．４）＋（３．３１）＋（６．３）、（１．４）＋（３
．３２）＋（６．３）、（１．４）＋（３．３３）＋（６．３）、（１．１）＋（４．１
）＋（５）、（１．１）＋（４．２）＋（５）、（１．１）＋（４．３）＋（５）、（１
．１）＋（４．４）＋（５）、（１．１）＋（４．５）＋（５）、（１．１）＋（４．６
）＋（５）、（１．２）＋（４．１）＋（５）、（１．２）＋（４．２）＋（５）、（１
．２）＋（４．３）＋（５）、（１．２）＋（４．４）＋（５）、（１．２）＋（４．５
）＋（５）、（１．２）＋（４．６）＋（５）、（１．３）＋（４．１）＋（５）、（１
．３）＋（４．２）＋（５）、（１．３）＋（４．３）＋（５）、（１．３）＋（４．４
）＋（５）、（１．３）＋（４．５）＋（５）、（１．３）＋（４．６）＋（５）、（１
．４）＋（４．１）＋（５）、（１．４）＋（４．２）＋（５）、（１．４）＋（４．３
）＋（５）、（１．４）＋（４．４）＋（５）、（１．４）＋（４．５）＋（５）、（１
．４）＋（４．６）＋（５）、（１．１）＋（４．１）＋（６．１）、（１．１）＋（４
．２）＋（６．１）、（１．１）＋（４．３）＋（６．１）、（１．１）＋（４．４）＋
（６．１）、（１．１）＋（４．５）＋（６．１）、（１．１）＋（４．６）＋（６．１
）、（１．２）＋（４．１）＋（６．１）、（１．２）＋（４．２）＋（６．１）、（１
．２）＋（４．３）＋（６．１）、（１．２）＋（４．４）＋（６．１）、（１．２）＋
（４．５）＋（６．１）、（１．２）＋（４．６）＋（６．１）、（１．３）＋（４．１
）＋（６．１）、（１．３）＋（４．２）＋（６．１）、（１．３）＋（４．３）＋（６
．１）、（１．３）＋（４．４）＋（６．１）、（１．３）＋（４．５）＋（６．１）、
（１．３）＋（４．６）＋（６．１）、（１．４）＋（４．１）＋（６．１）、（１．４
）＋（４．２）＋（６．１）、（１．４）＋（４．３）＋（６．１）、（１．４）＋（４
．４）＋（６．１）、（１．４）＋（４．５）＋（６．１）、（１．４）＋（４．６）＋
（６．１）、（１．１）＋（４．１）＋（６．２）、（１．１）＋（４．２）＋（６．２
）、（１．１）＋（４．３）＋（６．２）、（１．１）＋（４．４）＋（６．２）、（１
．１）＋（４．５）＋（６．２）、（１．１）＋（４．６）＋（６．２）、（１．２）＋
（４．１）＋（６．２）、（１．２）＋（４．２）＋（６．２）、（１．２）＋（４．３
）＋（６．２）、（１．２）＋（４．４）＋（６．２）、（１．２）＋（４．５）＋（６
．２）、（１．２）＋（４．６）＋（６．２）、（１．３）＋（４．１）＋（６．２）、
（１．３）＋（４．２）＋（６．２）、（１．３）＋（４．３）＋（６．２）、（１．３
）＋（４．４）＋（６．２）、（１．３）＋（４．５）＋（６．２）、（１．３）＋（４
．６）＋（６．２）、（１．４）＋（４．１）＋（６．２）、（１．４）＋（４．２）＋
（６．２）、（１．４）＋（４．３）＋（６．２）、（１．４）＋（４．４）＋（６．２
）、（１．４）＋（４．５）＋（６．２）、（１．４）＋（４．６）＋（６．２）、（１
．１）＋（４．１）＋（６．３）、（１．１）＋（４．２）＋（６．３）、（１．１）＋
（４．３）＋（６．３）、（１．１）＋（４．４）＋（６．３）、（１．１）＋（４．５
）＋（６．３）、（１．１）＋（４．６）＋（６．３）、（１．２）＋（４．１）＋（６
．３）、（１．２）＋（４．２）＋（６．３）、（１．２）＋（４．３）＋（６．３）、
（１．２）＋（４．４）＋（６．３）、（１．２）＋（４．５）＋（６．３）、（１．２
）＋（４．６）＋（６．３）、（１．３）＋（４．１）＋（６．３）、（１．３）＋（４
．２）＋（６．３）、（１．３）＋（４．３）＋（６．３）、（１．３）＋（４．４）＋
（６．３）、（１．３）＋（４．５）＋（６．３）、（１．３）＋（４．６）＋（６．３
）、（１．４）＋（４．１）＋（６．３）、（１．４）＋（４．２）＋（６．３）、（１
．４）＋（４．３）＋（６．３）、（１．４）＋（４．４）＋（６．３）、（１．４）＋
（４．５）＋（６．３）、（１．４）＋（４．６）＋（６．３）。　
【０１０５】
これらの中で、下記組合せは、一層さらに好ましい：（１．１）＋（２．１）＋（３．３
）、（１．１）＋（２．１）＋（３．２２）、（１．２）＋（２．１）＋（３．３）、（
１．２）＋（２．１）＋（３．２２）、（１．３）＋（２．１）＋（３．３）、（１．３
）＋（２．１）＋（３．２２）、（１．４）＋（２．１）＋（３．３）、（１．４）＋（
２．１）＋（３．２２）、（１．１）＋（２．１）＋（４．２）、（１．２）＋（２．１
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）＋（４．２）、（１．３）＋（２．１）＋（４．２）、（１．４）＋（２．１）＋（４
．２）、（１．１）＋（２．１）＋（５）、（１．２）＋（２．１）＋（５）、（１．３
）＋（２．１）＋（５）、（１．４）＋（２．１）＋（５）、（１．１）＋（３．３）＋
（４．２）、（１．１）＋（３．２２）＋（４．２）、（１．１）＋（３．３）＋（４．
３）、（１．１）＋（３．２２）＋（４．３）、（１．１）＋（３．３）＋（４．５）、
（１．１）＋（３．２２）＋（４．５）、（１．２）＋（３．３）＋（４．２）、（１．
２）＋（３．２２）＋（４．２）、（１．２）＋（３．３）＋（４．３）、（１．２）＋
（３．２２）＋（４．３）、（１．２）＋（３．３）＋（４．５）、（１．２）＋（３．
２２）
＋（４．５）、（１．３）＋（３．３）＋（４．２）、（１．３）＋（３．２２）＋（４
．２）、（１．３）＋（３．３）＋（４．３）、（１．３）＋（３．２２）＋（４．３）
、（１．３）＋（３．３）＋（４．５）、（１．３）＋（３．２２）＋（４．５）、（１
．４）＋（３．３）＋（４．２）、（１．４）＋（３．２２）＋（４．２）、（１．４）
＋（３．３）＋（４．３）、（１．４）＋（３．２２）＋（４．３）、（１．４）＋（３
．３）＋（４．５）、（１．４）＋（３．２２）＋（４．５）、（１．１）＋（４．２）
＋（５）、（１．２）＋（４．２）＋（５）、（１．３）＋（４．２）＋（５）、（１．
４）＋（４．２）＋（５）、（１．１）＋（４．３）＋（５）、（１．２）＋（４．３）
＋（５）、（１．３）＋（４．３）＋（５）、（１．４）＋（４．３）＋（５）、（１．
１）＋（４．５）＋（５）、（１．２）＋（４．５）＋（５）、（１．３）＋（４．５）
＋（５）、（１．４）＋（４．５）＋（５）、（１．１）＋（２．１）＋（６．１）、（
１．１）＋（２．１）＋（６．２）、（１．１）＋（２．１）＋（６．３）、（１．２）
＋（２．１）＋（６．１）、（１．２）＋（２．１）＋（６．２）、（１．２）＋（２．
１）＋（６．３）、（１．３）＋（２．１）＋（６．１）、（１．３）＋（２．１）＋（
６．２）、（１．３）＋（２．１）＋（６．３）、（１．４）＋（２．１）＋（６．１）
、（１．４）＋（２．１）＋（６．２）、（１．４）＋（２．１）＋（６．３）、（１．
１）＋（３．３）＋（６．１）、（１．１）＋（３．２２）＋（６．１）、（１．１）＋
（３．３）＋（６．２）、（１．１）＋（３．２２）＋（６．２）、（１．１）＋（３．
３）＋（６．３）、（１．１）＋（３．２２）＋（６．３）、（１．２）＋（３．３）＋
（６．１）、（１．２）＋（３．２２）＋（６．１）、（１．２）＋（３．３）＋（６．
２）、（１．２）＋（３．２２）＋（６．２）、（１．２）＋（３．３）＋（６．３）、
（１．２）＋（３．２２）＋（６．３）、（１．３）＋（３．３）＋（６．１）、（１．
３）＋（３．２２）＋（６．１）、（１．３）＋（３．３）＋（６．２）、（１．３）＋
（３．２２）＋（６．２）、（１．３）＋（３．３）＋（６．３）、（１．３）＋（３．
２２）＋（６．３）、（１．４）＋（３．３）＋（６．１）、（１．４）＋（３．２２）
＋（６．１）、（１．４）＋（３．３）＋（６．２）、（１．４）＋（３．２２）＋（６
．２）、（１．４）＋（３．３）＋（６．３）、（１．４）＋（３．２２）＋（６．３）
、（１．１）＋（４．２）＋（６．１）、（１．１）＋（４．３）＋（６．１）、（１．
１）＋（４．５）＋（６．１）、（１．２）＋（４．２）＋（６．１）、（１．２）＋（
４．３）＋（６．１）、（１．２）＋（４．５）＋（６．１）、（１．３）＋（４．２）
＋（６．１）、（１．３）＋（４．３）＋（６．１）、（１．３）＋（４．５）＋（６．
１）、（１．４）＋（４．２）＋（６．１）、（１．４）＋（４．３）＋（６．１）、（
１．４）＋（４．５）＋（６．１）、（１．１）＋（４．２）＋（６．２）、（１．１）
＋（４．３）＋（６．２）、（１．１）＋（４．５）＋（６．２）、（１．２）＋（４．
２）＋（６．２）、（１．２）＋（４．３）＋（６．２）、（１．２）＋（４．５）＋（
６．２）、（１．３）＋（４．２）＋（６．２）、（１．３）＋（４．３）＋（６．２）
、（１．３）＋（４．５）＋（６．２）、（１．４）＋（４．２）＋（６．２）、（１．
４）＋（４．３）＋（６．２）、（１．４）＋（４．５）＋（６．２）、（１．１）＋（
４．２）＋（６．３）、（１．１）＋（４．３）＋（６．３）、（１．１）＋（４．５）
＋（６．３）、（１．２）＋（４．２）＋（６．３）、（１．２）＋（４．３）＋（６．
３）、（１．２）＋（４．５）＋（６．３）、（１．３）＋（４．２）＋（６．３）、（
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１．３）＋（４．３）＋（６．３）、（１．３）＋（４．５）＋（６．３）、（１．４）
＋（４．２）＋（６．３）、（１．４）＋（４．３）＋（６．３）、（１．４）＋（４．
５）＋（６．３）。　
【０１０６】
これらの中で、下記組合せは、一層さらに好ましい：（１．１）＋（２．１）＋（３．３
）、（１．１）＋（２．１）＋（３．２２）、（１．２）＋（２．１）＋（３．３）、（
１．２）＋（２．１）＋（３．２２）、（１．１）＋（２．１）＋（４．２）、（１．２
）＋（２．１）＋（４．２）、（１．１）＋（２．１）＋（４．３）、（１．２）＋（２
．１）＋（４．３）、（１．１）＋（２．１）＋（４．５）、（１．２）＋（２．１）＋
（４．５）、（１．１）＋（２．１）＋（５）、（１．２）＋（２．１）＋（５）、（１
．１）＋（３．３）＋（４．２）、（１．１）＋（３．２２）＋（４．２）、（１．１）
＋（３．３）＋（４．３）、（１．１）＋（３．２２）＋（４．３）、（１．１）＋（３
．３）＋（４．５）、（１．１）＋（３．２２）＋（４．５）、（１．２）＋（３．３）
＋（４．２）、（１．２）＋（３．２２）＋（４．２）、（１．２）＋（３．３）＋（４
．３）、（１．２）＋（３．２２）＋（４．３）、（１．２）＋（３．３）＋（４．５）
、（１．２）＋（３．２２）＋（４．５）、（１．１）＋（４．２）＋（５）、（１．２
）＋（４．２）＋（５）、（１．１）＋（４．３）＋（５）、（１．２）＋（４．３）＋
（５）、（１．１）＋（４．５）＋（５）、（１．２）＋（４．５）＋（５）、（１．１
）＋（２．１）＋（６．１）、（１．１）＋（２．１）＋（６．２）、（１．１）＋（２
．１）＋（６．３）、（１．２）＋（２．１）＋（６．１）、（１．２）＋（２．１）＋
（６．２）、（１．２）＋（２．１）＋（６．３）、（１．３）＋（２．１）＋（６．１
）、（１．１）＋（３．３）＋（６．１）、（１．１）＋（３．２２）＋（６．１）、（
１．１）＋（３．３）＋（６．２）、（１．１）＋（３．２２）＋（６．２）、（１．１
）＋（３．３）＋（６．３）、（１．１）＋（３．２２）＋（６．３）、（１．２）＋（
３．３）＋（６．１）、（１．２）＋（３．２２）＋（６．１）、（１．２）＋（３．３
）＋（６．２）、（１．２）＋（３．２２）＋（６．２）、（１．２）＋（３．３）＋（
６．３）、（１．２）＋（３．２２）＋（６．３）、（１．１）＋（４．２）＋（６．１
）、（１．１）＋（４．３）＋（６．１）、（１．１）＋（４．５）＋（６．１）、（１
．２）＋（４．２）＋（６．１）、（１．２）＋（４．３）＋（６．１）、（１．２）＋
（４．５）＋（６．１）、（１．１）＋（４．２）＋（６．２）、（１．１）＋（４．３
）＋（６．２）、（１．１）＋（４．５）＋（６．２）、（１．２）＋（４．２）＋（６
．２）、（１．２）＋（４．３）＋（６．２）、（１．２）＋（４．５）＋（６．２）、
（１．１）＋（４．２）＋（６．３）、（１．１）＋（４．３）＋（６．３）、（１．１
）＋（４．５）＋（６．３）、（１．２）＋（４．２）＋（６．３）、（１．２）＋（４
．３）＋（６．３）、（１．２）＋（４．５）＋（６．３）。　
【０１０７】
最も好ましいのは、以下の組合せである：（１．２）＋（２．１）＋（３．３）、（１．
２）＋（２．１）＋（３．２２）、（１．２）＋（２．１）＋（４．２）、（１．２）＋
（２．１）＋（４．３）、（１．２）＋（２．１）＋（４．５）、（１．２）＋（２．１
）＋（５）、（１．２）＋（３．３）＋（４．２）、（１．２）＋（３．２２）＋（４．
２）、（１．２）＋（３．３）＋（４．３）、（１．２）＋（３．２２）＋（４．３）、
（１．２）＋（３．３）＋（４．５）、（１．２）＋（３．２２）＋（４．５）、（１．
２）＋（４．２）＋（５）、（１．２）＋（４．３）＋（５）、（１．２）＋（４．５）
＋（５）、（１．１）＋（２．１）＋（６．１）、（１．１）＋（２．１）＋（６．２）
、（１．１）＋（２．１）＋（６．３）、（１．１）＋（３．３）＋（６．１）、（１．
１）＋（３．２２）＋（６．１）、（１．１）＋（３．３）＋（６．２）、（１．１）＋
（３．２２）＋（６．２）、（１．１）＋（３．３）＋（６．３）、（１．１）＋（３．
２２）＋（６．３）、（１．１）＋（４．２）＋（６．１）、（１．１）＋（４．３）＋
（６．１）、（１．１）＋（４．５）＋（６．１）、（１．１）＋（４．２）＋（６．２
）、（１．１）＋（４．３）＋（６．２）、（１．１）＋（４．５）＋（６．２）、（１
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．１）＋（４．２）＋（６．３）、（１．１）＋（４．３）＋（６．３）、（１．１）＋
（４．５）＋（６．３）。　
【０１０８】
これらの中で、組合せ（１．２）＋（２．１）＋（４．５）が、最も好ましい。　
【０１０９】
上記で記載した全ての三成分組合せは、例えば、作用スペクトルを拡大するため又は抵抗
性の発達を防止するために、少なくとも１種類のさらなる既知殺細菌剤、殺菌剤、殺ダニ
剤、殺線虫剤、除草剤、殺虫剤、微量栄養素及び微量栄養素含有化合物、薬害軽減剤、リ
ポキト－オリゴ糖化合物（ＬＣＯ）、土壌改良剤（ｓｏｉｌ－ｉｍｐｒｏｖｅｍｅｎｔ　
ｐｒｏｄｕｃｔ）又は植物のストレスを軽減させる製品（例えば、Ｍｙｃｏｎａｔｅ）と
組合せることができる。　
【０１１０】
好ましくは、上記で記載した三成分組合せは、以下のものからなる群から選択される少な
くとも１種類の化合物とさらに組み合わせることができる：（１．１）アシベンゾラル－
Ｓ－メチル、（１．２）イソチアニル、（１．３）プロベナゾール、（１．４）チアジニ
ル、（２．１）ホセチル－Ａｌ、（３．３）アゾキシストロビン、（３．２２）トリフロ
キシストロビン、（４．１）銅（Ｃｕ）、（４．２）水酸化銅、（４．３）硫酸銅、（４
．４）塩基性塩化銅、（４．５）プロピネブ、（４．６）マンゼブ、及び、（５）リポキ
ト－オリゴ糖化合物（ＬＣＯ）（５）。　
【０１１１】
名前が挙げられている全ての組合せ相手剤及び本発明の宿主防御誘発物質は、それらの官
能基によって可能となる場合には、場合により、適切な塩基又は酸と塩を形成することが
できる。　
【０１１２】
さらに、本発明の宿主防御誘発物質は、以下のものからなる群から選択される少なくとも
１種類の活性化合物と組み合わせることができる：酢酸（例えば、ナフタレン酢酸）、過
酢酸、有機酸（例えば、クエン酸、乳酸）、アミノ酸（例えば、Ｌ－アルギニン）、フミ
ン酸、フルボ酸、ホウ酸、オキソリン酸、１，２，３－ベンゾチアジアゾール－７－チオ
カルボン酸－Ｓ－メチル－エステル、５－ヒドロキシ－１，４－ナフタレンジオン、ブロ
モ－クロロ－ジメチルヒダントイン、トリクロロイソシアヌル酸（Ｔｒｉｃｈｌｏｒｏｉ
ｓｏｙａｎｕｒｉｃ　ａｃｉｄ）、サリチル酸、ジクロロフェン、カナマイシン、カスガ
マイシン、ストレプトマイシン、ストレプトマイシン硫酸塩、オキシテトラサイクリン、
ゲンタマイシン（例えば、ゲンタマイシン硫酸塩水和物）、イミダクロプリド、テブコナ
ゾール、チアベンダゾール、チウラム、テラセプ（ｔｅｒａｃｅｐ）、オクチリノン、キ
ノキシフェン、アザジラクチン、フラノフラボン（ｆｕｒａｎｏｆｌａｖｏｎｅ）、ホル
クロルフェニュロン、植物ミネラル（例えば、カルシウム、カルシウムカルシウムカルボ
ネート、ハイポクロライト、カルシウムＥＤＴＡ）、酵素（例えば、プロテアーゼ、アミ
ラーゼ、リパーゼ）、微量元素及びキレート化微量元素（例えば、アミノ酸キレートとし
て）、ビタミン及び植物抽出物、サリチレート誘導体、野菜及び果実に由来する有機酸及
びバイオフラボノイド、天然果実から抽出されたポリフェノール、橙皮油、柑橘類抽出物
、キトサン、デンプン、海草抽出物、有機シリコーン、活性化されたイオン化ケイ素錯体
（Ｚｕｍｓｉｌ（登録商標））、蜜蝋（ｂｅｅ　ｗａｘ）、尿素、バシルス・スブチリス
（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、バシルス・アミロリクエファシエンス（Ｂａ
ｃｉｌｌｕｓ　ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅｎｓ）、シュードモナス・フルオレセン
ス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）、シュードモナス・プチダ（Ｐ
ｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｐｕｔｉｄａ）、パントエア・アグロメランス（Ｐａｎｔｏｅａ
　ａｇｇｌｏｍｅｒａｎｓ）、トリコデルマ・コニンギイ（
Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｋｏｎｉｎｇｉｉ）、トリコデルマ・ハルジアヌム（Ｔｒｉｃ
ｈｏｄｅｒｍａ　ｈａｒｚｉａｎｕｍ）、塩素及び塩素化合物（例えば、塩素処理された
水、二酸化塩素、亜塩素酸ナトリウム、次亜塩素酸ナトリウム、次亜塩素酸、塩化アンモ
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ニウム、ジデシルジメチルアンモニウムクロリド、塩化ベンザルコニウム）、酸素、過酸
化水素（Ｈ２Ｏ２）及び過酸素化合物、シアン化水素、硫酸ニッケル（ＩＩＩ）、過硫酸
ナトリウム、ホスファイト、ホスフェート、リン酸三ナトリウム、リン酸、無機窒素、銀
及び銀含有化合物（例えば、コロイド状銀）、グルタルアルデヒド、ラムノリピド（Ｚｏ
ｎｉｘ（登録商標））。　
【０１１３】
上記条件の下で、好ましいのは、本発明の宿主防御誘発物質のうちの少なくとも１種類と
以下のものからなる群から選択される少なくとも１種類のさらなる化合物の組合せである
：ホセチル－Ａｌ、ストロビルリン（好ましくは、アゾキシストロビン及びトリフロキシ
ストロビンから選択されるストロビルリン）、並びに、本明細書中で定義されている微量
栄養素及び微量栄養素含有化合物（好ましくは、銅（Ｃｕ）、水酸化銅、硫酸銅、塩基性
塩化銅、プロピネブ及びマンゼブから選択される微量栄養素及び微量栄養素含有化合物）
。　
【０１１４】
これに関連して、用語「組合せ」又は「製剤」は、上記で記載した可能な付加的な活性化
合物のうちの少なくとも２種類のさまざまな組合せ、例えば、レディーミックス、タンク
ミックス（これは、個々の活性化合物の製剤から、それらを合して施用の前に希釈するこ
とによって調製された、噴霧用スラリーを意味するものと理解される）又はそれらの組合
せ（例えば、上記活性化合物のうちの２種類の二成分レディーミックスを、第３の別個の
物質の製剤を用いて、タンクミックスとする）を意味する。本発明によれば、個々の活性
化合物は、数時間又は数日間の適切な間隔で、順次に（即ち、次々に）使用することも可
能であり、種子を処理する場合には、例えば、異なった活性化合物を含んでいる複数の層
を施すことによって使用することも可能である。好ましくは、個々の活性化合物を使用す
ることが可能な順番は重要ではない。　
【０１１５】
本発明の宿主防御誘発物質は、そのままでも使用することができるし、それらの製剤の形
態又はその製剤から調製される使用形態、例えば、即時使用可能な（ｒｅａｄｙ－ｔｏ－
ｕｓｅ）溶液剤、懸濁液剤、水和剤、ペースト剤、可溶性粉末剤、粉剤及び顆粒剤などの
形態でも使用することができる。それらは、慣習的な方法で、例えば、流し込み、散布、
噴霧、ばらまき、散粉、泡状散布（ｆｏａｍｉｎｇ）、塗布などによって施用する。さら
に、本発明の化合物又は製剤は、微量散布法（ｕｌｔｒａ－ｌｏｗ－ｖｏｌｕｍｅ　ｍｅ
ｔｈｏｄ）によって施用することも可能であり、又は、該活性化合物の調製物若しくは活
性化合物自体を土壌中に注入することも可能である。植物の栄養繁殖器官を処理すること
も可能である。　
【０１１６】
該施用量は、施用のタイプに応じて、実質的な範囲内で変えることができる。植物の部分
の処理においては、活性化合物の施用量は、一般に、０．１～１００００ｇ／ｈａ、好ま
しくは、１０～１０００ｇ／ｈａである。栄養繁殖器官を処理する場合、活性化合物の施
用量は、一般に、栄養繁殖器官１ｋｇ当たり０．００１～５０ｇ、好ましくは、栄養繁殖
器官１ｋｇ当たり０．０１～１０ｇである。土壌を処理する場合、活性化合物の施用量は
、一般に、０．１～１００００ｇ／ｈａ、好ましくは、１～５０００ｇ／ｈａである。　
【０１１７】
本発明の活性化合物製剤は、有効で且つ植物に対して毒性を示さない量の該活性成分を含
んでおり、ここで、「有効で且つ植物に対して毒性を示さない量」という表現は、特に、
該活性成分に対する抵抗性細菌株の発達を回避することによって、作物上に存在している
か又はおそらく出現するであろう病原性を有する細菌性微生物を防除又は駆除（ｄｅｓｔ
ｒｏｙ）するのに充分で、且つ、いずれの場合にも、該作物について植物毒性の感知可能
などのような症状も引き起こすことのない、本発明による成分及び活性組成物の量を意味
する。そのような量は、闘い又は防除の対象である細菌性病原体、作物の種類、気候条件
、及び、本発明の殺細菌性組成物に含まれている化合物に応じて、広い範囲内で変動し得
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る。そのような量は、当業者が実行可能な範囲内にある体系的な圃場試験によって決定す
ることが可能である。　
【０１１８】
本発明によれば、例えば殺菌剤の、相乗効果は、当該活性化合物組合せの殺菌活性が、個
別的に施用されたときの当該活性化合物の活性の総和を超えている場合、常に存在してい
る。２種類の活性化合物の所与の組合せ（二成分組成物）に対して期待される活性は、以
下のように計算することができる。　　
【数１】

【０１１９】
上記式中、Ｅは、定められた薬量（例えば、それぞれ、ｘ及びｙに等しい）の２種類の殺
菌剤の組合せに対して期待される病害の阻害の割合（％）を表し、ｘは、定められた薬量
（ｘに等しい）の化合物（Ａ）による病害について観察された阻害の割合（％）であり、
ｙは、定められた薬量（ｙに等しい）の化合物（Ｂ）による病害ついて観察された阻害の
割合（％）である。上記組合せについて観察された阻害の割合（％）がＥを超えている場
合、相乗効果が存在している。　
【０１２０】
３種類の活性化合物の所与の組合せ（三成分組成物）に対して期待される活性は、以下の
ように計算することができる。　　

【数２】

【０１２１】
上記式中、　Ｘは、活性化合物Ａがｍ（ｐｐｍ）（又は、ｇ／ｈａ）の施用量で施用され
たときの効力であり；　Ｙは、活性化合物Ｂがｎ（ｐｐｍ）（又は、ｇ／ｈａ）の施用量
で施用されたときの効力であり；　Ｚは、活性化合物Ｃがｒ（ｐｐｍ）（又は、ｇ／ｈａ
）の施用量で施用されたときの効力であり；　Ｅは、活性化合物Ａ及び活性化合物Ｂ及び
活性化合物Ｃが、それぞれ、ｍ及びｎ及びｒ（ｐｐｍ）（又は、ｇ／ｈａ）の施用量で施
用されたときの効力である。　
【０１２２】
「％」で表される効力の程度が示される。０％は、対照の効力に相当する効力を意味し、
１００％の効力は、病害が観察されないことを意味する。　
【０１２３】
実際の活性が算出された値を超えている場合、当該組合せの活性は、相加的なものを超え
ている。即ち、相乗効果が存在している。この場合、実際に観察された効力は、期待され
る効力（Ｅ）について上記式から計算された値よりも大きくなければならない。　
【０１２４】
相乗効果を立証するさらなる方法は、Ｔａｍｍｅｓの方法である（ｃｆ．　“Ｉｓｏｂｏ
ｌｅｓ，　ａ　ｇｒａｐｈｉｃ　ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　ｏｆ　ｓｙｎｅｒｇｉ
ｓｍ　ｉｎ　ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ”　ｉｎ　Ｎｅｔｈ．　Ｊ．　Ｐｌａｎｔ　Ｐａｔｈ
．，　１９６４，　７０，　７３－８０）。　
【０１２５】
本発明について、下記実施例を用いて、例証する。
【実施例】
【０１２６】
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実施例：　実施例１：　イネにおける、ブルクホルデリア・グルマエ（Ｂｕｒｋｈｏｌｄ
ｅｒｉａ　ｇｌｕｍａｅ）（＝シュードモナス・グルマエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｇ
ｌｕｍａｅ）の発生のイソチアニルによる防除　この実施例は、イソチアニルを含んでい
る組成物の、主にイネ作物の穂に感染するブルクホルデリア・グルマエ（Ｂｕｒｋｈｏｌ
ｄｅｒｉａ　ｇｌｕｍａｅ）細菌性病害に対する効力について、例証する。　
【０１２７】
イネ作物（品種　ｌｏｃａｌ　Ｆｅｄｅａｒｒｏｚ　４７３）へのブルクホルデリア・グ
ルマエ（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｇｌｕｍａｅ）の自然感染に対するイソチアニルの
性能を評価するために、２０１１年に、コロンビアにおいて圃場試験を実施した。　
【０１２８】
１リットル当たり２００ｇのイソチアニルを含んでいる代表的な殺菌剤製剤を施用した。
第１の試験では、ＢＢＣＨ２９（分げつ期）及びＢＢＣＨ５２（出穂期）において、２回
連続して散布し、第２の試験では、ＢＢＣＨ５２においてのみ散布した。該試験は、標準
的な実験方法に従って実施した。　
【０１２９】
試験１：　２回目の散布から４４日経過したときの、穂におけるブルクホルデリア・グル
マエ（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｇｌｕｍａｅ）の発生に関する評価の結果は、１００
～２００ｇ　ａｉ／ｈａの施用量で施用された場合の当該組成物の効力、及び、葉の保護
に加えて収穫時における収穫量に対するポジティブな効果を実証した。　
【０１３０】
コロンビア（２０１１年）における試験１の結果：　　

【表１】

【０１３１】
試験２：　１回目の散布から２９日経過したときの、穂におけるブルクホルデリア・グル
マエ（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｇｌｕｍａｅ）の発生に関する評価の結果は、１００
～２００ｇ　ａｉ／ｈａの施用量で施用された場合の当該組成物の効力を実証した。　　
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【表２】

【０１３２】
結論　ブルクホルデリア・グルマエ（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｇｌｕｍａｅ）に対す
るイネの保護：　上記実施例は、２つの場合を除き、化合物を２回施用した場合（試験１
）の保護のレベルが１回施用した場合（試験２）と比較して優れていること、及び、少な
くとも２００ｇ　ａｉ／ｈａのイソチアニルによって達成された保護が、細菌性病害を防
除するためにイネで使用される抗生物質化合物カスガマイシンによる保護よりも優れてい
ることを示している。収穫試験において、イソチアニルで処理された区画では、葉及び穂
が保護されたことによって、最終的な収穫量が約２０％増大している。　
【０１３３】
実施例２ａ：　柑橘類における、カンジダツス・リベリバクテル属各種（Ｃａｎｄｉｄａ
ｔｕｓ　Ｌｉｂｅｒｉｂａｃｔｅｒ　ｓｐｅｃ．）の発生のイソチアニル及びイソチアニ
ル＋ホセチル－Ａｌによる防除　この実施例は、組成物の、柑橘類プランテーションに感
染するカンジダツス・リベリバクテル（Ｃａｎｄｉｄａｔｕｓ　Ｌｉｂｅｒｉｂａｃｔｅ
ｒ）細菌性病害（「ＨＬＢ　ｈｕａｎｇｌｏｎｇｂｉｎｇ」又は「Ｃｉｔｒｕｓ　Ｇｒｅ
ｅｎｉｎｇ」とも称される）に対する効力について、例証する。新しい果樹園の感染を防
止し且つ既存の果樹園における病害の拡大を防止するための解決法を提案するために、本
試験は、イソチアニル（ＳＣ２００）又はイソチアニル＋ホセチル－Ａｌ（イソチアニル
　ＳＣ２００＋Ａｌｉｅｔｔｅ（登録商標））を含んでいる組成物について試験した。　
【０１３４】
材料及び方法　本試験においては、６種類の異なった処理を立案した。各処理に対して３
反復を行い、１反復当たり、１０の健康な植物を使用した。　
【０１３５】
製品は、茎葉施用（流れ落ちるようになるまで噴霧）によって施用した。製品を茎葉施用
してから１１日経過した後、病害が発生している柑橘類植物の３つの芽を健康な各柑橘類
植物に接ぎ木することで、病原性細菌カンジダツス・リベリバクテル・アシアチクス（Ｃ
ａｎｄｉｄａｔｕｓ　Ｌｉｂｅｒｉｂａｃｔｅｒ　ａｓｉａｔｉｃｕｓ）を病害が発生し
ている若い柑橘類植物から健康な植物に接種することにより、植物を感染させた。　
【０１３６】
接種後、３０日毎に、無処理対照から植物の葉をサンプリングし、細菌性ＤＮＡについて
調べた。ネステッドＰＣＲによって無処理対照において当該病原性細菌が検出されるまで
、処理された植物からの植物の葉のサンプリングは行わなかった。　
【０１３７】
グリーニング病の典型的な病徴を有している植物の数を数え、ＡＢＢＯＴＴ（％効力）に
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従って、効力を計算した。０％は、対照の効力に相当する効力を意味し、１００％の効力
は、病害が観察されなかったことを意味する。　
【０１３８】
ネステッドＰＣＴ検出　Ｅ．Ｚ．Ｎ．Ａ．ＴＭ　Ｐｌａｎｔ　ＤＮＡ　Ｋｉｔ（供給元：
ＯＭＥＧＡ　Ｃｏｍｐａｎｙ，　ＵＳＡ）を用いて、柑橘類の葉のＤＮＡを抽出した。柑
橘類植物とキジラミ幼虫におけるカンジダツス・リベリバクテル・アシアチクス（Ｃａｎ
ｄｉｄ
ａｔｕｓ　Ｌｉｂｅｒｉｂａｃｔｅｒ　ａｓｉａｔｉｃｕｓ）（Ｌａｓ）ＤＮＡを検出す
るために、ネステッド－ＰＣＲ（Ｈａｒａｋａｖａ　ｅｔ　ａｌ．　２０００）を使用し
た。第１の増幅には、プライマー１５００Ｒ／２７Ｆ（ＡＡＧＧＡＧＧＴＧＡＴＣＣＡＧ
ＣＣＧＣ／ＡＧＡＧＴＴＴＧＡＴＣＡＴＧＧＣＴＣＡＧ）を使用し、２番目の増幅には、
ＯＩ１／ＯＩ２ｃ（ＧＣＧＣＧＴＡＴＧＣＡＡＴＡＣＧＡＧＣＧＧＣＡ／ＧＣＣＴＣＧＣ
ＧＡＣＴＴＣＧＣＡ　ＡＣＣＣＡＴ）を使用した（Ｊａｇｏｕｅｉｘ　ｅｔ　ａｌ．　１
９９４）。第１の増幅系は、最終体積２５μＬで実施した。その混合物は、１７．６μＬ
のｄｄＨ２Ｏ、２．５μＬのｄＮＴＰｓ（２．５ｍｍｏｌ／Ｌ）、０．５μＬの各プライ
マー（１０μｍｏｌ／Ｌ）、０．４μＬのＴａｑ酵素（２．５Ｕ／μＬ）及び１μＬのサ
ンプルＤＮＡを含んでいた。ＰＣＲによるＤＮＡの増幅は、以下のように実施した：反応
物を９４℃で５分間予熱した；その後、９４℃で３０秒間の変性、５０℃で３０秒間のア
ニーリング及び７２℃で９０秒間の伸長を２０サイクル、最後の伸長は７２℃で４分間。
第２の増幅系も、最終体積２５μＬで実施した。その混合物は、１７．６μＬのｄｄＨ２

Ｏ、２．５μＬのｄＮＴＰｓ（２．５ｍｍｏｌ／Ｌ）、０．５μＬの各プライマー（１０
μｍｏｌ／Ｌ）、０．４μＬのＴａｑ酵素（２．５Ｕ／μＬ）及び１μＬの第１の増幅の
ＰＣＲ産物を含んでいた。ＰＣＲによるＤＮＡの増幅は、以下のように実施した：反応物
を９６℃で１分間予熱した；その後、９４℃で３０秒間の変性、５５℃で３０秒間のアニ
ーリング及び７２℃で６０秒間の伸長を３５サイクル、最後の伸長は７２℃で４分間。　
【０１３９】
結果及び考察：　グリーニング病の病徴の抑制における種々の処理の効力が、表３に示さ
れている。イソチアニル単独及びイソチアニル＋ホセチル－Ａｌで処理された植物におけ
る典型的な病徴である染みのような黄色のパターンを有する植物の数は、無処理植物より
も少なかった。　　
【表３】

【０１４０】
該ネステッドＰＣＲ検出の結果は、植物をイソチアニル単独又はイソチアニル＋ホセチル
－Ａｌで処理することによって、柑橘類におけるグリーニング病が発生している葉の数が
低減されるということを示した（表４及び図１を参照されたい）。表４は、１区画及び１
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反復当たりのＰＣＲ分析された植物の中の試験されて葉がポジティブであった植物の割合
（％）を示している。　　
【表４】

【０１４１】
結論：　接ぎ木されて病害が発生した植物の葉で認められたカンキツグリーニング病の病
徴及びネステッドＰＣＲによって検出されたカンジダツス・リベリバクテル・アシアチク
ス（Ｃａｎｄｉｄａｔｕｓ　Ｌｉｂｅｒｉｂａｃｔｅｒ　ａｓｉａｔｉｃｕｓ）のＤＮＡ
は、細菌感染の前にイソチアニル単独又はイソチアニル＋ホセチル－Ａｌを施用すること
によって柑橘類におけるグリーニング病の感染の割合（％）及び重症度が効果的に低減さ
れたことを示した。ホセチル－Ａｌは、柑橘類のグリーニング病の防除又は抑制における
イソチアニルの効力を増大させた。　
【０１４２】
実施例２ｂ：　柑橘類における、キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　シトリ（Ｘ
ａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｃｉｔｒｉ）の発生のイソチア
ニルによる防除　この実施例は、イソチアニルを含んでいる組成物の、主に柑橘類の葉に
感染するキサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　シトリ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　
ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｃｉｔｒｉ）細菌性病害に対する効力について、例証す
る。　
【０１４３】
柑橘類（品種　Ｓｈｉｒｏｙａｎａｇｉ　Ｎａｖｅｌ）へのキサントモナス・カムペスト
リス　ｐｖ．　シトリ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｃｉ
ｔｒｉ）の感染に対するイソチアニルの性能を評価するために、２０００年に、日本にお
いて温室試験を実施した。柑橘類の分離させた葉に、キサントモナス・カムペストリス　
ｐｖ．　シトリ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｃｉｔｒｉ
）の細菌株を施用した１日後に傷を付けることによって、人為的に接種した。　
【０１４４】
活性化合物の適切な調製物を調製するために、１重量部の活性化合物を下記量の溶媒及び
乳化剤と混合し、得られた濃厚物を水で希釈して、所望の濃度とする。　
【０１４５】
溶媒：　　２８．５重量部のアセトン　　　　乳化剤：　　１．５重量部のポリオキシエ
チレンアルキルフェニルエーテル　活性化合物の該調製物を、柑橘類の分離させた葉に、
浸漬施用によって１回施用した。その施用の１日後、その柑橘類の分離させた葉に傷を付
けて接種し、次いで、約２０℃で相対大気湿度約１００％のプラスチック製ケースの中に
７日間置いた。該試験は、標準的な実験方法に従って実施した。　
【０１４６】
上記施用から８日間経過したときの、葉におけるキサントモナス・カムペストリス　ｐｖ
．　シトリ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｃｉｔｒｉ）の
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発生に関する評価の結果は、２５０ｐｐｍで施用された場合の当該組成物の効力を実証し
た。　
【０１４７】
日本（２０００年）における結果：　　
【表５】

【０１４８】
結論　キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　シトリ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃ
ａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｃｉｔｒｉ）に対する柑橘類の保護：　上記実施例は、２
５０ｐｐｍのイソチアニルによって達成された柑橘類に対する保護のレベルが、細菌性病
害を防除するために多くの作物で使用されている銅と抗生物質の混合物による保護よりも
優れていることを示している。　
【０１４９】
実施例２ｃ：　柑橘類（ライム）における、キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　
シトリ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｃｉｔｒｉ）の発生
のイソチアニルを茎葉施用することによる防除／圃場試験　この実施例は、イソチアニル
を含んでいる組成物の、柑橘類のプランテーションにおいて葉及び果実に感染するキサン
トモナス・カムペストリス　ｐｖ．　シトリ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔ
ｒｉｓ　ｐｖ．　ｃｉｔｒｉ）細菌性病害（癌腫病とも称される）に対する効力について
、例証する。　
【０１５０】
試験は、研究目的で、２０１２年に、タイで実施した。　
【０１５１】
柑橘類の種類：ライム（Ｃｉｔｒｕｓ　Ａｕｒｅｎｔｉｆｏｌｉａ）；区画設計：果樹園
－１区当たり１樹木（区画サイズ＝９ｍ２－３×３ｍ）－３反復；自然発生　処理　　

【表６】

【０１５２】
結果　　
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【表７】

【０１５３】
結論　癌腫病（キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　シトリ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎ
ａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｃｉｔｒｉ））に対するライム（柑橘類）の保護
：　上記実施例は、１００ｇ　ａｉ／ｈａ及び２００ｇ　ａｉ／ｈａのイソチアニルによ
って達成された葉及び果実の癌腫病に対する保護のレベルが、細菌性病害を防除するため
に多くの作物で使用されている銅系化合物による保護に匹敵することを示している。　
【０１５４】
実施例２ｄ：　柑橘類（オレンジ）における、キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．
　シトリ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｃｉｔｒｉ）の発
生の土壌施用としてのイソチアニルによる防除／圃場試験　この実施例は、イソチアニル
を含んでいる組成物の、柑橘類のプランテーションにおいて葉及び果実に感染するキサン
トモナス・カムペストリス　ｐｖ．　シトリ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔ
ｒｉｓ　ｐｖ．　ｃｉｔｒｉ）細菌性病害（癌腫病とも称される）に対する効力について
、例証する。癌腫病を防除するための土壌施用用の既存の溶液は存在していないので、当
該圃場試験において市販標準物は使用されていない。　
【０１５５】
試験は、研究目的で、２０１２年に、米国で実施した。　
【０１５６】
柑橘類の種類：スウィートオレンジ（Ｃｉｔｒｕｓ　ｓｉｎｅｎｓｉｓ）－品種「Ｈａｍ
ｌｉｎ」；区画設計：果樹園－１区当たり５樹木（４反復）－１エーカー当たり１２４樹
木；自然発生　処理　　
【表８】

【０１５７】
結果　評価に関する２種類の方法：　評価尺度　１～５（１＝発生無し　－　５＝重度に
発生）；　１樹木当たりの落果した果実の数（病害発生に続く落果）　　
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【表９】

【０１５８】
結論　癌腫病（キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　シトリ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎ
ａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｃｉｔｒｉ））に対するライム（柑橘類）の保護
：　上記実施例は、根系に近接した土壌に直接施用されたイソチアニルがオレンジの葉及
び果実を癌腫病の発生から保護することができることを示している。この浸透移行的な効
力は、最低試験薬量の５０ｇ　ａｉ／ｈａ以上で顕著であり、そして、１００ｇ　ａｉ／
ｈａ以上で安定しているように思われる。　
【０１５９】
水潅漑システムを用いた土壌潅注におけるこの施用方法は、適用性が高い茎葉散布の代替
法となることができ、そして、通常、米国内の栽培者によって高く評価されている。　
【０１６０】
実施例３ａ：　ダイズにおける、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　グリシネア（Ｐ
ｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｇｌｙｃｉｎｅａ）（斑点細菌病）
病害のイソチアニルを茎葉施用することによる防除　この実施例は、本発明による組成物
の、ダイズにおけるシュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　グリシネア（Ｐｓｅｕｄｏｍ
ｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｇｌｙｃｉｎｅａ）病害に対する効力について、
例証する。　
【０１６１】
ダイズにおける細菌性病害対するイソチアニルの性能を評価するために、２０１１年に、
アルゼンチンのダイズにおいて圃場試験を実施した。　
【０１６２】
１リットル当たり２００ｇのイソチアニルを含んでいる代表的な殺菌剤製剤を、２０１１
年の開花期以降に１回の茎葉散布によって施用した。該圃場試験は、標準的な実験方法に
従って実施した。細菌性病害の発生は、自然発生的であった。　
【０１６３】
１回目の散布から１７日経過したとき及び２回目の散布から１６日経過したときの、葉に
おけるシュードモナス・シリンガエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ）に関
する評価の結果は、無処理区画と比較した場合の１００ｇ　ａｉ／ｈａのイソチアニルを
散布された後の有意な効力を実証した。イソチアニルの１００ｇ　ａｉ／ｈａでの１回の
施用は、どのような施用時期であっても、斑点細菌病の良好な防除を達成するのに充分で
ある。　
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【０１６４】
アルゼンチン（２０１１年）における１回の試験の結果：　　
【表１０】

【０１６５】
実施例３ｂ：　ダイズにおける、細菌（キサントモナス・属種（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ
　ｓｐｐ．））に対するイソチアニルの効力　下記実施例は、主にダイズの葉に感染する
キサントモナス属種（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｓｐｐ．）（キサントモナス・アキソノ
ポジス　ｐｖ．　グリシネス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉｓ　ｐｖ．
　ｇｌｙｃｉｎｅｓ））細菌性病害に対するイソチアニルの効力を例証する。　
【０１６６】
ダイズへのキサントモナス属種（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｓｐｐ．）（キサントモナス
・アキソノポジス　ｐｖ．　グリシネス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐｏｄｉ
ｓ　ｐｖ．　ｇｌｙｃｉｎｅｓ））の自然感染に対するイソチアニルの性能を評価するた
めに、２０１１年に、アルゼンチンにおいて圃場試験を実施した。　
【０１６７】
該試験は、完全乱塊法として配置し、２６．１０．１０．（品種　Ｎｉｄｅｒａ　４６１
３）を播種し、７．１１．１１に茎葉施用をお
こなった。イソチアニルは、作物の成育段階ＢＢＣＨ　ＥＣ　６４に、「２００　ＳＣ」
製剤として散布した。　
【０１６８】
該試験は、標準的な実験方法に従って実施した。　　
【表１１】

【０１６９】
この実施例は、イソチアニルの効力を示している　－　イソチアニルを茎葉施用すること
によって、無処理区と比較して、キサントモナス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ）（キサント
モナス・アキソノポジス　ｐｖ．　グリシネス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ａｘｏｎｏｐ
ｏｄｉｓ　ｐｖ．　ｇｌｙｃｉｎｅｓ））による葉の細菌性病害の重症度が明らかに低減
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されたことを実証している。　
【０１７０】
実施例４ａ：　イソチアニル／トマトに対するシュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　ト
マト（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｔｏｍａｔｏ（斑葉細菌病
）　この実施例は、本発明による組成物の、トマトにおけるシュードモナス・シリンガエ
（Ｐｓｕｅｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ）（シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．
　トマト（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｔｏｍａｔｏ））病害
（斑葉細菌病）に対する効力について、例証する。　
【０１７１】
細菌シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　トマト（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉ
ｎｇａｅ　ｐｖ．　ｔｏｍａｔｏ）に起因するトマトの斑葉細菌病に対するイソチアニル
の性能を評価するために、２０１１年に、スペインで標準的な実験を実施した。　
【０１７２】
トマト植物は、プラスチック製トンネルの下で成育させた。区画には、細菌の懸濁液を用
いて人為的に接種し、慣習的な噴霧器を用いて、種々の実験用化学製剤で処理した。７日
間以内の間隔で、化学的噴霧を４回実施した。３回目の施用の１日後に、人為的な接種を
１回実施した。　
【０１７３】
最後の施用から１１日経過した後、１区画当たり３トマト植物に対して、病害の評価を行
った。感染した小葉を、重症度の尺度（クラス１＝１の斑点／小葉；クラス２＝２～５の
斑点／小葉；クラス３＝５を超える斑点／小葉）に従って、３つのクラスに分類した。次
いで、その結果を、重症度指数として表し、Ａｂｂｏｔｔの式：　　　　　　Ａｂｂｏｔ
ｔ　％＝｛（無処理区－処理区）／無処理区｝×１００を用いて、効力値に変換した。　
【０１７４】
この実験の結果は、１リットル当たり２００ｇのイソチアニルを含んでいる代表的な製剤
を４００～８００ｇ　ａｉ／ｈａの施用量で施用することで、無処理区画及び塩基性塩化
銅による標準的な処理と比較して、トマトにおける細菌感染のレベルを有意に低減させる
ことができるということを実証している。　
【０１７５】
スペイン（２０１１年）における１回の試験の結果：　　
【表１２】

【０１７６】
実施例４ｂ：　トマトにおける、シュードモナス・シリンガエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ
　ｓｙｒｉｎｇａｅ）の発生のイソチアニルによる防除　この実施例は、イソチアニルを
含んでいる組成物の、トマトの葉に感染するシュードモナス・シリンガエ（Ｐｓｕｅｄｏ
ｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ）（シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　トマト（Ｐｓ
ｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｔｏｍａｔｏ））細菌病害に対する効
力について、例証する。　



(74) JP 2015-504077 A 2015.2.5

10

20

30

40

50

【０１７７】
トマト（品種　Ｇｅｎａｒｏｓ）へのシュードモナス・シリンガエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎ
ａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ）（シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　トマト（Ｐｓｅｕｄ
ｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｔｏｍａｔｏ）の感染に対するイソチアニル
の性能を評価するために、研究目的で、２０１１年に、スペイン（Ｓｅｖｉｌｌａの近く
の「Ｂｒｅｎｅｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ｆａｒｍ」）で圃場試験を実施した。３回目の施
用の後で、シュードモナス・シリンガエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ）
ＤＣ３０００の細菌株（供給元：Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ　ｏｆ　Ｍａｌａｇａ）を用いて
、トマト作物に人為的に接種した。トマト植物は、予防的に保護された区画内において、
ＢＢＣＨ５１期（開花期の開始）で接種した。　
【０１７８】
１リットル当たり２００ｇのイソチアニルを含んでいる代表的な殺菌剤製剤を、ＢＢＣＨ
１４（４葉）からＢＢＣＨ５２（開花期の開始）まで、７日間の噴霧間隔で、連続する４
回散布で、施用した。該試験は、標準的な実験方法に従って実施した。　
【０１７９】
４回目の散布から４日経過したとき及び１８日経過したときの、葉におけるシュードモナ
ス・シリンガエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ）の発生に関する評価の結
果は、細菌性病害に対して使用することがよく知られている銅系化合物と比較した場合の
４００ｇ　ａｉ／ｈａの施用量で葉に施用されたときの当該組成物の効力を実証した。　
【０１８０】
スペイン（２０１１年）における１回の試験の結果：　　

【表１３】

【０１８１】
結論　シュードモナス・シリンガエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ（シュ
ードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　トマト（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ
　ｐｖ．　ｔｏｍａｔｏ）に対するトマトの保護：　上記実施例は、４００ｇ　ａｉ／ｈ
ａ以上及びより堅実に８００ｇ　ａｉ／ｈａのイソチアニルによって達成されたトマトに
対する保護のレベルが、細菌性病害を防除するために多くの作物で使用されている銅系化
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合物による保護と匹敵するか又は優れていることを示している。　
【０１８２】
実施例５：　モモ樹木における、キサントモナス・カムペストリス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎ
ａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ）の発生のイソチアニルによる防除　この実施例は、イソチ
アニルを含んでいる組成物の、モモ樹木の葉及び果実に感染するキサントモナス・カムペ
ストリス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ）（キサントモナス・カムペ
ストリス　ｐｖ．　プルニ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　
ｐｒｕｎｉ））細菌性病害に対する効力について、例証する。　
【０１８３】
モモ（早生品種　Ｈｉｋａｗａ－Ｈａｋｕｈｏ）へのキサントモナス・カムペストリス（
Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ）（キサントモナス・カムペストリス　
ｐｖ．　プルニ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｐｒｕｎｉ
））の自然感染に対するイソチアニルの性能を評価するために、２００８年に、日本にお
いて圃場試験を実施した。　
【０１８４】
１リットル当たり２００ｇのイソチアニルを含んでいる代表的な殺菌剤製剤を、ＢＢＣＨ
６５（満開）からＢＢＣＨ７５（果実がその最終的なサイズの５０％のサイズを有する）
まで、１４日間の噴霧間隔で、連続する５回散布で、施用した。該試験は、標準的な実験
方法に従って実施した。　
【０１８５】
５回目の散布から１２日経過したときの葉におけるキサントモナス・カムペストリス（Ｘ
ａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ）（キサントモナス・カムペストリス　ｐ
ｖ．　プルニ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｐｒｕｎｉ）
）の発生及び５回目の散布から１６日経過したときの果実におけるキサントモナス・カム
ペストリス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ）（キサントモナス・カム
ペストリス　ｐｖ．　プルニ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．
　ｐｒｕｎｉ））の発生に関する評価の結果は、細菌性病害を防除するために使用される
よく知られている化合物であるストレプトマイシンと比較した場合の２００ｐｐｍの施用
量で葉に施用されたとき及び１００ｐｐｍ以上の施用量で果実に施用されたときの当該組
成物の効力を実証した。　
【０１８６】
日本（２００８年）における１回の試験の結果：　　
【表１４】

【０１８７】
結論　キサントモナス・カムペストリス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉ
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ｍのイソチアニルによって達成された保護のレベルが、細菌性病害を防除するために果樹
園で使用されている抗生物質化合物ストレプトマイシンによる保護と匹敵することを示し
ている。　
【０１８８】
実施例６ａ：　キュウリにおける、シュードモナス・シリンガエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａ
ｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ）の発生のイソチアニル及びイソチアニル＋ホセチル－Ａｌによる
防除　この実施例は、イソチアニルを含んでいる組成物の、キュウリ植物に感染するシュ
ードモナス・シリンガエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ）細菌性病害に対
する効力について、例証する。　
【０１８９】
キュウリへのシュードモナス・シリンガエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ
）の感染（これは、角斑病の病徴を呈する）に対するイソチアニルの性能を評価するため
に、２０１１年に、中国において数回の圃場試験を実施した。該圃場試験については、下
記表に記載してある。　　
【表１５】

【０１９０】
１リットル当たり２００ｇのイソチアニルを含んでいる代表的な殺菌剤製剤及びイソチア
ニル　２００ＳＣ＋ホセチル（Ａｌｉｅｔｔｅ（登録商標））Ｗ８０のタンクミックスを
、ＢＢＣＨ１３（３葉展開）からＢＢＣＨ７２（結果期）までの病害感染リスク期間に応
じて、種々の噴霧間隔で、連続する３回の茎葉散布で、施用した。該試験は、圃場及び温
室において、標準的な実験方法に従って実施した。　
【０１９１】
葉の感染に対する評価（２回目の施用の１４～３６日後の２回目の散布の後の感染の重症
度）の結果は、２００ｇ　ａｉ／ｈａ以上のイソチアニル及びイソチアニル＋ホセチル（
２００＋１０００ｇ　ａｉ／ｈａ）が細菌感染に対して著しい効力を有していることを実
証している。４００ｇ　ａｉ／ｈａのイソチアニルの効力は、標準品よりも優れており、
優れた収穫量をもたらす。１０００ｇ　ａｉ／ｈａのホセチルを加えることによって、当
該混合物中の低薬量のイソチアニルが補償される：１つの試験においては、２００ｇ　ａ
ｉ／ｈａのイソチアニル単独に対して、よりすぐれた効力及び持続性が観察され、一方、
その収穫量は、参照化合物で処理された区画における収穫量よりも多い。　
【０１９２】
中国（２０１１年）における試験の結果：　　
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【表１６】

【０１９３】
結論　シュードモナス・シリンガエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ）に対
するキュウリの保護：　上記実施例は、２００ｇ　ａｉ／ｈａ以上及びより堅実に４００
ｇ　ａｉ／ｈａのイソチアニルによって達成された保護のレベルが、シュードモナス・シ
リンガエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ）の細菌性攻撃を受けた後のキュ
ウリにおける角斑病の感染を防除するために地域の施用量（ｌｏｃａｌ　ｒａｔｅ）で使
用される参照化合物による保護と匹敵するか又は優れていることを示している。イソチア
ニルを４００ｇ　ａｉ／ｈａで使用することで、生産者は、標準化合物を用いた場合に期
待されるよりも多い収穫量の生産物を得る。混合物「イソチアニル＋ホセチル　２００＋
１０００ｇ　ａｉ／ｈａ」は、銅及び高薬量で使用されるイソチアニルに対して効力及び
持続性を失うことなく、低薬量のイソチアニルを使用することを可能とする。　
【０１９４】
実施例６ｂ：　キュウリにおける、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　ラクリマンス
（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｌａｃｈｒｙｍａｎｓ）の発生
のイソチアニルによる防除　この実施例は、イソチアニルを含んでいる組成物の、主にキ
ュウリの葉に感染するシュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　ラクリマンス（Ｐｓｅｕｄ
ｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｌａｃｈｒｙｍａｎｓ）細菌性病害に対する
効力について、例証する。　
【０１９５】
試験１：　潅注施用（ｄｒｅｎｃｈｉｎｇ　ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ）　キュウリ（品種
　Ｓａｇ
ａｍｉｈａｎｊｉｒｏ）へのシュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　ラクリマンス（Ｐｓ
ｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｌａｃｈｒｙｍａｎｓ）の感染に対す
るイソチアニルの性能を評価するために、１９９８年に、日本において温室試験を実施し
た。施用の７日後に、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　ラクリマンス（Ｐｓｅｕｄ
ｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｌａｃｈｒｙｍａｎｓ）の細菌株を用いて、
キュウリ作物に人為的に接種した。そのキュウリ植物は、予防的に保護されたポット植植
物において、ＢＢＣＨ１３期（第３本葉が完全に展開した段階）で接種した。　
【０１９６】
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活性化合物の適切な調製物を調製するために、１重量部の活性化合物を下記量の溶媒及び
乳化剤と混合し、得られた濃厚物を水で希釈して、所望の濃度とする。　
【０１９７】
溶媒：　　２８．５重量部のアセトン　　　　乳化剤：　　１．５重量部のポリオキシエ
チレンアルキルフェニルエーテル　活性化合物の該調製物２０ｍＬを、潅注によって、Ｂ
ＢＣＨ１２期（第２本葉が完全に展開した段階）で１回施用した。施用してから７日間経
過した後、その植物に接種し、次いで、その植物を約２５℃で相対大気湿度約１００％の
ガラス製チャンバーの中に７日間置いた。該試験は、標準的な実験方法に従って実施した
。　
【０１９８】
試験２：　茎葉施用　キュウリ（品種　Ｓａｇａｍｉｈａｎｊｉｒｏ）へのシュードモナ
ス・シリンガエ　ｐｖ．　ラクリマンス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　
ｐｖ．　ｌａｃｈｒｙｍａｎｓ）の感染に対するイソチアニルの性能を評価するために、
２０００年に、日本において温室試験を実施した。施用の１日後に、シュードモナス・シ
リンガエ　ｐｖ．　ラクリマンス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．
　ｌａｃｈｒｙｍａｎｓ）の細菌株を用いて、キュウリ作物に人為的に接種した。そのキ
ュウリ植物は、予防的に保護されたポット植植物において、ＢＢＣＨ１４期（第４本葉が
完全に展開した段階）で接種した。　
【０１９９】
活性化合物の適切な調製物を調製するために、１重量部の活性化合物を下記量の溶媒及び
乳化剤と混合し、得られた濃厚物を水で希釈して、所望の濃度とする。　
【０２００】
溶媒：　　２８．５重量部のアセトン　　　　乳化剤：　　１．５重量部のポリオキシエ
チレンアルキルフェニルエーテル　活性化合物の該調製物を、茎葉施用によって、ＢＢＣ
Ｈ１４期（第４本葉が完全に展開した段階）で１回施用した。施用してから１日間経過し
た後、その植物に接種し、次いで、その植物を約２５℃で相対大気湿度約１００％のガラ
ス製チャンバーの中に７日間置いた。該試験は、標準的な実験方法に従って実施した。　
【０２０１】
試験１：　上記施用から２２日間経過したときの、葉におけるシュードモナス・シリンガ
エ　ｐｖ．　ラクリマンス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｌａ
ｃｈｒｙｍａｎｓ）の重症度に関する評価の結果は、５０～１００ｍｇ　ａ．ｉ．／植物
の施用量範囲で施用された場合の当該組成物の効力を実証した。　
【０２０２】
日本（１９９８年）における試験１の結果：　　
【表１７】

【０２０３】
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試験２：　上記施用から８日間経過したときの、葉におけるシュードモナス・シリンガエ
　ｐｖ．　ラクリマンス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｌａｃ
ｈｒｙｍａｎｓ）の発生に関する評価の結果は、２５０ｐｐｍで施用された場合の当該組
成物の効力を実証した。　
【０２０４】
日本（２０００年）における試験２の結果：　　
【表１８】

【０２０５】
結論　シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　ラクリマンス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　
ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｌａｃｈｒｙｍａｎｓ）に対するキュウリの保護：　上記実
施例は、該化合物が潅注（試験１）又は茎葉施用（試験２）によって施用された場合、そ
の保護のレベルが優れていることを示している。イソチアニルによって達成されたキュウ
リに対する保護は、細菌性病害を防除するために多くの種類の作物で使用される抗生物質
化合物オキソリン酸又は抵抗性誘発剤プロベナゾールによる保護と匹敵するか又は優れて
いる。　
【０２０６】
実施例６ｃ：　キーウィフルーツにおける、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　アク
チニジアエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ａｃｔｉｎｉｄｉａ
ｅ）に起因する病害発生のイソチアニル又はイソチアニル＋ホセチル－Ａｌによる防除　
この実験の目的は、イソチアニル　ＳＣ２００の単独又はホセチル－アルミニウムと組み
合わされたイソチアニル　ＳＣ２００が、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　アクチ
ニジアエ（Ｐｓａ）（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ａｃｔｉｎ
ｉｄｉａｅ（Ｐｓａ））に起因するキーウィフルーツの細菌性癌腫病の発生を低減させ得
るか否かを確認することであった。　
【０２０７】
材料及び方法　該実験は、温室内で、草丈１５～２０ｃｍのキーウィフルーツ（Ａｃｔｉ
ｎｉｄｉａ　ｄｅｌｉｃｉｏｓａ）「Ｂｒｕｎｏ」の実生に対して実施した。処理は、ホ
セチル－アルミニウム（Ａｌｉｅｔｔｅ（登録商標）ＷＤＧとして）（ＦＥＡ）と組み合
わされた又は組み合わされていない種々の濃度のイソチアニル　ＳＣ２００サンプルＷＷ
（ＩＳＴ）で構成され、１ヘクタール当たり２０００リットルの施用量の製品を散布した
。　
【０２０８】
処理：　１．　ＩＳＴ　０．１ｇ　ａ．ｉ．／Ｌ　２．　ＩＳＴ　０．２ｇ　ａ．ｉ．／
Ｌ　３．　ＩＳＴ　０．１ｇ　ａ．ｉ．／Ｌ＋ＦＥＡ　０．５　ｇ／Ｌ　４．　ＩＳＴ　
０．２ｇ　ａ．ｉ．／Ｌ＋ＦＥＡ　１．０　ｇ／Ｌ　５．　ＩＳＴ　０．１ｇ　ａ．ｉ．
／Ｌ＋ＦＥＡ　１．０　ｇ／Ｌ　６．　水／水　７．　水／Ｐｓａ。　
【０２０９】
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ＩＳＴを最初に施用し、その３．５時間後に、ＦＥＡを施用した。次いで、Ｐｓａで接種
するまで、植物を温室内に置いた。さらに、接種しなかった一部の植物は、ＩＳＴ（０．
２ｇ　ａ．ｉ／Ｌ）又はＩＳＴ（０．２ｇ　ａ．ｉ／Ｌ）＋ＦＥＡ（１．０ｇ／Ｌ）で処
理して、これらの処理が薬害を生じさせるか否かについて確認した。　
【０２１０】
植物は、ニュージーランドで単離されたＰｓａの病原性株（株１０６２７）を用いて接種
した。接種材料は、２８℃でインキュベートしたＫｉｎｇ’ｓ　Ｂ培地（Ｋｉｎｇ　ｅｔ
　ａｌ．　１９５４，　Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｙ　Ｃｌｉｎｉｃａ
ｌ　Ｍｅｄｉｃｉｎｅ　４４：３０１－３０７）の新たに培養したプレートから、滅菌水
中で作製した。該接種材料は、１ｍＬ当たり１．２×１０９コロニー形成単位（ｃｆｕ）
を含んでいた。接種後第７日、第１４日及び第２１日（それぞれ、７ＤＡＩ、１４ＤＡＩ
、及び、２１ＤＡＩ）に、当該病害の重症度を記録した。病害発生についての評価は、壊
死した葉の割合（％）に基づいて行った。壊死を示している葉の表面の割合（％）に従っ
て、葉に０～５の評点を与えた：壊死０％の評点は０であり、壊死した葉面積１～１０％
の評点は１であり、壊死１１～２５％の評点は２であり、壊死２６～５０％の評点は３で
あり、壊死５１～７５％の評点は４であり、及び、壊死７６～１００％の評点は５であっ
た。１個体の植物の全ての葉の平均評点を計算した。次いで、処理に対する評点を、同じ
処理を受けた全ての植物の平均評点として求めた。　
【０２１１】
結果及び考察　結果は、表１４及び図２に示されている。　　
【表１９】

【０２１２】
ＩＳＴ（０．２ｇ／Ｌ）又はＩＳＴ（０．２ｇ）＋ＦＥＡ（１．０ｇ）を接種されていな
い植物に施用した場合、壊死を示す葉面積の割合（％）は、極めて低いものであった。従
って、ＩＳＴ又はＦＥＡと組み合わされたＩＳＴは、有意な程度のどのような薬害も生じ
なかった。水を用いたネガティブ対照では、病害を示さなかった（図２を参照されたい）
。　
【０２１３】
図２：　イソチアニル　ＳＣ２００（ＩＳＴ）又はホセチル－アルミニウム（ＦＥＡ）で
処理され、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．　アクチニジアエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎ
ａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ａｃｔｉｎｉｄｉａｅ）で接種されたキーウィフルー
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ツ実生における病害発生。１回目の読み取り（左のカラム）、２回目の読み取り（中央の
カラム）及び３回目の読み取り（右側のカラム）は、それぞれ、接種後、第７日、第１４
日及び第２１日に行った。　
【０２１４】
１回目と２回目の読み取り（接種後、第７日及び第１４日）の間に、壊死した葉表面の割
合（％）によって理解されるように、病害が急速に進行した。その後、病害の進行は、２
回目と３回目の読み取り（接種後、第１４日及び第２１日）の間に速度を落とした。処理
のいずれにおいても、２回目と３回目の読み取りの間に、壊死した葉の割合（％）（即ち
、病害の量）に有意な増加は認められなかった。　
【０２１５】
接種後、第１４日及び第２１日において、異なった処理の間で病害の量に差異は認められ
なかったが、ＩＳＴ単独（０．２ｇ　ａ．ｉ．／Ｌ）では、他の残りの処理よりも病徴が
少なかった。接種の１４日後、ＩＳＴ単独（０．２ｇ　ａ．ｉ．／Ｌ）を受けた植物は、
水で処理された植物と比較して、病害は有意に少なかった。接種の２１日後は、全ての処
理において、水で処理された対照と比較して病害の重症度が低減され、そして、ＩＳＴ（
０．２ｇ／Ｌ）が最良の処理であった。この実験において、ＦＥＡは、ＩＳＴに添加され
た場合、Ｐｓａの発生を低減させなかった。　
【０２１６】
実施例７：　ジャガイモにおける、ストレプトミセス・スカビエス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙ
ｃｅｓ　ｓｃａｂｉｅｓ）に起因するジャガイモ塊茎細菌性瘡痂病の病害発生のイソチア
ニル又はイソチアニル＋トリフロキシストロビン又はイソチアニル＋ペンフルフェンによ
る防除　この研究の目的は、ストレプトミセス・スカビエス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ
　ｓｃａｂｉｅｓ）に起因するジャガイモ塊茎細菌性瘡痂病（Ｃｏｍｍｏｎ　ｓｃａｂ）
に対するイソチアニルの性能を評価すること及び有効な経済的薬量を見いだすことであっ
た。　
【０２１７】
試験場所は、パキスタンのＳａｈｉｗａｌ、Ｆａｉｓａｌａｂａｄ及びＬａｈｏｒｅであ
った。　　

【表２０】

【０２１８】
施用　ジャガイモ塊茎を、植え付け時に１回処理した。塊茎（種いも（ｓｅｅｄ））の量
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は、区画のサイズに応じて決定し、各処理に対して別々に秤量した。次いで、塊茎１００
ｋｇ当たりの薬量に基づき、各処理に対する塊茎の重さに応じて、製品の量を計算し、秤
量した。水の体積は、適切な適用範囲をもたらすように、調整した。製品を、別々に各処
理に対して調整された体積の水の中に混合させた。塊茎をプラスチック製シートの上に広
げて置き、充分に噴霧し、乾燥させ、ひっくり返し、そして、再度、充分に噴霧した。全
ての種いもが製品で確実に覆われるようにした。乾燥後、その塊茎を印が付けられている
区画に植え付けた。好ましくは、植え付けには、中型のサイズのジャガイモ塊茎を用いた
。病害を確実に発生させるために、約１０％のジャガイモ塊茎細菌性瘡痂病が発生してい
る感染した塊茎を使用した。　
【０２１９】
収穫時に、各処理に対するジャガイモの病害の割合（％）を求め、ＡＢＢＯＴＴ（％効力
）に従って、効力を計算した。０％は、対照の効力に相当する効力を意味し、１００％の
効力は、病害が観察されなかったことを意味する。　　
【表２１】

【０２２０】
表１６に示されている結果によって、イソチアニル　２００ＦＳ＋ペンフルフェン　２４
０ＦＳ（それぞれ、２．４ｇ　ａ．ｉ．／１００ｋｇ種いも／タンクミックス）の効力は
、最大薬量のイソチアニル（４ｇ　ａ．ｉ．／１００ｋｇ種いも）と同等であるか又はそ
れよりも優れており、そして、２種類の低薬量のイソチアニル（２．４ｇ　ａ．ｉ．／１
００ｋｇ種いも、及び、３
．２ｇ　ａ．ｉ．／１００ｋｇ種いも）と比較して優れており、及び、２種類の薬量のイ
ソチアニル＋トリフロキシストロビン　２８０ＦＳ又はバリダマイシンと比較して優れて
いた。 
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【要約の続き】
サントモナス・カムペストリス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ）、キサントモナス・カムペスト
リス　ｐｖ．　ムサセアルム（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｍｕｓａｃｅａｒｕｍ）
、キサントモナス・カムペストリス　ｐｖ．　プルニ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　
ｐｒｕｎｉ）、キサントモナス・フラガリアエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｆｒａｇａｒｉａｅ）及びキサントモナ
ス・トランスルセンス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｔｒａｎｓｌｕｓｃｅｎｓ）からなる群から選択される。本発明
の好ましい態様においては、該宿主防御誘発物質は、イソチアニルである。本発明は、宿主防御誘発物質で処理する
ことによる、有用な植物における選択された細菌性有害微生物を防除する方法にも関する。
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